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ご
む
頭
言

一
九
八

0
年
代
は
歴
史
上
特
筆
す
べ
き
十
年
で
あ
っ
た
。
世
界
経
済
の
停
滞
の

中
で
東
ア
ジ
ア
と
ア
セ
ア
ン
は
世
界
の
ど
の
地
域
よ
り
も
め
ざ
ま
し
い
高
度
経
済

成
長
を
遂
げ
、
世
界
経
済
活
性
化
に
対
す
る
多
大
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
同
時
に
人
日
転
換
を
達
成
し
、
あ
る
い
は
達
成
し
つ
つ
あ
る
。
人
日
・
開
発

論
の
実
践
的
先
駆
者
の
役
割
を
果
し
た
。

し
か
し
、
世
界
に
お
け
る
人
日
増
加
と
無
計
画
な
開
発
に
よ
る
地
球
環
境
問
題

が
一
九
八

0
年
代
中
頃
か
ら
登
場
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
八

0
年
代
終
り
か
ら
九

0
年
代
に
か
け
て
、
世
界
政
治
体
制
の
無
秩
序
化
が
始
ま
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁

の
崩
壊
を
契
機
と
し
て
、
東
欧
、
ソ
連
邦
の
解
体
と
い
う
人
類
の
思
想
的
外
科
手

術
が
行
な
わ
れ
、
世
界
は
民
族
戦
争
と
い
う
新
し
い
苦
悩
に
い
た
め
つ
け
ら
れ
て

い
る
。人
日
、
開
発
、
環
境
そ
し
て
民
族
戦
争
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
人
類
自
身
の
活
動
、

行
動
の
結
果
で
あ
り
、
人
類
自
ら
墓
穴
を
掘
る
愚
か
な
努
力
に
熱
中
し
て
い
る
よ

う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。
一
九
九

0
年
代
と
い
う
―

1
0
世
紀
最
後
の
十
年
を
ど
の
よ

う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
連
は
、
こ
の
十
年
の
わ
れ
わ
れ
の
行
動

い
か
ん
が
二
十
一
世
紀
の
人
類
の
運
命
を
決
定
す
る
と
い
っ
て
い
る
。
一
九
九
―
―

年
六
月
の
プ
ラ
ジ
ル
で
の
環
境
と
開
発
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
の
大
会
議
、
同
年
八

月
の
第

4
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
日
会
議
、
一
九
九
四
年
年
の
世
界
人
口
会
議
と
、

人
類
の
運
命
を
う
ら
な
う
世
界
会
議
が
続
い
て
い
る
。

A
P
D
A

が
一
九
八

0
年
代
に
ア
ジ
ア
の
人
口
•
開
発
に
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員

活
動
を
通
じ
て
果
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
。
人
類
の
運
命
は
世
界
人
口
の
六
十

貯
を
占
め
る
ア
ジ
ア
の
行
動
に
か
か
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
の
結
集
を

通
じ
て
、
人
口
•
開
発
・
環
境
の
総
合
的
解
決
を
は
か
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。そ
の
推
進
は
、

一
九
九

0
年
代
に
課
さ
れ
た
A
P
D
A
新
し
い
使
命
で
あ
る
。

（
黒
田
俊
夫
）

A
P
D
A
の
10
年
、
こ
れ
か
ら
の

10
年

I

貢

献

と

新

し

い

役

割

レ

ー



迎 呉 忌）

巳月25日、東京で
16カ国代表か集い
記念式典

参
加
国
は
日
本
初
め
中
国
、

こ°t
 

イ
ン
ド
、

オ
ー
タ
ニ
で
意
義
深
く
盛
大
に
行
わ
れ

(
A
F
P
P
D
)

の
設
立
十
周
年
記

念
式
典
と
記
念
事
業
が
二
月
二
十
五
、

六
の
両
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

ラ
ム 人

類
と
地
球
の
平
和
的
共
存
を
目
ざ

し
て
発
足
し
た
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口

と
、
人
口

•
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

開 会 式
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財）アジア人口•開発協会
(APDA) 

人口と開発に関するアジア議員フォ＿ラム

(AFPPD) 測 祠

会 場

串亙
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ
イ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
シ
リ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ

ム
の
十
六
ヵ
国
の
国
会
議
員
代
表
と
国

連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
、
国
際
家

族
計
画
連
盟

(
I
P
P
F
)

な
ど
関
係
国

際
機
関
代
表
、
専
門
家
な
ど
＿
五

0
人

が
出
席
し
た
。
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引
き
続
き
、
午
前
―
一
時
か
ら
大
来
佐
武
郎
氏
（
内
外
政
策
研
究
会
々
長
、
元

外
務
大
臣
）
の
「
ア
ジ
ア
の
人
日
、
開
発
と
環
境
」
と
題
す
る
貴
厘
な
示
唆
に
富

ん
だ
基
調
講
演
（
別
面
掲
載
）
が
行
わ
れ
た
。

大
来
佐
武
郎
氏
が

ア
ジ
ア
の
人
口
か
人
類
の
末
来
を
決
め
る

ー

宮

沢

首

相

か

メ

ッ

セ

ー

ジ

第
一

B
目
の
二
十
五

H
は
、
午
前
十
時
か
ら
、
十
六
ヵ
国
の
国
旗
が
飾
ら
れ
た

”
翠
鳳
の
間
“
会
場
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
項
の
よ
う
な
挨
拶
、
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
園
田
博
之
・
厚
生
政
務
次
官
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
し
た
宮
沢

喜
一
首
相
は
「
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
地
球
上
で
は
い
ま
、
人
類
と
地
球

が
ど
う
し
た
ら
共
存
し
て
い
け
る
か
が
最
大
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
が
”
人
口
問
題
“
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
地
球
人
口
の
六
割
を
占

め
る
ア
ジ
ア
の
人
日
の
行
方
が
、
世
界
人
類
の
未
来
に
決
定
的
な
影
孵
を
持
っ
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
、
人
口
問
題
、
な
か
ん
ず
く
ア
ジ
ア
の
人

日
の
動
態
の
重
要
性
を
指
摘
。

人
日
分
野
で
非
西
欧
諸
国
で
初
め
て
多
産
多
死
か
ら
少
産
少
死
へ
と
転
換
に
成

功
し
た
の
が
わ
が
国
で
あ
る
、
と
述
べ
、
人
日
問
題
の
先
達
で
あ
る
故
岸
信
介
元

首
相
と
、
福
田
赴
夫
元
首
相
の
偉
大
な
功
績
を
讃
え
、
誇
り
に
し
て
い
る
と
し
、

人
日
問
題
に
関
し
て
世
界
に
お
け
る
日
本
の
役
割
り
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の

役
割
り
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
さ
ら
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
、
と
し
め
く
く
り
、
参
会
者
を
力
づ
け
感
銘
を

与
え
た
。

「
基
調
講
演
」

- 4 -



え讃徳
。
遺

長

の

議

行
D
代
p
同

‘

p
ル

ヵ

F

-

A

タ

隆

ツ

ゃめ
藤

ミ左'ー

し

一
j
 

シ
9
1
9
1
9
1
9
1
9
9
9
1

正
午
か
ら
は
”
梅
の
間
“
会
場
で
昨
年
四
月
十
七
日
急
逝
し
た
佐
藤
隆
A
P
D

A
理
事
長
、
A
F
P
P
D
議
長
（
衆
議
院
議
員
、
元
農
水
相
）
と
、
本
年
一
月
十

二
日
急
逝
し
た
サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ー
ル
A
F
P
P
D
議
長
代
行
（
イ
ン

ド
国
上
院
議
員
）
の
死
を
悼
む
”
偲
ぷ
会
“
が
、
し
め
や
か
に
営
ま
れ
た
。

会
場
中
央
に
は
、
在
り
し
日
の
両
氏
の
遺
影
が
飾
ら
れ
、
鹿
野
道
彦
•

A
P
D
 

A
理
事
、
国
際
人
日
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
代
行
（
衆
議
院
議
員
、
元
農
水

相
）
が
主
催
者
挨
拶
。
福
田
赴
夫
•
国
際
人
日
問
題
議
員
懇
談
会
名
誉
会
長
、
人

ロ
と
開
発
に
関
す
る
世
界
議
員
委
員
会
(
G
C
P
P
D
)
会
長
1
1

元
首
相

II
、
松
村

昭
雄
•

G
C
P
P
D
事
務
局
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
生
前
の
両
氏
の
業
績
と
遺
徳
を
讃
え

る
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

両
氏
と
親
交
の
あ
っ
た
福
田
赴
夫
元
首
相
は
「
佐
藤
君
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
す

ぐ
そ
の
国
の
人
と
話
す
ボ
デ
ィ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
達
人
で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
人

に ¥¥偲ぶ会”

‘偲ぶ会、で追悼の挨拶をする

福田赳夫元首相
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柄
で
慕
わ
れ
大
活
躍
し
た
。

ミ
ッ
タ
ー
ル
さ
ん
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
人
日
問
題
に
精
通
し
て
い
た
。
二
人

の
大
変
な
リ
ー
ダ
ー
を
失
っ
た
こ
と
は
世
界
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
だ
」
と
、

こ
の
席
に
は
、
遺
族
の
佐
藤
燿
子
夫
人
と
、

ル
夫
人
ら
も
出
席
し
た
か
、
佐
藤
夫
人
は

イ
ン
ド
か
ら
ラ
リ
タ
・
ミ
ッ
タ
ー

「
死
ぬ
直
前
ま
で
責
任
を
全
う
し
た
主

人
は
立
派
だ
っ
た
。
主
人
の
分
ま
で
皆
さ
ん
に
活
躍
し
て
頂
き
た
い
」
と
、
一
身

を
捧
げ
て
人
日
と
開
発
問
題
に
取
組
ん
だ
生
前
の
氏
の
真
執
な
姿
を
語
り
、
参
会

者
は
改
め
て
偉
大
だ
っ
た
佐
藤
氏
の
人
間
性
に
心
打
た
れ
た
。

ア
ジ
ア
の
人
口
と
農
業
開
発

!
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
か
る

午
後
は
一
一
時
か
ら
「
ア
ジ
ア
の
人
日
と
農
業
開
発
」
と
題
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
（
別
面
掲
載
）
が
”
翠
鳳
の
間
“
で
行
わ
れ
、
活
発
な
質
議
が
あ
り
、

盛
り
上
が
っ
た
。

し
み
じ
み
と
感
慨
を
語
っ
た
。

しめやかに｀献杯、

ヽ
‘偲ぶ会、遺族席の佐藤燿子夫人（右端）

とラリタ・ミッタール夫人（右から二人目）
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に

盛十；
→ ←利やかに記念レセプション
大周 i
に年{
行記 i箱川良一、黒田俊夫、川野重任
わ念 L.¾•. 

れレ 3氏を表彰
たセ
° プ
シ
ョ

ン

; 
t 

／
 
t
ご

”
麗
の
間
“

で
和
や
か

主
催
者
を
代
表
し
て
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン

A
F
P
P
D
事
務
総
長
、

前
田
福
三
郎

A
P
D
A
理
事
長
代
行
が
十
年
間
の
協
力
に
感
謝
す
る
挨
拶
を
行
い

&. l 

ス
ラ
イ
ド
「
日
本
の
地
域
開
発
と
人
口
」
も
上
映

盛 大 こー＿＿＿＿ 和 ゃ か こー＿＿＿＿＿

こ
の
あ
と
ス
ラ
イ
ド
「
日
本
の
地
域
開
発
と
人
口
」

(
A
P
D
A
企
画
・
監
修
、

H
本
生
産
性
本
部
制
作
）
が
上
映
さ
れ
た
。
こ
の
ス
ラ
イ
ド
は

H
、
英
、
中
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
四
ヵ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
ア
ジ
ア
各
国
や
日
本
国
内
の
関
係
機
関

に
配
付
さ
れ
た
が
、
毎
年
、
財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会
と

U
N
F
P
A
(
国
連
人

日
基
金
）
の
補
助
金
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
一
九
九

0
年
の
教
育
映
画
祭
で

「
高
度
化
社
会
へ
の
日
本
の
挑
戦
」
が
ス
ラ
イ
ド
部
門
で
優
秀
賞
を
獲
得
、
一
九

九
一
年
も
「
日
本
の
環
境
・
人
日
・
開
発
」
が
連
続
し
て
優
秀
賞
に
輝
い
て
い
る
。

同
ス
ラ
イ
ド
は

A
F
P
P
D
の
各
国
は
じ
め
国
内
外
の
関
係
団
体
に
配
布
さ
れ
た
。
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表
彰
を
う
け
る
川
野
重
任
氏

談
笑
が
つ
づ
き
、
友
好
の
き
ず
な

し
っ
か
り
と
、
祝
賀
会
会
場

表
彰
を
う
け
る
黒
田
俊
夫
氏

来
賓
を
代
表
し
て
中
山
太
郎
•
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
（
前
外
相
）
が

祝
辞
を
述
べ
、
俺
川
良
一
・
日
本
船
舶
振
典
会
会
長
か
ら
も
祝
電
か
届
け
ら
れ
た
。

こ
の
席
上
、

A
P
D
A
設
立
以
来
、
世
界
平
和
の
旗
印
を
掲
げ
、
一
貰
し
て
資

金
援
助
を
続
け
て
い
る
征
川
良
一
•
日
本
船
舶
振
典
会
会
長
と
、
ア
ジ
ア
全
域
に

わ
た
っ
て

A
P
D
A
が
実
施
し
て
い
る
人
日
、
農
業
開
発
調
壺
に
参
加
し
、
指
導

さ
れ
て
き
た
黒
田
俊
夫
・
日
大
人
日
研
名
誉
所
長
（
人
口
分
野
）
と
、
川
野
捐
任

•
東
大
名
脊
教
授
（
農
業
開
発
分
野
）
の
三
氏
の
優
れ
た
功
績
を
讃
え
、
前
田
福

三
郎

A
P
D
A
理
事
長
代
行
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
俺
川
良
一
氏

は
公
務
の
た
め
出
席
て
き
ず
、
三
月
五
日
、
東
京
・
虎
の
門
の
日
本
船
舶
振
興
会

で
前
田
理
事
長
代
行
か
ら
苫
米
地
・
日
本
船
舶
振
典
会
理
事
に
手
渡
さ
れ
た
。

乾
杯
は
王
偉

A
F
P
P
D
副
議
長
の
音
頭
で
行
わ
れ
、
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
和
気
あ
い
あ
い
、
さ
ら
に
友
好
を
深
め
る
楽
し
い
猿

い
と
な
っ
た
。
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人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
議
長
の
王
偉
先
生
、

ガ
ッ
サ
ン
・
タ
ャ
ラ
先
生
、
ま
た
事
務
総
長
の
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン

先
生
、
各
国
代
表
の
皆
様
、
来
賓
の
皆
様
、
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
を
代
表

し
て
、
ご
参
加
の
皆
様
に
心
か
ら
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
こ
と
は
、

私
の
大
き
な
喜
ぴ
と
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
「
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P

D
)
」
と
私
共
の
「
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)」か

と
も
に
設
立
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
こ
れ
ま
で
ア

ジ
ア
の
人
口
と
開
発
問
題
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
先
人
た
ち
と
皆
様
の
お
か
げ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
私
共
の
「
ア
ジ
ア

人
日
・
開
発
協
会
」
は
一
九
八
一
年
に
中
国
・
北
京
で
開
か
れ
ま
し
た
「
北
京

会
議
」
の
決
議
を
受
け
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
私
共
の
「
ア
ジ
ア
人
日
・

開
発
協
会
」
が
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
栂
体
と
し
て
一
八
九
二
年
―
―

月
に
設
立
さ
れ
、
一
九
八
二
年
の
三
月
に
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
・
デ
リ
ー
で
「
人

日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

A
F
P
P
D
と

A
P
D
A
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
こ
の
十
年
の
間
に
世
界
は
歴
史

ご
尽
力
に
感
謝
し
、

理
事
長
代
行
前

田

福

三

郎

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会

さ
ら
に
前
進
を
誓
う

10年
を
翫
っ
て
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的
に
激
し
く
移
り
変
わ
り
ま
し
た
。
十
年
前
に
は
想
像
す
る
こ
と
も
出
来
な

か
っ
た
ソ
連
・
東
欧
圏
の
急
激
な
変
化
、
非
常
に
広
い
地
域
で
地
球
環
境
の
破

壊
の
進
行
な
ど
、
こ
の
十
年
の
間
に
社
会
環
境
•
自
然
環
境
と
も
に
急
激
な
変

化
を
経
験
し
て
お
り
ま
す
。

激
増
す
る
地
球
人
日
の
圧
力
が
高
ま
る
中
で
「
次
世
代
の
可
能
性
を
そ
ぐ
こ

と
な
く
現
在
の
必
要
性
を
充
足
さ
せ
る
」
と
い
う
持
続
的
開
発
の
理
念
の
も
と

に
設
立
さ
れ
た

A
F
P
P
D
と

A
P
D
A
の
二
つ
の
組
織
は
ま
す
ま
す
そ
の
役
割

の
重
要
性
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
私
共
の
財
団
の
設
立
者
で

A
F
P
P
D
創
設

者
の
一
人
で
あ
り
ま
し
た
佐
藤
隆
先
生
が
「
飢
え
て
死
ぬ
た
め
に
生
ま
れ
て
く

る
子
達
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
つ
ね
づ
ね
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
思

い
は
、
こ
こ
に
ご
参
集
頂
き
ま
し
た
皆
様
共
通
の
思
い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
か
に
地
球
人
口
の
爆
発
を
押
さ
え
持
続
的
開
発
と
の
調
和
を
図
る
か
、
こ
の

問
題
の
解
決
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
か
ら
こ
の
困
難
な
問
題

に
取
り
組
む
こ
と
な
く
世
界
の
平
和
も
人
類
の
未
来
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

我
々
の
ア
ジ
ア
地
域
は
世
界
人
口
の
約
六
割
を
占
め
、
そ
の
人
日
規
模
の
大
き

さ
か
ら
世
界
人
日
増
加
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
を
握
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
共
の
使
命
は
極
め
て
大
き
な
も
の
で
あ
り
ま

す。
設
立
以
来
、
こ
の
十
年
の
歩
み
の
中
で

A
F
P
P
D
と

A
P
D
A
は
重
要
な
役

割
を
果
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
様
方
の
献
身
的
な
ご
尽
力
な
く
し
て

は
果
た
し
え
な
か
っ
た
事
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
十
年
前
に
予
測
さ
れ

た
数
値
ま
で
人
日
増
加
率
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
に
私
共
は
い
ま
だ
成
功
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
十
年
前
に
予
測
さ
れ
た
数
値
を
越
え
て
進
む
人
口
増
加
、
環
境
破

壊
は
十
年
前
に
私
共
が
抱
い
た
予
見
が
正
し
か
っ
た
事
を
証
明
し
て
お
り
ま
す
。

私
共
の
歩
み
は
い
ま
だ
道
な
か
ば
で
あ
り
ま
す
。
崇
高
な
理
想
に
向
か
い
、

今
後
こ
れ
ま
で
の
十
年
間
を
越
え
る
更
な
る
ご
協
力
と
ご
支
持
を
お
願
い
致
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の

A
F
P
P
D
と

A
P
D
A
十
周
年
記
念
行
事
の
後
、
二
日
目
に
は
私
共
ア
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記念誌を刊行

AFPPDは、 APDAの編集で設立10周年

を記念して

「人類と地球の平和的共存を求めて」

と題する AFPPD10年の歩みを刊行。また、

APDAが過去 7年間行ってきた「日本の人

ロと開発」シリーズを合本としてまとめた。

アジア諸国の国会議員、国連、国際関係機

関、日本国政府関係機関、大学、関係機関な

どに配布した。

り
ま
す
。

ら
れ
た
佐
藤
隆
先
生
、

A
F
P
P
D
議
長
で
あ
り
、

A
F
P
P
D
議
長
代
行
で
あ
ら
れ
た
サ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
・

ミ
ッ
タ
ー
ル
先
生
の
お
二
人
が
昨
年
今
年
と
相
次
い
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
こ

と
は
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
も
世
界
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で
あ
り
、
ま
た

A
F

P
P
D
関
係
議
員
を
初
め
私
共
に
と
っ
て
も
大
き
な
痛
手
で
あ
り
悲
し
み
で
あ

私
共
は
偉
大
な
お
二
人
の
数
々
の
業
績
を
た
た
え
、
偲
ぷ
と
と
も
に
ご
遺
志

を
継
ぎ
、
さ
ら
に
大
き
く
活
動
の
輪
を
広
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

t
~
•
I
i
~
\

；
し

t
~
.

）
．
）

I
I
}．

¢
＼
り

t

i

f

t

a

I

9」

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

い
ま
す
。

ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会
の
主
催
で

・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ 

員
代
表
者
会
議
」
が
開
か
れ
ま
す
。
実
質
的
な
討
議
を
通
し
人
日
と
開
発
問
題

に
関
す
る
解
決
の
糸
日
を
探
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
共

の
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

A
P
D
A
理
事
長
で
あ

「
第
八
回
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

- II -



い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
て
サ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
・
ミ
タ
ー
ル
先
生
で
す
。

エ
イ
シ
ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

福
田
先
生
、
ご
出
席
の
皆
様
、
今
日
、

る
こ
と
を
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
会
合
は
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
、
人
日
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
十
周
年
記
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
が
、
私
共

は
悲
喜
こ
も
ご
も
の
気
持
ち
で
今
日
、

エ
イ
シ
ャ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
十
周
年
を
迎
え
ま
し
て
、
人
間
で
い
え
ば

テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
に
入
り
ま
し
た
。
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
と
い
う
の
は
、
人

生
の
中
で
最
も
す
ば
ら
し
い
時
期
の
一

つ
で
す
。

も
十
歳
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
と
し
て

成
長
し
、
拡
大
し
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
新
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
験
し
て
い
け
る
時
に
来
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
喜
び
の
一
方
で
、
深
い
悲
し
み
に
私
共
は
沈
ん
で
お
り
ま
す
。
私
共
の

咀
要
な
大
黒
柱
を
三
人
失
い
ま
し
た
。
佐
藤
隆
先
生
、
安
倍
晋
太
郎
先
生
、
そ

佐
藤
先
生
と
安
倍
先
生
は
、
私
共
の
運
動
の
魂
で
あ
り
、
そ
し
て
心
朦
で
あ

り
、
そ
し
て
生
命
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ミ
ッ
タ
ー
ル
先
生
は
、
こ
の
運
動

の
屋
台
骨
と
し
て
、
背
骨
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
こ
の
運
動
を
拡
大
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
ミ
ッ
タ
ー
ル
先
生
は
、
人
口
と
開
発
の
た
め
に
命
を
捧
げ
ら
れ
た
と

エ
イ
シ
ャ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
及
び
私
、
両
方
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
一
九
八

一
年
以
来
、
個
人
的
に
も
三
先
生
に
た
い
へ
ん
な
敬
意
を
払
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
出
席
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
皆
様
方
を
ご
歓
迎
申
し
上
げ

事

務

総

長

プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン

人
日
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

G
O
O
D
、B
E
T
T
E
R
、B
E
S
T
へ
向
か
っ
て
…
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エ
イ
シ
ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
た
め
に
命
を
賭

け
て
下
さ
っ
三
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
先
生
の
御
功
績
・
御
尽
力
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

に
三
人
の
大
事
な
家
族
の
大
黒
柱
を
失
う
と
い
う
こ
と
は
、
耐
え
難
い
悲
し
み

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
達
は
こ
れ
に
耐
え
て
前
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

有
名
な
ル
イ
ス
・
パ
ス
カ
ル
、

パ
ス
ツ
ー
ル
先
生
か
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を

引
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
仕
事
は
、
絶
対
に
止
ま
る
こ
と
は
な
い
。

す
。
私
共
は
こ
の
精
神
を
持
っ
て
前
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
息
い

サ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ー
ル
先
生
は

A
F
P
P
D
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

行
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
会
員
を
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
で
大
き
な
仕

事
を
な
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
連
と
も
手
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
健
康
を
、

れ
を
二

0
0

0
年
ま
で
に
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
ア
ジ
ア
の
な
か
に
は
貧
困
が
あ
り
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

し
、
人
日
、
開
発
、

そ
う
で

す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
幸
福
を
。

エ
イ
シ
ャ

ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
地
域
的
に
も
西
ア
ジ
ア
か
ら
太
平
洋
ま
で
、
広
範
囲
な

守
備
範
囲
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
世
界

の
人
口
の
過
半
数
が
住
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
し
て
最
も
貧
困
な
国
と
世

界
で
一
番
、
富
め
る
国
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
共
存
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
経
済
的
な
大
躍
進
を
し
て
い
る
諸
国
、

と
り
も
な
お
さ
ず
エ
イ
シ
ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
た
い
へ
ん
に
大
き
な
責
任
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

私
共
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
れ
ら
の
現
実
を
心
に
入
れ
、

環
境
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
と
い
う
仕
事
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

の
小
さ
な
島
は
国
も
そ
う
で
す
。

そ
し
て
政
治
家
に
対

こ
れ
も
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
ご

中
国
、

イ
ン
ド
は
最
も
人
口
の
多
い
国
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
太
平
洋

ま
す
。

こ

一
年
間
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ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
の
権
利
、

お
年
寄
り
の
介
護
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
そ
の
数
が
増
え
て
い
く
青
少
年
に
対
す
る
対
策
、
婦
人
の

地
位
、
女
性
の
地
位
に
つ
い
て
も
心
を
砕
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ア
ジ
ア
・
イ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
ま
し
て
、
私
共

は
生
活
の
質
を
更
に
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
十
周

年
記
念
に
当
た
り
ま
し
て
、
私
共
は
将
来
に
対
す
る
活
動
、
計
画
を
見
直
し
、

そ
し
て
更
に
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
内
委
員
会
を
さ
ら
に
強
化
な
も
の
と
し
、
国
家
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

導
入
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
更
な
る
新
し
い
国
を
メ
ン
バ
ー
と

し
て
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
西
ア
ジ
ア
、
中
東
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
こ
の
十
年
間
、
多
く
の
活
動
を
行
い
、

の
国
を
巻
き
込
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
は
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会
、

A
P
D
A
に
対
し
十
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
心
か
ら
御
礼
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
P
D
A
と

A
F
P
P
D
は
双
子
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
同
じ
目
的
を
も
っ
て
進

ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の

A
P
D
A
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
十
周
年
式
典
を
お
祝

い
下
さ
い
ま
す
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
え
て
皆
様
方
、
今
回
ご
出
席
下
さ
い
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
が
ご
出
席
下
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
共
は
さ
ら
に
精
神
的
に
も

支
え
ら
れ
て
い
る
気
持
ち
が
い
た
し
ま
す
。

U
N
F
P
A
、
そ
れ
か
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
に
対
し
、

う
ご
ざ
い
ま
し
た
、

こ
の
よ
う
な
形
で
多
く

ま
た
日
本
の
方
達
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
あ
り
が
と

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
と
お
願
い
し
た
い

ま
た
、
仲
間
の
国
会
議
員
の
皆
様
方
、

今
回
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
、
私
は
最
後
に
一
言
、
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

的
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
是
非
ご
活
躍
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
を
い
た

と
思
い
ま
す
。

「
人
日
と
開
発
」

と
い
う
大
き
な
目
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お
り
ま
す
。

「
人
日
問
題
」

内
閣
総
理
大
臣

人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
並
び
に
財
団
法
人
ア
ジ
ア

人
日
・
開
発
協
会
の
設
立
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
列
席
の
ア
ジ
ア
各
国
国
会
議
員
の
皆
様
は
じ
め
関
係
者
各
位
に
心
か
ら
お

祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
達
は
や
が
て
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
地

球
上
で
は
、
人
類
と
地
球
が
ど
う
し
た
ら
共
存
し
て
い
け
る
か
ー
と
い
う
こ
と

が
最
大
の
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
が

世
界
の
人
日
は
現
在
五
十
四
億
人
、
う
ち
私
達
の
住
む
ア
ジ
ア
の
人
日
は
三

十
二
億
人
に
の
ぼ
り
、
実
に
地
球
人
口
の
六
割
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
、

ア
ジ
ア
の
人
口
の
行
方
が
、
世
界
人
類
の
未
来
に
決
定
的
な
影
響
を
持
っ
て
い

る
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
九
八
二
年
、
ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
各
国
の
指
導
的

で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て

宮

沢

喜

さ
ら
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ

日
本
の
役
割
り
自
覚
し

親
か
ら
引
き
継
い
だ
時
よ
り
も
、
少
し
で
も
よ
い
世
界
を
子
供
達
に
残
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
や
さ
し
さ
、
善
意
と
い
う
の
は
、
絶
対
に
失
敗
し
な
い

投
資
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

G
o
o
d
,
B
e
t
t
e
r
,
 
B
e
s
t
と
い
う
こ
と

で
す
。
即
ち
、

G
o
o
d
が

B
e
t
t
e
r
に
な
り
、
そ
し
て

B
e
t
t
e
r
が
さ
ら
に

B
e
s
t

に
な
る
ま
で
、
私
共
は
力
を
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
様
方
の
ご
成
功
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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い
問
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

立
場
に
あ
る
国
会
議
員
の
皆
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
政
治
体
制
、
社
会
構
造
、

風
俗
・
文
化
、
宗
教
な
ど
様
々
な
違
い
を
乗
り
越
え
て
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
立
さ
れ
、
人
類
の
将
来
に
と
っ
て
大
切
な
こ
の

問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
先
見
の
明
と
、
ご

精
進
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
側
面
か

速
な
東
欧
圏
の
変
革
、

ら
協
力
し
て
こ
ら
れ
た
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会
の
地
道
な
活
動
に

対
し
ま
し
て
も
、
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

人
口
分
野
に
お
い
て
、
非
西
欧
諸
国
で
は
じ
め
て
多
産
多
死
か
ら
少
産
少
死

へ
と
転
換
し
た
の
が
わ
が
国
で
あ
る
、
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
わ
が
国
の
人

口
問
題
へ
の
対
応
は
、
故
岸
信
介
元
総
理
と
、
本
日
ご
列
席
の
福
田
赳
夫
元
総

理
の
両
先
生
の
偉
大
な
ご
指
導
に
よ
っ
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
的
確

に
人
類
の
将
来
を
予
見
さ
れ
、
こ
れ
を
国
際
的
な
活
動
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
両

先
生
の
高
い
識
見
に
、
私
達
は
尊
敬
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
は
、
歴
史
上
か
つ
て
な
い
大
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
急

ソ
連
邦
の
解
体
な
ど
、
冷
戦
構
造
の
中
で
形
成
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
国
際
情
勢
は
一
変
し
、
新
た
な
平
和
秩
序
の
構
築
か
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

私
達
は
、
世
界
史
上
初
め
て
経
験
す
る
こ
の
変
動
の
中
で
、
人
類
か
平
和
に

共
存
で
き
る
社
会
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
責
任
と
使
命
を
担
っ
て

こ
の
中
で
人
日
問
題
は
、

現
在
で
は
単
に
一
国
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

球
的
規
模
で
人
口
と
地
球
の
持
つ
扶
養
力
と
の
関
係
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

ま
た
近
年
、

こ
の
こ
と
と
密
接
に
関
わ
り
の
あ
る
「
環
境
問
題
」
が
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
達
の
地
球
を
、
ど
の
よ
う
に

し
て
環
境
破
壊
か
ら
守
り
、
健
全
に
保
持
し
て
い
く
か
、
い
ま
真
剣
に
問
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
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人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
並
ぴ
に
財
団
法
人
ア
ジ
ア

人
日
・
開
発
協
会
が
設
立
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
総
理
の
ご
祝
辞
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
人
口

問
題
へ
の
対
応
は
、
故
岸
信
介
元
総
理
と
、
本
日
ご
列
席
の
福
田
赳
夫
元
総
理

の
両
先
生
の
偉
大
な
ご
指
導
に
よ
っ
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
私
は
両
先
生

を
大
き
な
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会
を
設
立
さ
れ
た
故
佐
藤
隆
先
生
、

佐
藤
先
生
と
と
も
に
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
生
み

の
親
と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド
上
院
議
員
の
故
サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ー
ル
先

生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
人
日
問
題
に
対
す
る
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

厚
生
政
務
次
官

園

田

博

之

地
球
環
境
を
重
視
し
な
が
ら
の
人
日
扶
養
力
、
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
問
題

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活

動
に
、
世
界
は
注
目
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
世
界
に
お
け
る
日
本
の
役
割
、
ア
ジ
ア
に
お
け

る
日
本
の
役
割
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
さ
ら
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
思
い
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ご
列
席
の
皆
様
の
交
流
と
活
動
が
本

H
を
機
に
、
さ
ら
に
一
層
盛
ん
に
な
り
、

人
類
と
地
球
の
共
存
の
基
本
で
あ
る
、
人
口
問
題
の
解
決
が
促
進
さ
れ
ま
す
よ

う
切
に
祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

力
を
合
せ
て
“
ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
“
解
決
を
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と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
日
の
こ
の
意
義
深
い
席
に
、
お
ふ
た
り
の
お
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
誠
に
残
念
で
あ
り
、
寂
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
昨

年
、
今
年
と
相
次
い
で
亡
く
な
ら
れ
た
両
先
生
の
ご
遺
徳
を
皆
様
と
と
も
に
偲

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
問
題
は
、
世
界
の
経
済
・
社
会
に
お
い
て
、
最
も
基
本
的
か
つ
大
き
な

制
限
要
因
で
あ
り
、
人
類
と
地
球
が
共
存
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
さ
に
キ
ー
・

ボ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
類
と
地
球
の
現
状
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
と
、

先
ず
「
人
口
爆
発
」
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
並
び
に
財
団
法
人
ア
ジ
ア

人
日
・
開
発
協
会
が
取
り
あ
げ
て
お
ら
れ
る
「
開
発
」
と
は
、
「
次
世
代
の
活

力
を
殺
ぐ
こ
と
な
く
、
現
世
代
の
必
要
を
満
た
す
持
続
的
開
発
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
人
口
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
上
で
、
極

め
て
童
要
な
考
え
方
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

厚
生
省
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
人
日
問
題
の
童
要
性
を
十
分
に
認
識
し
て
お

り
、
本

H
ご
列
席
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
人
日
問
題
に
対
し
て
、
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
並
ぴ
に
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人

日
・
開
発
協
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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国

連

人

日

基

金

(
U
N
F
P
A
)

国
連
人
日
基
金
の
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
に
代
わ
り
ま
し
て
、

本
日
、
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
並
び
に
財
団
法
人
ア

ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会
の
晴
れ
の
十
周
年
式
典
に
ご
参
集
に
な
ら
れ
ま
し
た
各

国
国
会
議
員
の
諸
先
生
方
に
、
心
か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
が
か
ね
て
よ
り
国
会
議
員
諸
先
生
方
の

活
動
、
な
か
ん
ず
く
人
日
問
題
に
関
し
て
広
く
意
識
の
高
揚
と
理
解
の
増
進
に

努
め
て
お
ら
れ
ま
す
皆
様
方
の
ご
活
動
に
深
く
関
心
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
こ
と

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
今
回
か
ね
て
か
ら
の
止

む
を
得
ぬ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
た
め
に
出
席
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
事

務
局
長
も
誠
に
残
念
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
人
口
と
開

発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
並
び
に
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会
の
栄

あ
る
十
周
年
に
寄
せ
ま
し
て
、
事
務
局
長
も
心
か
ら
祝
福
し
て
お
り
ま
す
こ
と

を
、
こ
こ
に
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
次
第
で
あ
り
ま
す
。

人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
並
ぴ
に
ア
ジ
ア
人
口
•
開

発
協
会
は
、
昨
年
急
逝
を
さ
れ
ま
し
た
初
代
議
長
、
佐
藤
隆
先
生
と
、
こ
れ
ま

た
つ
い
先
月
急
逝
さ
れ
ま
し
た
初
代
事
務
総
長
、
サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
・
ミ
ッ

タ
ー
ル
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
ま
し
て
、
一
九
八
二
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
、
ミ
ッ
タ
ー
ル
両
先
生
は
、
ア
ジ
ア
の
開
発
の
歴
史
に
お
き
ま
し
て
、
人

日
問
題
が
正
当
な
位
置
を
占
め
る
べ
く
、
誠
に
献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
並
び
に
財
団
法
人
ア
ジ
ア

事
務
局
次
長
北

谷

勝

秀

今
世
紀
最
後
の

10
年
に
全
力
を

- 19 -



人
口
•
開
発
協
会
が
こ
う
し
て
十
年
の
歳
月
に
渡
り
、
各
国
政
府
と
そ
の
国
民

を
繋
ぐ
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
掛
け
橋
と
な
り
、
ま
た
人
々
の
求
め
る
と
こ
ろ

を
世
に
訴
え
る
と
い
う
活
動
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
ま
さ
し
く
偉

大
な
二
人
の
先
駆
者
の
ご
功
績
に
負
う
と
こ
ろ
、
誠
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
両
先
生
の
お
力
に
よ
っ
て
こ
そ
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
が
、
人
口
政
策
を

発
展
さ
せ
、
人
口
問
題
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
の
生
活
の
質
を
高
め

る
上
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
二
つ
の
組
織
は
、
見
事
な
飛
躍
を
遂
げ
て
参
り
ま
し

た
が
、
同
時
に
ま
た
、
今
後
に
残
し
て
い
る
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
十
年
、
ア
ジ
ア
の
人
日
が
三
十
億
を
突
破
す
る
一
方
で
、
世
界
の
人
日
も
ま

た
五
十
億
の
大
台
に
乗
り
ま
し
た
。
人
口
の
増
加
率
に
お
い
て
は
緩
和
の
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
が
、
し
か
し
安
心
出
来
る
水
準
と
い
う
の
は
ま
だ
先
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
私
た
ち
は
決
意
を
新
た
に
、
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
に
お

い
て
、
人
日
と
開
発
の
問
題
で
人
々
に
手
を
伸
ば
し
、
す
べ
て
の
人
々
が
食
糧

と
教
育
に
お
け
る
自
立
を
確
立
出
来
る
よ
う
援
助
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
佐
藤
、
ミ
ッ
タ
ー
ル
両
先
生
が
、
そ
の
政
治
生
命
を
か
け

ら
れ
た
事
業
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
上
で
最
も
重
要
な
も
の

は
効
果
的
な
活
動
を
計
画
、
展
開
し
て
い
く
上
で
必
要
と
な
る
資
金
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
人
日
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
採
択
し
た

バ
ン
コ
ク
宣
言
の
行
動
要
請
に
明
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
ま
す
が
、
開
発
途

上
国
の
人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
各
国
政
府
が
、
国
際
的
な
人
口
援
助

活
動
、
特
に
国
連
人
日
甚
金
の
活
動
に
対
し
て
、
財
政
的
協
力
を
強
化
す
る
た

め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
行
う
よ
う
訴
え
て
お
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
に
お
き
ま
し
て
、
こ
の
行
動
要
請
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、

国
会
議
員
の
諸
先
生
方
が
果
た
さ
れ
る
役
割
は
、
極
め
て
軍
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
を
よ
く
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
お

集
ま
り
の
諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
既
に
十
年
前
か
ら
目
を
見
張
る
ご
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今
日
は
エ
イ
シ
ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
で
き
、
ま
た
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協

会
が
で
き
、
そ
れ
か
ら
十
年
の
め
で
た
い

H
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

人
日
と
開
発
問
題
に
ご
尽
力
な
さ
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
皆
さ
ん
、
ま
た
前

田

A
P
D
A
理
事
長
代
行
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
事
務
総
長
、
ま
た
国
連
か
ら
わ
ざ
わ

ざ
北
谷
次
長
も
お
見
え
下
さ
い
ま
し
た
。

先
程
は
ま
た
総
理
大
臣
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
厚
生
大
臣
、

政
務
次
官
か
ら
は
厚
生
省
を
代
表
し
て
祝
辞
を
い
た
だ
く
、
そ
う
い
う
中
で
、

こ
の
記
念
式
典
が
と
り
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
両
機
構
の
成
立
に
深

人
日
と
開
発
に
関
す
る

世
界
議
員
委
員
会
会
長

元
内
閣
総
理
大
臣

亘
E
ネ

田

赳

地
球
環
境
も
根
源
は
“
人
口
問
題
“

夫

貢
献
を
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
そ
し
て
よ
り
一

層
大
き
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
国

連
人
日
基
金
と
し
ま
し
て
は
、
先
生
方
の
貴
い
ご
努
力
に
、
今
後
と
も
密
接
な

協
力
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一
九
九
四
年
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
際
会
議
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
今

世
紀
の
最
後
の
十
年
に
お
い
て
人
口
増
加
率
を
大
幅
に
低
下
さ
せ
る
べ
く
、
カ

を
尽
く
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
人
日
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
並
び
に
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会
の
皆
様
方
と
、

緊
密
か
つ
効
果
的
な
協
力
関
係
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
念
行
事
の
ご
成
功
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
皆
様
方

の
今
後
の
ご
成
功
を
お
祈
り
し
て
、
お
祝
い
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。
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の
で
す
。

あ
り
ま
す
が
、

私
共
は
、
こ
の
お
二
人
か
お
見
え
な
ら
ぬ
こ
と
を
深
く
残
念
に
思
う
わ
け
で

そ
の
志
を
我
々
が
継
い
で
、
こ
れ
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

あ
と
八
年
経
ち
ま
す
と
二
十
一
世
紀
で
す
。
二
十
世
紀
は
終
わ
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
私
は
こ
の
二
十
世
紀
を
顧
み
て
み
ま
し
て
、
二
十
世
紀
と
い
う
世
紀

は
一
―
つ
の
大
き
な
危
険
な
も
の
を
、
二
十
一
世
紀
に
残
す
こ
と
に
な
っ
た
思
う

―
つ
は
、
何
か
。
こ
れ
は
政
治
的
、
軍
事
的
側
面
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、

と
に
か
く
、
こ
の
地
球
が
二
十
世
紀
の
下
五
十
年
、
に
お
き
ま
し
て
二
つ
に
割

ア
メ
’
ソ
カ
を
頂
点
と
す
る
西
側
、

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

ま
し
た
。

先
程
の
お
話
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の

く
関
与
い
た
し
ま
し
た
者
と
い
た
し
ま
し
て
、
感
銘
の
い
た
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
八
一
年
に
北
京
で
ア
ジ
ア
議
員

の
集
会
を
い
た
し
ま
し
た
。
私
も
、
そ
こ
へ
参
加
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
会
議
は
極
め
て
菫
要
な
会
議
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
会
議
で
人
日
問
題
に
対
す
る
意
識
が
ア
ジ
ア
全
域
、
全
世
界
で
た
い
ヘ

ん
盛
り
上
が
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
象
徴
い
た
し
ま
し
て
、

会
議
の
官
一
言
に
お
き
ま
し
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
き

ま
し
て
は
、
人
日
増
加
率
目
標
を
設
定
し
よ
う
。
そ
の
目
標
は
、
世
紀
末
ま
で

に
ア
ジ
ア
の
人
日
増
加
率
を
一
貯
に
と
い
う
目
標
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
極
め
て
重
大
な
決
定
で
あ
り
、
宣
言
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
こ

の
二
つ
の
仕
組
み
も
そ
う
い
う
中
で
、
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
翌
年
、

こ
れ
が
実
現
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
今
年
が
ち
ょ
う
ど
十
年
に
な
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
十
年
の
間
に
、
国
連
人
日
基
金
事
務
局
長
と
い
た
し
ま

し
て
、
設
立
以
来
、
人
日
問
題
の
象
徴
と
い
う
よ
う
な
形
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た

議
長
で
あ
る
佐
藤
隆
さ
ん
、

ラ
フ
ァ
エ
ル

•
M

・
サ
ラ
ス
氏
が
亡
く
な
ら
れ
、
次
い
で
こ
の
会
議
の
最
初
の

ま
た
今
年
に
な
っ
た
ら
ミ
ッ
タ
ー
ル
さ
ん
が
で
す

ね
、
あ
の
頑
固
、
頑
健
な
ミ
ッ
タ
ー
ル
さ
ん
が
相
次
い
で
お
亡
く
な
り
に
な
り

ソ
ビ
エ
ト
を
頂
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点
と
す
る
東
側
、
二
つ
の
陣
営
に
相
分
か
れ
ま
し
て
、
陣
取
り
競
争
を
展
開
す

る
。
そ
の
陣
取
り
競
争
が
だ
ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
わ
け
で
す
。

そ
の
中
核
を
な
す
も
の
は
軍
拡
競
争
で
あ
る
。
軍
拡
競
争
も
、
高
じ
に
高
じ

ま
し
て
、
遂
に
核
兵
器
の
開
発
競
争
が
、
中
核
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に

な
り
、
今
、
地
球
上
に
は
地
球
人
類
を
六
十
回
以
上
も
壊
滅
で
き
る
だ
け
の
核

兵
器
が
蓄
積
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
な
ん
と
か
し
な
い
と
い

け
な
い
わ
け
で
す
。

両
陣
営
に
お
き
ま
し
て
も
、

険
な
も
の
を
持
つ
に
い
た
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
核
兵
器
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
注

意
深
く
対
処
は
し
て
い
た
も
の
の
、
ど
ん
な
事
態
が
起
き
て
、
ど
ん
な
愚
か
者

が
飛
ぴ
で
て
、
そ
れ
に
手
を
掛
け
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
す
。
誰
も
こ
の
手

を
掛
け
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
我
々
は
非
常
に
危

こ
の
問
題
は
、

特
に
こ
の
一
年
間
の
世
界
の
動
き
の
中
で
、
も
う
対
立
は
い
か
ん
、
対
立
か
ら

協
調
へ
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ん
、
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
そ
う
い
う

中
で
軍
拡
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
軍
縮
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
ん
、
と
い
う
裏

腹
の
流
れ
が
出
て
き
て
、
―
つ
の
明
る
い
展
望
も
で
き
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

も
う
一
っ
。
核
爆
弾
じ
ゃ
く
今
度
は
人
口
爆
弾
で
す
。
申
し
上
げ
る
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
者
の
皆
さ
ん
の
検
討
に
よ
り
ま
す
と
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
時
代
、
世
界
人
日
が
二
億
だ
と
い
わ
れ
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
推
計
で
し
ょ

う
が
。
そ
れ
か
ら
一
九

0

0
年
経
つ
。
そ
れ
で
二
十
世
紀
の
初
頭
に
な
る
と
、

実
に
十
六
億
人
に
増
え
る
。

と
こ
ろ
か
今
世
紀
初
頭
の
十
六
億
人
が
今
世
紀
の
末
ま
で
に
ど
う
な
る
か
と

い
う
と
、
十
六
億
人
か
六
十
四
億
人
に
近
接
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
確
実
視
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
倍
に
な
っ
た
ん
で
す
。
核
爆
弾
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

非
常
に
恐
ろ
し
い
人
日
爆
弾
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
さ
て
こ
れ
が
こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
続
い
た
ら
一
体
ど
う
な
る
の
か
。

計
算
す
れ
ば
、
二
十
一
世
紀
に
は
世
界
人
日
が
四
倍
に
な
っ
て
、
二
百
五
十

億
人
に
な
る
そ
う
で
す
。
一
体
、
地
球
の
資
源
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
あ
る
い
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は
地
球
環
境
は
、
そ
ん
な
人
口
を
支
え
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
二
十
世
紀

の
世
紀
末
に
な
っ
て
静
か
に
考
え
て
み
る
と
二
十
一
世
紀
の
中
頃
以
降
の
時
期

に
な
り
ま
す
と
、
人
類
の
存
続
、
こ
れ
が
問
題
に
な
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、

ま
ず
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
問
題
の
中
で
、
非
常
に
解
決
困
難
で
あ
り
、
し
か
し
な
が
ら
同
時

に
機
軸
的
な
問
題
は
な
に
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
人
口
問
題
で
す
。
人
口
問
題
、

そ
の
根
源
を
探
っ
て
み
る
と
中
々
、
難
し
い
問
題
が
多
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
そ
こ
か
ら
出
て
来
る
い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
る
。

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
六
月
に
世
界
の
環
境
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
の
が
開
か
れ

ま
す
。
そ
の
環
境
問
題
に
は
、
世
界
中
の
人
が
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、

そ
こ
に
集
ま
る
人
は
五
万
人
に
及
ぷ
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
く

ら
い
関
心
を
持
た
れ
て
お
り
ま
す
が
、

口
問
題
に
あ
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
か
、
私
は
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、
あ
の
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
こ
れ
だ
け
の
人
が
集
ま
る
の
は
、
現
象
的
な
地
球
環
境
の
問
題

だ
け
を
と
ら
え
て
集
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

人
日
、

そ
し
て
同
時
に
環
境
と
い
う
よ
う
な
と
ら
え
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
う
の
で
す
。
私
は
ず
っ
と
日
本
の
政
界
の
皆
さ
ん
に

も
、
人
日
問
題
が
機
軸
な
ん
だ
と
力
説
し
て
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
人
口
問
題
か
ら
問
題
が
発
生
し
て
お
る
。
環
境
問
題
は
そ
の
最
た

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
私
の
提
唱
に
対
し
て
、
深
い
理
解
を
持
っ
て
き
て
お
る
人
が
出
て
き
た
。

私
は
そ
れ
を
非
常
に
喜
び
と
し
て
お
る
ん
で
す
が
、
元
日
本
国
首
相
、
竹
下

登
君
で
す
。
竹
下
君
は
そ
う
い
う
立
場
に
立
っ
て
、
今
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
に
行
っ
て
、
世
界
の
皆
さ
ん
に
、
「
基
本
は
人
口
問
題
で
す
よ
。
人
口
問

題
の
解
決
や
ら
な
け
れ
ば
、
環
境
問
題
の
解
決
は
な
い
ん
で
す
よ
」
と
い
う
点

を
主
と
し
て
力
説
し
よ
う
と
し
て
、
自
ら
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
出
向
く
と

い
う
こ
と
を
、
私
に
話
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
う
難
し
い
問
題
の
根
源
は
、
人
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福
田
先
生
、
議
員
の
先
生
方
、
お
集
ま
り
の
皆
様
方
、
こ
の
栄
え
あ
る
機
会

に
ハ
ル
フ
ダ
ン
・
マ
ー
ラ
ー
、
国
際
家
族
連
盟
事
務
局
長
の
代
理
人
と
し
て
、

ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

ハ
ル
フ
ダ
ン
・
マ
ー
ラ
ー
事
務
局
長
か
ら
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
成
功
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
こ
の
席
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く

事

務

局

長

ハ
ル
フ
ダ
ン
・

私
は
人
日
問
題
は
爆
弾
だ
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
ほ
ん
と
に
こ
れ
が
爆
弾

な
ん
で
す
。
こ
の
問
題
処
理
に
成
功
す
る
か
、
し
な
い
か
、
こ
の
こ
と
が
、
人

類
の
存
続
を
決
め
る
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
考
え
て
お
る
わ
け
で
す
。

皆
さ
ん
か
そ
う
い
う
非
常
に
軍
要
な
問
題
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
、
特
に

こ
の
十
年
、
よ
く
努
力
さ
れ
て
お
る
。
私
は
、
皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し

て
、
疑
わ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
危
機
は
迫
っ
て

お
る
。
迫
る
危
機
の
打
開
を
目
指
し
ま
し
て
、
皆
さ
ん
が
、
本
当
に
協
カ
一
致

し
て
、
枇
界
の
人
口
問
題
の
中
で
ア
ジ
ア
が
非
常
に
璽
い
立
場
に
あ
る
わ
け
で

す
の
で
、
ど
う
か
ひ
と
つ
、
ご
検
討
を
願
い
た
い
と
い
う
こ
と
を
乞
い
願
い
ま

し
て
、
ご
挨
拶
に
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
ー
ラ
ー

国
際
家
族
計
画
連
盟

(
I
P
P
F
)

具
体
的
目
標
を
設
定
し
、

持
続
的
開
発
可
能
な
取
組
み
を
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い
わ
ゆ
る
貧
困
の
悪
循
環
を

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の
議
員
の
皆
様
方
の
お
集
ま
り
に
な
る
栄
え

あ
る
席
で
、
ご
挨
拶
の
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て

も
国
際
家
族
計
画
連
盟
に
と
り
ま
し
て
も
、
非
常
に
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
と
心

得
て
お
り
ま
す
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
の
運
動
は
、
ア
ジ
ア
に
端
を
発
し
て
お
り

ま
す
。
過
去
十
年
間
に
こ
の
よ
う
な
国
会
議
員
の
活
動
が
世
界
中
に
広
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
今
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
達
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
十
年
間
の
間
に
議
員
活
動
と
い
う
も
の
が
、
世
界
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
発
展
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
ア
ジ
ア
で
非
常
に
活
発

な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
国
々
の
議
員
の
先
生
方
の
ご
参
加
、

支
援
を
得
て
お
り
ま
す
。
国
会
議
員
の
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
方
の
参
加
、
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
政
府
が
、
人
日
の
力
学

と
い
う
も
の
を
理
解
し
、
政
策
を
打
ち
た
て
る
際
に
こ
う
い
っ
た
人
日
の
安
定

増
と
い
う
こ
と
を
全
体
の
開
発
、
枠
内
で
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
打
ち

た
て
る
の
に
お
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

と
申
し
ま
し
て
も
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
人
類
に

は
様
々
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
環
境
の
質
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
、

ま
た
天
然
資
源
の
使
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
維
持
で
き
る
よ
う
な
節
約
を
す

る
と
い
う
こ
と
、
途
上
国
に
お
い
て
経
済
、
社
会
発
展
を
達
成
す
る
と
い
う
こ

と
、
ま
た
人
口
の
安
定
増
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
月
の
よ
う
に
出
生

数
が
死
亡
数
を
約
七
五

0
万
か
ら
八

0

0
万
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う

状
態
が
続
き
ま
す
と
、
紀
元
―

1
0
0
0
年
ま
で
に
は
、
ま
た
十
億
人
、
人
日
が

増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
十
一
年
、
十
二
年
ご
と
に
人
日
が
十
億
人
ず
つ

増
加
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
今
世
紀
末
ま
で
に
は
六
十
億
人
、

ま
た
紀
元
二

0
1
1
0
年
に
は
さ
ら
に
八
十
億
人
と
も
一

0

0
億
人
と
も
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
急
速
な
人
日
増
が
続
き
ま
す
と
、
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断
ち
切
る
た
め
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
に
は
世
界
の
人
口
が
集
中
し
て
、
非
常
に
人
日
密
集
地
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今

H
、
ア
ジ
ア
は
世
界
人
日
の
五
十
五
貯
か
ら
六
十
打
が
住
ん
で
お

り
ま
す
。
で
す
か
ら
世
界
の
人
口
が
こ
こ
三
十
年
間
と
同
じ
よ
う
に
勢
い
で
伸

ぴ
続
け
る
の
か
、
二
十
一
世
紀
ま
で
の
間
に
―
二

0
億
と
か
一
五

0
億
と
い
っ

た
よ
う
な
状
態
に
ま
で
爆
発
的
に
増
加
す
る
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
決
め
る
の

は
今
日
の
政
策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
た
め
に
持

続
的
な
開
発
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
今
、
皆
さ
ん
と

共
に
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
手
段
と
い
う
の
は
、
自
発
的
、
か
つ
個
人
の
人
権
と
信
条
を
尊
璽

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
の
代
表
と
し
て
の
国
会
議
員
は
独
特
な
立
場
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

す
ま
す
童
要
な
任
務
を
担
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
、
特
に
ア
ジ
ア
地

域
に
お
い
て
、
活
躍
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
多
く
の
ア
ジ
ア
の
国
々
で
家
族
計
画
が
成
功
し
て
き
て
お
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
で
も
や
は
り
人
日
問
題
と
い
う
の
は
、
ア
ジ
ア
の
ほ
と
ん
ど
の
国

に
と
っ
て
、
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
世
紀
末
ま
で
に
進
展
が
見

ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
政
府
が
人
口
問
題
に
本

当
に
真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢
を
維
持
で
き
る
か
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
維
持
で

き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
点
に
お
き
ま
し
て
も
、
議
員
の
活
動
の
盾
要
性
と
い
う
こ
と
は
、
い
く

ら
強
調
し
て
も
、
し
過
ぎ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
議
員
こ
そ
政
府
と
国
民

の
強
力
な
絆
で
あ
る
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
議
員
の
活
動
と
い
う
の

は
、
各
国
の
家
族
計
画
協
会
と
密
接
な
連
携
を
と
っ
た
時
に
強
力
な
も
の
と
な

る
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

I
P
P
F
の
会
員
の
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
き
ま
し
て
、
次
の
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
国
会
議
員
の
組
織
に
対
し
て
、
貴
厘
な
情
報
、
適
切
な
情
報
を
提
供
し
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ど
う
も
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
議
員
の
皆
様
の
活
動

を
今
後
と
も
支
援
し
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
運
動
と
い
う
の
は
、
教
育
や
女
性
の
地
位
向
上
の
問
題
と
合
わ
せ

て
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
持
続
的
な
開
発
と
い
う
こ
と
を
国
民

の
生
活
の
質
の
向
上
と
合
わ
せ
て
、
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

A
F
P
P
D
、
お
よ
び
本
会
議
の
主
催
者

A
P
D
A
、
関
係
者
の
皆
様
方
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
前
世
界
銀
行
総
裁
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
氏
の
言
葉

を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
や
が
て
世
界
の
人
口
が
そ
の
伸

び
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
わ
か
り
き
っ
て
い
る
。
わ

か
っ
て
い
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
い
つ
ど
の
程
度
に
止
め
る
の
か
、

そ
し
て
そ
の
結
果
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
を
生
き
る
我
々

か
、
そ
の
答
え
を
握
っ
て
い
る
。
我
々
が
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い

は
何
も
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
、
何
世
代
に
も
わ
た
る
世
界
の
将
来
が

決
ま
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
マ
ク
ナ
マ
ラ
氏
の
言
葉
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
私
の
ご

て
お
り
ま
す
。

I
P
P
F
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
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基詞講演

一
九
八
一
九

私
は
、
大
学
で
は
電
気
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
だ

ん
だ
ん
経
済
が
専
門
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
日
本
経
済
の
復
興
と
所
得

倍
増
計
画
の
立
案
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
だ

ん
だ
ん
国
際
経
済
の
方
に
関
係
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同
時
に
世
界
の
経
済
、

あ
る
い
は
人
口
、
資
源
、
環
境
と
い
う
よ
う
な
長
期
的
な
問
題
に
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
際
会
議
も
い
ろ
い
ろ
出
て
ま
い
り
ま
し
て
、
現
在
ま
で
こ
の
戦
争
の
後
、

合
わ
せ
て
合
計
三
八

0
回
ぐ
ら
い
、

こ
れ
は
ア
ジ
ア
各
国
、
ア
メ
リ
カ
、

日
本
か
ら
海
外
に
出
掛
け
て
お
り
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
い

ろ
い
ろ
な
世
界
中
に
も
出
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
す
が
、
や
は
り
先
程
、
福
田
先

生
の
お
話
し
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
人
間
社
会
の
将
来
、
こ
の
地
球
と
い
う

天
体
の
上
に
住
む
人
類
社
会
、
こ
の
将
来
の
問
題
が
非
常
に
大
き
な
課
題
だ
と

い
う
ふ
う
に
感
じ
て
お
る
わ
け
で
す
。

一
九
七
二
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
国
連
の
人
間
・
環
境
会
議
に
も
、

議
論
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

アジアの人口、開発と環境

相互に密接な関係をもつ

人口•開発・景境

い
ろ
い
ろ
な

七
四
年
の
プ
カ
レ
ス
ト
の
世
界
人
日
会
議
に
も
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

0
年
代
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
相
プ
ロ
ー
ハ
ー
レ
ム
・
プ
ル
ン
ト
ラ
ン
ド
女
史

が
議
長
を
や
ら
れ
た
世
界
環
境
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
、

今
日
の
テ
ー
マ
が
ア
ジ
ア
の
人
日
の
開
発
と
環
境
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

内外政策研究会会長

元外務大臣

大来佐武郎
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そ
の
少
し
前
に
は
、

な
り
、

ソ
連
の
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
打
ち
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
し
、

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
こ
の
問
題
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
私
の

問
題
意
識
と
い
い
ま
す
か
、
今
の
時
点
で
の
あ
る
い
は
将
来
に
向
か
っ
て
の
重

要
な
課
題
は
何
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
お
話
し
を
申
し
上
げ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

ロ
ー
マ
ク
ラ
プ
が
、

一
九
六
八
年
、

た
。
人
類
の
将
来
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
心
配
を
し
始
め
た
わ
け
で
す
。

私
も
六
九
年
に
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
プ
に
参
加
し
た
わ
け
で
す
。
こ
の
ロ
ー
マ
ク

ラ
プ
が
地
球
の
将
来
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
科
学
的
な
基
礎
に
基
づ
い

て
、
出
来
れ
ば
数
字
も
含
め
て
見
通
し
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

そ
う
い
う
判
断
の
も
と
で
世
界
で
ど
こ
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
や
る
グ
ル
ー

プ
は
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
の
マ
サ
チ
ュ
ー

イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
で
結
成
さ
れ
ま
し

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
若
手
の
グ
ル
ー
プ
に
こ
の
調
査
を
頼
も
う
と
い
う
こ
と
に

ロ
ー
マ
・
ク
ラ
プ
か
ら
こ
の

M
I
T
の
グ
ル
ー
プ
に
調
壺
を
頼
み
ま
し

た
。
そ
う
い
う
作
業
の
結
果
、
成
長
の
限
界
と
い
う
リ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
、

こ
れ
は
当
時
、
世
界
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

数
百
万
部
、
多
数
の
国
に
言
葉
に
翻
訳
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
当
時
、
日
本
語

訳
の
監
訳
者
と
い
う
こ
と
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
か
ら
「
成
長
の
限
界
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
や
は
り
、
も
し
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
費
、
そ
れ
に
対
す
る
環
境
の
影
響
、
あ
る
い
は
人
日
の
増
加
、
こ
う
い
う
も

の
が
指
数
的
に
、
つ
ま
り
幾
何
級
数
的
に
将
来
も
増
え
続
け
て
い
け
ば
、
や
が

て
は
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
人
類
は
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
、
大
き
な
障
害

を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
意
見
を
結
論
と
し
て
出
し

た
わ
け
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
月
世
界
に
行
く
ア
ポ
ロ
計
画
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。
人
類
が

始
ま
っ
て
初
め
て
、
地
球
と
い
う
天
体
を
外
か
ら
見
、
そ
の
映
像
が
各
家
庭
に

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
届
け
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
狭
い
地
球
、
非
常
に
美
し
い

天
球
の
天
体
の
上
に
数
十
億
の
人
日
が
住
ん
で
い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
た
わ
け
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で
す
。一
体
こ
の
上
で
、

と
に
、
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
と
。
そ
れ
か
ら
こ
の
地
球
の
上
で
我
々

の
子
孫
が
無
事
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
何
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
か
。

こ
う
い
う
問
題
が
こ
の
世
界
中
の
人
達
の
意
識
に
の
ぼ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
事
情
を
背
景
に
し
て
、
成
長
の
限
界
と

い
う
リ
ポ
ー
ト
が
出
た
ん
で
す
が
、
実
は
こ
の
リ
ポ
ー
ト
必
ず
し
も
評
判
が
よ

く
な
か
っ
た
ん
で
す
。

こ
と
に
経
済
学
者
の
中
で
は
、
か
な
り
い
ろ
い
ろ
批
判
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
経
済
の
動
き
と
い
う
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
市
場
の
動

き
が
あ
り
、
技
術
の
発
展
か
あ
る
と
。
何
か
足
り
な
く
な
れ
ば
、
他
の
資
源
を

使
う
と
、
新
し
い
技
術
が
発
展
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
限
界
を
超
え
て

い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
過
去
二
世
紀
く
ら
い
の
人
類
の
こ
の
発
展
、
人
日
も

増
加
し
た
が
同
時
に
生
活
水
準
も
著
し
く
向
上
し
た
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
こ

の
マ
ル
サ
ス
の
人
日
論
的
な
考
え
方
は
適
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な

批
判
が
、
当
時
ま
だ
相
当
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
い
わ
ゆ
る
経
済
学
も
、
有
限
性

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
前
提
に
お
い
た
経
済
学
は
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な
い
ん

地
球
と
い
う
入
れ
物
は
、
人
間
の
生
活
な
り
活
動
か
ら
見
れ
ば
、
無
限
大
の

大
き
さ
で
あ
る
と
考
え
て
い
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
世

界
中
の
国
が
高
度
成
長
を
や
る
と
、

思
う
ん
で
す
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
お
そ
ら
く
限
界
が
出
て
来
る
と

そ
れ
ま
で
の
経
済
学
と
い
う
の
は
、
限
界
と
い
う
こ
と
を
前

こ
の
点
は
今
で
も
経
済
専
門
家
、
経
済
政
策
を
や
る
人
達
の
間
で
は
、
あ
ま

り
強
く
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
ま
せ
ん
。
成
長
率
は
高
け
れ
ば
、
高
い
ほ
ど
よ

い
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
も
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

問
題
に
つ
い
て
、
先
程
、
福
田
赳
夫
さ
ん
も
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

提
に
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

で
す
。

こ
の

こ
の
地
球
の
上
で
、
軍
備
競
争
を
や
る
と
い
う
よ
う
な
こ
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ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
実
は
、

ナ
イ
ロ
ビ
で
環
境
問
題
の
評
価
、

ス

一
九
八
二
年
の
ス
ト
ッ
ク

-
方
に
お
い
て
非
常
に
多
数
の
人
達
が
貧
困
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
他
方

に
お
い
て
、
こ
の
工
業
国
の
生
活
水
準
が
、

上
が
っ
て
ま
い
る
、

ま
あ
い
わ
ゆ

る
南
北
問
題
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
て
、
非
常
に
貧
し
い
国
の
状
態
は
マ
ル

サ
ス
的
な
状
況
に
現
実
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

人
口
の
増
加
に
対
し
て
食
糧
生
産
が
追
い
付
か
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
態
か

出
て
お
り
ま
し
て
、
一
方
、
先
進
工
業
国
の
方
で
は
、
ま
す
ま
す
物
資
の
消
耗
、

消
費
を
増
や
し
て
ゆ
く
と
、
そ
れ
が
環
境
に
大
き
な
影
欄
を
与
え
る
と
い
う
よ

う
な
一
種
の
二
極
分
化
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
の
が
今
の
世
界
の
現
状
だ

こ
の
プ
ル
ト
ラ
ン
ド
・
委
員
会
、

ホ
ル
ム
会
議
か
ら
十
年
を
経
ま
し
て
、

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
か
ら
十
年
、
実
績
を
評
価
し
、
将
来
の
問
題
意
見
を
検
討

す
る
と
い
う
会
議
が
開
か
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
こ
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
、
日

本
の
代
表
は
当
時
の
環
境
庁
の
長
官
の
原
文
兵
衛
と
い
う
方
で
、
こ
の
日
本
の

代
表
が
地
球
環
境
問
題
を
検
討
す
る
賢
人
会
議
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
国
連
に

設
け
る
べ
き
だ
と
、
と
い
う
提
案
を
い
た
し
ま
し
た
。

原
長
官
は
も
し
こ
れ
が
国
連
で
正
式
に
認
め
ら
れ
て
、

そ
う
い
う
委
員
会
が

設
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
日
本
政
府
は
そ
の
委
員
会
の
費
用
の
半
分
ま
で
負
担
す

る
用
意
か
あ
る
。
当
時
の
日
本
と
し
て
は
、
か
な
り
思
い
切
っ
た
発
言
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
国
連
の
翌
年
の
国
連
総
会
を
経
て
、
承
認
さ
れ
ま
し
て
、

世
界
環
境
開
発
委
員
会

(
W
C
E
D
)

の
設
立
か
決
定
さ
れ
て
、
そ
の
委
員
長

と
副
委
員
長
を
、
国
連
の
事
務
総
長
が
任
命
し
た
わ
け
で
す
。

委
員
長
が
当
時
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
労
働
党
の
党
首
で
あ
り
ま
し
た
グ
ロ
ー
・

ハ
ー
レ
ム
・
プ
ル
ン
ト
ラ
ン
ド
女
史
で
す
。
女
性
の
政
治
家
で
す
。
そ
れ
か
ら

国
連
の
会
議
で
す
か
ら
、
北
と
南
と
両
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

委
員
を
出
す
と
い
う
必
要
性
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
マ
ン
ス
ー
ル
・
ハ
リ
ッ
ド
と

い
う
ス
ー
ダ
ン
の
前
の
外
務
大
臣
が
副
委
員
長
に
就
任
し
た
わ
け
で
す
。
こ
の

二
人
の
委
貝
長
と
副
委
員
長
が
世
界
か
ら
二
十
人
ぐ
ら
い
の
委
員
を
委
嘱
し
た
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議
が
開
か
れ
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、

（
国
連
環
境
•
開
発
会
議
）

し、
の
会

サ
ミ
ッ
ト
が
ま
た
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
の
地
球
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
大
き

そ
れ
か
ら
、

そ
の
次
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
サ
ミ
ッ
ト
、

証
拠
で
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
各
国
の
首
脳
の
人

私
も
従
来
か
ら
の
関
係
か
あ
り
ま
し
て
、
プ
ル
ン
ト
ラ
ン
ド
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
に
な
り
ま
し
て
、
世
界
各
地
で
、
委
員
会
の
会
合
を
開
き
ま
し
た
。
最
終

回
は
こ
れ
は
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
プ
ロ
ボ
ー
ザ
ル
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、

東
京
で
一
九
八
七
年
の
二
月
に
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
報
告
書
を
仕
上
げ
、

そ
の
年
の
四
月
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
か
ら
報
告
書
、

C
O
M
M
O
N
 F
U
T
U
R
E」

い
う
題
の
報
告
書
が
出
た
わ
け
で
す
。

書
は
非
常
に
世
界
的
に
も
広
く
読
ま
れ
た
各
国
に
翻
訳
さ
れ
て
、
も
ち
ろ
ん

H

本
語
に
も
翻
訳
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
報
告

こ
の
プ
ル
ト
ラ
ン
ド
・
報
告
書
と
い
う
の
は
、

相
当
や
は
り
世
界
の
人
々
の
も
の
の
考
え
方
に
影
聾
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
各
国
の
指
導
者
に
相
当
な
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
九
八
八
年
に
開
か
れ
ま
し
た
ト
ロ
ン
ト
の
サ
ミ
ッ
ト
で
、
プ
ル
ン
ト
ラ
ン

ド
・
報
告
を
支
持
す
る
と
、

そ
れ
か
ら
こ
の
報
告
に
う
た
わ
れ
て
い
る
持
続
可

能
な
開
発
と
い
う
考
え
方
を
支
持
す
る
と
い
う
こ
と
か
経
済
宣
言
の
中
に
い
わ

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
一
年
経
っ
た
次
の
パ
リ
で
開
か
れ
た
先
進
七

カ
国
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
環
境
問
題
に
関
す
る
項
目
か
、
経
済
宣
言
の
中
で
十
九

カ
条
と
い
う
よ
う
に
急
に
項

H
が
増
え
た
わ
け
で
、

達
が
地
球
の
環
境
問
題
に
大
き
な
関
心
を
持
ち
出
し
た
と
い
う
こ
と
の

1
つ
の

こ
こ
で
も
十
数
項
目
、

続
い
て
ロ
ン
ド
ン
サ
ミ
ッ
ト
、
今
年
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
七
月
に
こ
の
七
カ
国
の

な
関
心
が
世
界
的
に
起
こ
っ
て
ま
い
っ
て
お
る
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
国
連
の
決
議
に
基
づ
い
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
か
ら
二
十
年
を

一
九
九
二
年
に
こ
れ
も
先
程
お
話
し
が
ご
ざ
い
ま
し
た
プ
ラ

経
過
し
た
今
年
、

ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

U
N
C
E
Dこ
れ
に
向
か
っ
て
政
府
間
の
会
議
、

あ
る
い
は
民
間
の
諸
団
体
、
あ
る
い
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
人
達
の
集
ま
り
、 「

O
U
R

わ
け
で
す
。
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け
で
す
。

し
た
ん
で
は
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ろ
ん
な
会
合
か
世
界
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

私
共
の
プ
ル
ト
ラ
ン
ド
委
員
会
、
最
初
の
会
合
を
、
ジ
ュ
ネ
ー
プ
で
開
き
ま

し
た
。
そ
の
時
、
原
文
兵
衛
・
環
境
庁
長
官
も
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て

呼
ば
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
環
境
問
題
と
い
う
の
を
環
境
を
直
接
扱
う

専
門
家
で
の
議
論
で
は
足
り
な
い
と
、
環
境
問
題
は
環
境
の
専
門
家
だ
け
で
取

り
組
む
に
し
て
は
、
問
題
が
大
き
過
ぎ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
昔
、
ド
ゴ
ー
ル
将
軍
が
戦
争
は
、
軍
人
達
で
扱
う
よ
り
は
、
は
る
か

に
大
き
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
を
確
か
言
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
環
境
問
題
は

環
境
の
専
門
家
だ
け
で
扱
う
よ
り
は
、
は
る
か
に
軍
大
な
問
題
だ
と
。
そ
れ
は

や
は
り
、
環
境
問
題
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
か
工
業
化
政
策
、
農
業
食
糧
政
策

あ
ら
ゆ
る
問
題
の
結
果
と
し
て

あ
る
い
は
国
際
貿
易
、
あ
ら
ゆ
る
人
口
問
題
、

環
境
に
影
脚
が
出
て
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、

ぼ
っ
て
手
当
を
し
な
い
と
、

つ
ま
り
「
悪
く
な
っ
た
も
の
を
治
療
し
修
復
す
る
」
と
い
う
対
策
よ
り
も
、

こ
の
「
悪
く
な
る
前
に
予
知
し
、
準
備
す
る
」
そ
う
い
う
対
策
が
必
要
だ
と
考

え
ら
れ
始
め
た
わ
け
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
や
は
り
非
常
に
広
範
に
環
境
に
影

響
を
与
え
る
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
わ
け
で
す
。

や
は
り
原
因
に
逆
の

環
境
破
壊
の
現
象
が
出
た
後
で
、

そ
ん
な
こ
と
で
、
こ
の
二
十
一
世
紀
に
地
球
上
の
人
日
が
よ
り
よ
い
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
や
は
り
地
球
の
環
境
が
非
常
に
破
壊
さ
れ
た
後

で
は
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
地
球

環
境
に
及
ぼ
す
主
要
な
問
題
に
つ
い
て
の
措
置
・
対
策
の
必
要
性
と
い
う
こ
と

で
、
例
え
ば
オ
ゾ
ン
屑
を
破
壊
す
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
問
題
な
ど
が
で
て
き
た
わ

あ
る
い
は
大
き
な
問
題
と
し
て
は
、
炭
酸
ガ
ス
、
二
酸
化
炭
素
が
地
球
の
温

暖
化
に
影
響
が
あ
る
と
い
う
問
題
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
温
暖
化
に
よ
っ
て
気
象

条
件
の
変
化
が
お
こ
り
、
こ
れ
は
農
業
生
産
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

こ
れ
に
手
当
を
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あ
る
い
は
南
極
の
氷
が
溶
け
て
水
面
か
上
昇
、
悔
面
が
上
昇
す
る
と
そ
れ
が
、

低
い
国
、
土
地
、
例
え
ば
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
よ
う
な
国
の
大
き
な
面
積
を
ま

た
水
面
下
に
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
こ
の
温
暖
化
問
題
、

球
的
な
環
境
問
題
で
非
常
に
菫
大
な
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
海
洋
汚
染
、
あ
る
い
は
砂
漠
化
の
問
題
、
そ
れ
か
ら
熱
帯

雨
林
の
問
題
で
す
。
熱
帯
雨
林
は
怠
速
に
消
滅
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま

の
勢
い
で
い
き
ま
す
と
、
熱
帯
雨
林
は
地
球
の
陸
地
面
積
の
七
貯
弱
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
中
に
生
き
て
い
る
動
物
、
植
物
、
生
物
の
種
の
数
は
五
十
貯

を
超
え
る
と
、
つ
ま
り
七
貯
の
熱
帯
雨
林
に
半
分
以
上
の
生
物
の
種
類
が
今
、

棲
息
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
ま
ま
の
勢
い
で
熱
帯
雨
林
が
消
滅
し

て
い
く
こ
と
は
、
急
速
に
こ
の
地
球
上
に
存
在
す
る
種
の
減
少
へ
と
つ
な
が
っ

て
ゆ
く
こ
と
な
わ
け
で
す
。

こ
の
他
、

す
が
、

や
や
局
部
的
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
酸
性
雨
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
ア
メ
リ
カ
等
で
非
常
に
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま

や
か
て
ア
ジ
ア
に
も
だ
ん
だ
ん
こ
の
問
題
か
出
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
い
く
つ
か
の
国
を
つ
な
ぐ
河
川
、
国
際
河
川
の
利
用
と
同
時
に
汚

染
を
ど
う
や
っ
て
国
際
協
力
に
よ
っ
て
防
ぐ
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う

I

J

ヽ

あ
る
い
は
あ
る
程
度
地
域
的
な
問
題
だ
け
れ
ど
も
、

し
か
し
従
来
の
国
単
位
の
対
策
で
は
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ
て

い
ろ
い
ろ
全
地
球
的
、

き
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
い
う
問
題
を
含
め
て
、
今
度
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
会
議
で
は
、
ニ

十
一
世
紀
に
む
か
え
る
に
あ
た
っ
て
こ
の
地
球
の
環
境
を
守
る
た
め
に
ど
う
い

う
対
策
が
必
要
か
と
い
う
項
目
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ

21
」
を
今
、
い
ろ
い
ろ
政
府
間

の
会
議
、
あ
る
い
は
事
務
局
で
準
備
中
で
す
。

そ
れ
か
ら
こ
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
会
議
で
は
、
地
球
憲
章
と
い
う
も
の

を
採
択
し
よ
う
と
い
う
準
備
も
進
め
ら
れ
て
お
る
よ
う
で
す
。
た
だ
こ
の
準
備

こ
の
地
球
の
環
境

の
過
程
で
だ
ん
だ
ん
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、

を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
球
の
南
北
格
差
、
北
の
豊
か
な
国
々
と
南
の
貧
し

こ
れ
は
や
は
り
地

- 35 -



ま
た
途
上
国
側
は
今
ま
で
フ
ロ
ン
ガ
ス
、
あ
る
い
は
炭
酸
ガ
ス
等
で
地
球
の

課
題
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

非
常
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
お
る

が
ア
ジ
ア
に
住
ん
で
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
貧
困
の

問
題
と
環
境
の
問
題
と
の
つ
な
が
り
に
メ
ス
を
入
れ
な
け
れ
ば
、
地
球
環
境
を

守
る
と
い
う
こ
と
も
、
非
常
に
困
難
だ
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
の
時
に
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

ネ
ル
ギ
ー
や
鉱
物
資
源
を
多
巌
に
消
費
し
て
、

こ
れ
は
人
間
に
異
常
な
害
を
お
よ
ぼ
す
。
だ
か
ら
環
境
問
題
と
公
害
と
い
う
の

が
、
非
常
に
菫
大
視
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
特
に
工
業
国
に
お
け
る
公
害
と
い
う

の
か
重
要
視
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
経
過
を
見
ま
す
と
、
貧
し
い
た
め
に
環

境
が
破
壊
さ
れ
る
と
、
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
の
場
合
な
ど
は
、
そ
う
い
う
例
で
す
。

人
日
が
増
え
、
そ
れ
を
養
う
た
め
に
は
食
糧
が
必
要
に
な
り
、
開
墾
を
し
て
ゆ

く
と
、
森
林
が
消
滅
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
そ
の
結
果
、
地
下

水
が
吸
い
上
げ
ら
れ
砂
漠
化
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
問
題
が
出
て
く
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。
貧
困
と
人
日
増
加
と
環
境
破
壊
と
こ
の

3
つ
の
悪
循
環
、

れ
を
ど
う
や
っ
て
解
決
す
る
か
、

環
境
に
大
き
な
影
脚
を
与
え
て
き
た
の
は
、
主
と
し
て
現
在
の
先
進
国
で
は
な

い
か
と
。
だ
か
ら
地
球
的
環
境
を
守
る
た
め
に
コ
ス
ト
は
大
部
分
、
今
の
工
業

国
が
負
担
す
べ
き
だ
と
。
途
上
国
に
と
っ
て
は
、
貧
困
の
解
決
、
経
済
の
発
展

が
非
常
に
大
事
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
開
発
の
た
め
の
資
金
を
環
境
に
回
す
と

い
う
余
地
は
な
い
。

だ
か
ら
、
地
球
環
境
を
守
る
た
め
の
コ
ス
ト
は
追
加
分
の
資
金
と
し
て
、
豊

か
な
国
か
ら
貧
し
い
国
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
だ
と
。
こ
れ
が
や
は
り
―
つ
の
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
や
は
り
地
球
的
環
境
問
題
の
大
き
な

さ
き
ほ
ど
来
お
話
に
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

わ
け
で
す
。

い
国
々
と
の
関
係
、

こ

こ
の
先
進
国
が
エ

そ
の
た
め
の
汚
染
が
起
こ
る
。

ア
ジ
ア
に
は
、
世
界
人
口
の
六
割

い
わ
ゆ
る
南
北
問
題
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
か
、

こ
れ
と
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れ
が
こ
の
南
北
両
方
で
あ
る
程
度
、

そ
れ
で
今
度
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
会
議
で
の
環
境
対
策
の
資
金
面
、

合
意
に
達
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

議
の
成
功
の
た
め
に
非
常
に
大
き
な
課
題
に
な
る
わ
け
で
す
。
ま
た
森
林
の
保

全
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
れ
も
菫
要
な
課
題
に
な
っ
て
お
る
わ
け
で
す
。
熱
帯
雨

あ
る
い
は
プ
ラ
ジ
ル
等
に
主
と
し
て
、
存
在

林
は
ア
フ
リ
カ
、
東
南
ア
ジ
ア
、

す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
日
環
境
大
臣
、

リ
ム
氏
の
言
葉
を
借
り
ま
す
と
、

貨
を
稼
い
で
お
る
。

「
森
林
と
い
う
も
の
に
生
活
を
依
存
し
て
い

る
大
勢
の
貧
し
い
人
達
が
い
る
と
、
こ
う
い
う
人
達
の
生
活
問
題
を
考
え
な
い

で
、
環
境
ば
か
り
の
立
場
か
ら
議
論
さ
れ
て
も
困
る
」
と
い
う
わ
け
で
す
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
こ
の
森
林
か
ら
の
木
材
、
及
び
製
品
で
年
々
三

0
億
ド
ル
の
外

だ
か
ら
そ
う
い
う
経
済
面
の
手
当
な
し
に
、

た
だ
木
を

切
っ
て
は
い
け
な
い
と
、
木
材
を
輸
出
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
一
方

的
に
言
わ
れ
て
も
、
な
か
な
か
対
策
が
難
し
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
。

熱
帯
雨
林
保
護
の
コ
ス
ト
は
大
部
分
、
今
の
工
業
国
が
負
担
す
べ
き
だ
。
途

上
国
に
と
っ
て
は
貧
困
の
解
決
経
済
の
発
展
が
大
事
な
ん
で
、
そ
の
開
発
の
た

め
の
資
金
を
環
境
に
回
す
と
い
う
余
地
は
な
い
。
だ
か
ら
地
球
環
境
を
守
る
た

め
の
コ
ス
ト
は
追
加
分
の
資
金
と
し
て
豊
な
国
か
ら
貧
し
い
国
に
提
供
さ
れ
る

べ
き
だ
。
こ
れ
ら
か
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
度
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
会
議
で
の
環
境
対
策
の
資
金
面
こ
れ
が
南
北

両
方
で
あ
る
程
度
合
意
に
達
す
る
と
い
う
事
は
会
議
の
成
功
の
た
め
に
非
常
に

大
き
な
課
題
に
な
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

熱
帯
雨
林
の
保
存
と
い
う
の
は
種
の
保
存
の
問
題
で
あ
る
ら
な
ら
ば
、
む
し

ろ
世
界
の
豊
な
国
が
そ
れ
を
保
存
す
る
コ
ス
ト
を
負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

熱
帯
雨
林
が
存
在
す
る
貧
し
い
国
が
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、

負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
い
う
議
論
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
地
球
的
環
境
を

守
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
や
は
り
、
先
進
国
と
開
発
途
上
国
間
の
協
力
と

相
互
の
理
解
が
非
常
に
菫
要
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

人
口
と
環
境
、

こ
れ
は
福
田
さ
ん
も
言
わ
れ
ま
し
た
よ
う
に
盾
の
両
面
の
点

エ
ミ
ル
・
サ

こ
の
会 こ
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が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
人
口
が
急
速
に
増
え
続
け
る
と
環
境
を
守
る
と
い
う
こ
と

で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
出
来
る
だ
け
低
い
レ
ベ
ル
で
世
界
の
世
界
の
人
日

が
安
定
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
先
進
国
と
開

発
途
上
国
の
密
接
な
協
力
が
必
要
で
す
し
、
人
日
の
安
定
化
に
も
相
当
コ
ス
ト

が
か
か
る
訳
で
す
。
そ
の
た
め
の
コ
ス
ト
を
担
う
組
織
と
し
て

U
N
F
P
A
が

ご
ざ
い
ま
す
が
、

U
N
F
P
A
に
対
し
て
も
ま
た
二
国
間
の
援
助
で
も
、
相
当
思

い
き
っ
て
資
金
の
流
れ
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
地
球
の
将
来
を
守
る
た
め
の
協
同
事
業
と
し
て
重
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

で
す
か
、

私
が
プ
カ
レ
ス
ト
の
会
議
に
出
て
い
ま
す
と
き
に
亡
く
な
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
・

D
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
演
説
を
さ
れ
て
、
そ
の
中
で
自
分
は
一
九
―

1
0
年
代

ア
ジ
ア
の
日
本
と
中
国
を
訪
れ
て
人
口
問
題
の
深
刻
さ
を
非
常
に
感

じ
た
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
と
し
て
も
人
口
対
策
、
特
に
、
医
療
的
な
避
妊

措
置
、
避
妊
技
術
の
発
展
に
そ
の
他
に
力
を
注
い
で
き
た
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
の

後
の
経
験
で
自
分
が
悟
っ
た
こ
と
は
、
人
口
問
題
は
単
に
朕
療
的
な
医
学
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
と
う
て
い
対
応
で
き
な
い
も
っ
と
広
範
な
社
会
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
、
経
済
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
考
え
た
と
、

が
当
時
発
言
し
た
ん
で
す
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
氏

私
も
色
々
な
会
議
に
出
て
考
え
た
結
論
と
し
て
は
世
界
の
人
日
安
定
化
に
必

要
な
条
件
、
対
策
と
い
う
の
を
六
つ
は
か
り
考
え
た
訳
で
す
。

―
つ
は
医
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
避
妊
そ
の
他
で
こ
れ
を
普
及
し
て
い
く
。

で
き
る
だ
け
安
価
で
や
さ
し
い
、
そ
う
い
う
器
具
の
開
発
も
必
要
で
あ
り
、
さ

ら
に
大
勢
の
人
た
ち
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

第
二
番
目
に
栄
養
の
改
善
、
や
は
り
栄
養
状
態
と
い
う
の
は
人
日
安
定
化
に

相
当
影
脚
す
る
。
ま
た
、
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
の
質
の
問
題
に
影
響
し
ま
す
。

子
供
の
時
に
タ
ン
パ
ク
質
の
不
足
が
あ
る
と
成
人
し
て
も
完
全
な
成
長
を
し
な

い
と
い
う
よ
う
な
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
。

が
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
問
題
か
あ
り
ま
す
。
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球
的
環
境
対
策
に
必
要
な
費
用
の
試
算
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
そ
の
相
当
部
分
は
、

女
の
子
供
の
初
等
教
育
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
見
込
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
五
番
目
に
乳
児
死
亡
率
を
下
げ
る
、
こ
れ
は
生
ま
れ
た
子
供
が
ど

ん
ど
ん
死
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
ど
う
し
て
も
余
計
子
供
を
生
ま
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
乳
児
死
亡
率
か
下
が

る
と
出
生
率
も
下
か
る
の
で
す
。
世
間
で
い
わ
ゆ
る
貧
し
い
国
で
子
供
が
み
ん

な
健
康
に
育
つ
様
に
な
っ
た
ら
ま
す
ま
す
人
口
が
増
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と

い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
子
供
が
無
事
に
育
つ
様
に
な
る
と
母
親
が
そ
う
大
勢

の
子
供
を
生
ま
な
く
な
る
。

こ
こ
で
環
境
対
策
、

ア 地

し
た
が
っ
て
、
人
口
増
加
の
―
つ
の
菫
要
な
手
段
は
子
供
の
健
康
を
守
る
と

い
う
こ
と
だ
い
え
る
わ
け
で
す
。
現
在
の
日
本
は
乳
児
死
亡
率
は
五
以
下
で
す
。

1
0
0
0
人
当
た
り
の
赤
ん
ぼ
う
が
一
年
以
内
に
死
ぬ
数
が
五
人
を
き
っ
た
わ

け
で
、
世
界
最
低
に
な
り
ま
し
た
。
二
番
目
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
六
人
位
、

W
I
D
A
の
理
事
会
の
議
長
も
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、

う
機
関
が
ヘ
ル
シ
ン
キ

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）

に
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
そ
こ
の

第
三
に
は
経
済
面
か
ら
言
っ
て
所
得
の
向
上
で
す
。
所
得
か
上
か
れ
ば
家
族

規
模
が
小
さ
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
強
ま
り
ま
す
。
た
だ
所
得
を
上
げ
る
こ
と

が
人
日
問
題
の
基
本
だ
と
し
ま
す
と
、
相
当
期
間
が
か
か
り
る
、
や
は
り
人
日

の
増
加
の
勢
い
を
お
さ
え
る
た
め
の
直
接
的
な
方
法
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
そ

第
四
に
は
女
性
の
地
位
の
向
上
、
こ
れ
は
や
は
り
非
常
に
菫
要
だ
と
考
え
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
女
性
に
対
す
る
初
等
教
育
を
普
及
す
る
こ
と
て
す
。
あ

る
程
度
字
か
読
め
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
効
果
的
な
家
族
計
画
の
為

に
も
必
要
な
条
件
で
す
。
ま
た
、
同
時
に
女
性
の
労
働
力
を
よ
り
生
産
的
、
有

効
に
経
済
面
で
働
か
せ
る
と
い
う
意
味
で
も
初
等
教
育
、
特
に
女
性
に
対
す
る

初
等
教
育
と
い
う
の
は
必
要
な
対
策
で
す
。

こ
れ
は
国
連
大
学
の
下
部
機
構
で
す
が

W
I
D
A
(
ワ
ー
ル
ド
・
イ
ン
ス

テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
サ
ー
チ
）
と
い

の
他
の
項
目
の
な
か
に
含
ま
れ
ま
す
。
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メ
リ
カ
は
十
人
位
、
五
人
割
っ
た
国
と
い
う
の
は
日
本
だ
け
で
す
。

そ
の
か
わ
り
出
生
率
も
非
常
に
下
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
二

0
1
0
年
か

ら
日
本
の
人
口
の
絶
対
数
は
滅
少
に
向
か
う
と
い
う
状
況
に
も
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
世
界
人
日
の
安
定
化
の
―
つ
の
モ
デ
ル
と
も
言
え
る
の
か
も
し
れ

で、
こ
の
よ
う
に
、
環
境
•
開
発
・
人
日
問
題
は
、
相
互
に
密
接
な
関
係
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
会
議
で
色
々
ア
ジ
ア
各
国
の
専
門
家
も
お
集
ま
り

こ
れ
か
ら
非
常
に
実
り
の
多
い
討
論
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
初
め
の
ス
ピ
ー
チ
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
せ
ん
。
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人
口
基
金
）

同
委
員
会
で
は
こ
の
他

フ
サ
ド
氏
（
イ
ン
ド
）

の
両
氏
が
推
せ
ん
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

②
G
 

運 営 委 員 会

A
F
P
P
D
第

4
回
運
営
委
員
会
は

二
月
二
十
六
日
午
後
六
時
か
ら
東
京

・
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

P
P
D
議
長
、

ミ
ッ
タ
ー
ル
同
代
行
の
死
去
に
伴
な

う
後
任
役
員
人
事
や
、
四
ヵ
年
活
動

計
画
な
ど
十
項
目
の
議
題
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

議
長
人
事
に
つ
い
て
は
王
偉
副
議

長
（
中
国
）
か
推
せ
ん
さ
れ
た
が
、

同
氏
は
全
国
人
民
代
議
員
の
選
挙
を

控
え
て
い
る
こ
と
と
、
中
国
の
関
係

ア
ヘ
ン
ド
ラ
・
プ

部
局
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
、
等
の
理
由

を
あ
げ
て
受
諾
で
き
な
い
と
固
辞
し
た
。

こ
の
た
め
暫
ら
く
議
長
空
席
の
ま
ま
現
執
行
部
か
協
力
し
て
運
営
し
て
い
く
こ

と
と
し
、
副
議
長
に
桜
井
新
氏
（
日
本
、
自
民
、
衆
院
）
と
、

①
前
回
の
バ
ン
コ
ク
会
議
の
議
事
録
の
採
択

C
P
P
D
 (
人
日
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世
界
委
員
会
）
と

U
N
F
P
A

(
国
連

の
協
力
を
得
て
現
在
、
世
界
青
年
会
議
事
務
総
長
の
シ
フ
・
カ
レ
氏

サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
・

雲
の
間
）

で
開
か
れ
、
佐
藤
隆

A
F
（紫
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あ
っ
た
。

か
鼻
ヵ
月
間
、

バ
ン
コ
ク
事
務
局
で
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
事
務
総
長
の
相
談
役
を
務
め

③
バ
ン
コ
ク
の

A
F
P
P
D
事
務
局
の
事
務
局
長
は
タ
イ
の

選
挙
後
に
解
決
さ
れ
る
④
固
一
九
九
二
年
六
月
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
地
球

・
環
境
会
議
と
議
員
地
球
サ
ミ
ッ
ト
伽
同
年
八
月
バ
リ
で

E
S
C
A
P

(
ア
ジ
ア

太
平
邪
経
済
社
会
委
員
会
）
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
・
人
口
会
議
囮
A
F
P
P
D
第
四

阿
大
会
仙
国
連
人
日
会
議
な
ど
直
要
会
議
か
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

一
九
九
三
年
に
開
か
れ
る

A
F
P
P
D
第
四
回
大
会
に
は
ベ
ト
ナ
ム
、

シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

示
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

一
九
九
四
年
に
行
わ
れ
る
国
連
人
日
会
議
に
つ
い
て
は
開
催
国
が
未
定
で
、

議
員
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

0
議
席
が
準
備
さ
れ
、

同
会
議
事
務
総
長
の
松
村
昭
雄
氏
か
ら
二
七

ビ
ジ
ネ
ス
、
宗
教
界
の
リ
ー
ダ
ー
も
参
加
す
る
予
定
で
、

A
F
P
P
D
か
ら
も
各
国
代
表
団
に
加
わ
る
よ
う
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
要
望
が

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

じ
時
期
に

G
C
P
P
D

（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世
界
委
員
会
）
が
総
会 同

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
が
開
催
国
と
な
る
こ
と
に
関
心
を

る
こ
と
に
な
っ
た

マ
レ
ー
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二
十
七
日
は
午
前
中
、
厚
生
省
に
河
野

七
人
。

団
長
の
グ
エ
ン
・
チ
・
タ
ン
女
史
（
国
会

社
会
医
療
委
員
会
委
員
長
）
な
ど
議
員
五

人
（
女
性
議
貝
四
人
）
と
事
務
局
二
人
の

議
長
、

ト
ゥ
ー
ズ
ー
病
院
長
）

は
じ
め
副

ン
・
チ
・
ゴ
ク
・
フ
ォ
ン
女
史
（
国
会
副

福田赳夫元首相を囲んで

の
主
治
底
と
し
て
知
ら
れ
る
団
長
の
グ
エ

1

1

 

J
'ャ
4

‘

一
’
ィ
（

ベ
ト
ち
ゃ
ん
、

ド
ク
ち
ゃ
ん

こ
°t
 

回

A
P
D
A
会
議
に
出
席
し
た
の
ち
二
十

ム
国
会
社
会
医
療
委
員
会
」
の
訪

El
議
員

団
か
、
＾
一
月
―
―
十
五
、
六
日
の

A
F
P
P
D

と

A
P
D
A
十
周
年
記
念
式
典
と
、
第
八

七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
三
日
間
、
精
力

的
に
視
察
、
見
学
し
交
流
と
認
識
を
深
め

派
遣
交
流
事
業
の
急
環
と
し
て

「
ベ
ト
ナ

施
し
て
い
る
人
日
と
開
発
に
関
す
る
議
員

（財）

ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会
か
実

土井たか子社会党衆議院議員と握手する
フォン・ベトナム謙員団長
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原
生
省
に
園
田
博
之
政
務
次
官
を
表
敬
、

人
日
問
題
研
究
所
長
を
訪
ね
「
日
本
の
人

日
転
換
と
経
済
発
展
」
に
つ
い
て
レ
ク

チ
ュ
ア
を
う
け
た
。

河
野
所
長
は
、
日
本
か
少
産
少
死
に
成

功
し
た
話
や
、
わ
が
国
が
匝
面
し
て
い
る

一
•
五
四
シ
ョ
ッ
ク
の
現
状
、
子
供
た
ち

の
過
激
な
受
験
戦
争
、
子
供
の
教
育
費
の

家
計
へ
の
圧
迫
、

る
」
と
ユ
ー
モ
ア
ま
じ
り
で
事
情
を
説

明
、
打
ち
と
け
た
交
流
を
行
な
っ
た
。

正
午
か
ら
は
国
会
の
議
員
食
堂
で
桜
井

新
、
井
上
普
方
両
議
員
の
出
迎
え
で
昼
食

を
共
に
し
、
井
上
議
員
の
要
請
で
予
算
委

員
会
を
終
え
て
合
流
し
た
元
社
会
党
委
員

長
、
土
井
た
か
子
議
員
を
囲
ん
で
和
や
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

午
後
一
時
か
ら
国
会
見
学
を
行
な
い
、

折
か
ら
開
会
中
の
予
算
委
員
会
も
傍
聴
し

て
ほ
し
い
、

こ
の
あ
と
福
田
赴
夫
元
首
相
を
表
敬
、

福
田
元
首
相
が
、
六
十
年
前
に
ベ
ト
ナ
ム

を
訪
問
し
た
時
の
鮮
明
な
想
い
出
を
語
る

と
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
記
憶
力
に
一
行
は

感
激
し
、
是
非
と
も
近
い
う
ち
に
訪
越
し

と
話
か
は
ず
ん
だ
。
終
っ
て

こ
°t
 

「
日
本
で
は
女
の

子
を
牛
ん
だ
方
が
喜
こ
ば
れ
る
傾
向
に
あ

に
ま
で
領
域
を
広
げ
、
ヨ
メ
、

シ
ュ
ウ
ト
の
話

ご□"_:,~ 
母国の民謡を披露するベトナム請員団 旧交を温める日・越犠員メンバー 園田厚生政務次官を訪ねて
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連
合
会
代
表
で
訪

H
議
員
団
メ
ン
バ
ー
の

宴
た
け
な
わ
の
こ
ろ
、
ベ
ト
ナ
ム
婦
人

う
ち
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
臨
ん
だ
。

日赤医療センターを訪問

ア
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
い
、

同
夜

会、

経
済
開
発
に
向
け
て
」

と
題
す
る

フ
ォ
ン
女
史
が
「
日
本
の
看
護
婦
さ
ん
不

足
に
、

ベ
ト
ナ
ム
女
性
を
出
し
て
協
力
し

た
い
」
旨
の
発
言
を
し
た
が
、
同
次
官
は

「
有
難
い
お
心
だ
が
、
日
本
人
の
患
者
は

日
本
人
で
守
り
た
い
。
貴
国
の
女
性
に
は

日
本
で
看
護
婦
研
修
を
う
け
ら
れ
る
よ
う

ど
う
か
。
」

う
に
し
て
か
ら
研
修
に
出
し
た
い
」
と
話

す
な
ど
身
近
か
な
話
合
い
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
あ
と
、

ベ
ト
ナ
ム
人
の
ゲ
ッ
プ
城

西
大
教
授
と
永
田
町

T
B
R
会
議
室
で

「
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
国
際
協
力
1

社

は
、
夜
景
の
美
し
い
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
の
四
十
七
階
ト
ッ
プ
・
オ
プ
赤
坂
で
の

昨
秋
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
た
議
員
団

長
、
井
上
普
方
議
員
（
社
会
・
衆
院
）
の

乾
杯
の
挨
拶
で
宴
が
は
じ
ま
り
、
前
田

A
P
D
A
理
事
長
代
行
か
ら
一
行
に
記
念

品
が
贈
ら
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

「
そ
れ
に
は
日
本
語
を
マ
ス
タ
ー
す
る
よ

ソニー・メディア・ワールドを視察する一行

を
提
案
。

フ
ォ
ン
女
史
も

こ
し
、

9

9

3

 

お
国
の
役
に
立
つ
よ
う
に
し
た
ら

こ
の
席
で
灰
療
協
力
の
話
が
出
た
が
、
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H
本
の
好
意
に
心
か
ら
慇
謝
し
て
い
ま
す
"
」

こ
ヽ
0

て

t
し

あ
っ
た
。

血
液
セ
ン
タ
ー
で
は

「
私
に
も
献
血
さ
せ
て
下
さ
い
」

と
協
力
を
中
出
る
一
幕
も

史
か
、

ベ
ト
ち
ゃ
ん
、
ド
ク
ち
ゃ
ん
の
来

＇ 
↓
 

J. 
t
 
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
て
は
フ
ォ
ン
女

を
披
露
し
、
答
礼
と
い
う
の
て
高
桑
栄
松

議
員
（
公
明
。
参
院
）
と
ゲ
ッ
ブ
城
両
大

ビ
ュ
ー
の
の
ち
日
本
赤
十
字
社
の
医
療
セ

ン
タ
ー
と
、

J
O
I
C
F
P
 
の
イ
ン
タ

同
血
液
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し

日
治
療
の
際
の
ホ
ー
ム
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
た
け
に
感
慨
深
く
当
時
の
医
師
ら
と
再
会
、

IE
午
す
き
、
浅
草
寺
を
訪
れ
た
の
ち
、
大
田
区
の

rh川
病
院
を
訪
問
し
、

日
程
を
有
意
義
の
う
ち
に
消
化
し
て
万
月
一
日
朝
、
帰
国
し
た
。

無
事

団
長
の
グ
エ
ン
・
チ
・
ゴ
ク
・
フ
ォ
ン
女
史
の
話
ー
こ
れ
か
ら
は
日
本
と
よ
り

積
極
的
に
交
流
し
、
学
ぷ
べ
き
こ
と
は
大
い
に
学
ん
で
祖
国
の
復
興
再
建
に
役
立

日
本
か
ら
ど
し
ど
し
ベ
ト
ナ
ム
に
泄
出
し
て
、
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
。

.

.
 L
1
ま、

i
-
|
}
ー

（

た

゜
フ
ン
ド
を
見
学
し
、
旅
の
疲
れ
を
い
や
し

ル
ド
、
東
京
タ
ワ
ー
、
東
京
デ
ィ
ス
ニ
ー

ビ
ュ
ー
の
の
ち
ソ
ニ
ー
の
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー

二
十
八
日
は
読
売
新
聞
社
の
イ
ン
タ

市川病院の歓迎風景

輪
を
広
げ
た
。

て
雰
囲
気
を
盛
り
あ
げ
、
楽
し
い
親
善
の

学
教
授
か
北
洵
道
の

し
大
漁
節
」
を
歌
っ

・
ト
ウ
女
史
も
マ
イ
ク
で
ベ
ト
ナ
ム
の
歌

員
会
副
委
貝
長
の
グ
エ
ン
・
チ
・
ホ
ァ
イ

ト
ナ
ム
民
謡
を
披
露
、
国
会
社
会
医
療
委

一
人
、

チ
ュ
オ
ン
・
チ
・
ク
エ
女
史
か
べ

日赤血液センターで

- ,16 -



い
の
開
発
、
進
歩
を
遂
げ
て
い
く
か
に
問
題
が
移
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

シ
ョ
ン
は
そ
の
二
つ
の
要
索
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
あ
っ
て
成
功
裏
に
お
互

関
係
し
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
て
お
そ
ら
く
般
後
の
と
こ
ろ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

私
た
ち
の
希
望
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

人
口
転
挽
と
農
業
開
発
は
相
互
に

れ
ぞ
れ
専
門
の
ご
意
見
を
さ
れ
る
と
こ
ろ
て
こ
さ
い
ま
す
C

川
野
先
生
と
原
先
生
か
農
業
開
発
の
分
野
て
そ
れ
そ
れ
専
門
の
分
野
で
そ

ま
す
3

T

ィ
ン
先
生
か
南
ア
ジ
ア
と
い
う
ふ
う
な
分
担
分
け
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

主
と
し
て
論
じ
ら
れ
、

と
く
に
黒
田
先
生
は
般
的
な
東
南
ア
ジ
ア
、

ウ

い
う
面
、

人
日
転
換
、

人
日
革
命
と
い
う
点
が

岡崎陽一先生

の
二
人
黒
川
先
牛
と
ウ
デ
ィ
ン
さ
ん
か
人
日
と

四
人
の
先
牛
の
ご
専
門
か
ら
い
い
ま
す
と
、

Q
J
 

,
1
 

、
n"

で
パ
ネ
ル
テ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
い
た
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
人
日
と
股
齢
開
発
と
い
う
テ
ー
マ

［パネルディスカッショ ンヽ

アジアの人口と
鵬業瓢発

（司会）
パネラ

岡崎陽一先生日本大学法学部教授

黒田俊夫先生日本大学人口研究所名誉所長
川野重任先生東京大学名誉教授

原 洋之介先生東京大学東洋文化研究所教授
M・モスレ・ウディン先生 国連アジア太平洋統計研修所教官
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ア
ジ
ア
に
お
け
る
開
発
戦
略
と
申
し
ま
す
と
非
常
に
広
範
な
範
囲
に
わ
た
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
の
話
は
焦
点
を
絞
っ
て
ア
ジ
ア
の
地
域
、
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
に
つ
い
て
特
に
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
方
人
日
問
題
の
専
門

家
と
い
う
ふ
う
に
心
得
て
お
り
ま
す
。
人
日
転
換
に
つ
い
て
は
み
な
さ
ま
よ
く
ご

存
知
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
人
口
転
換
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
詳
し
く
お
話
を
す

る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
「
人
口
転
換
と
開
発
」
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
古
典
的
な
人
日
転
換
の
論
理
に
つ
い
て
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

現
在
は
新
し
い
人
日
転
換
理
論
と
い
う
の
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
人
日
転

換
と
い
う
の
は
社
会
・
経
済
的
な
発
展
と
非
常
に
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
わ

た
と
え
ば
人
口
転
換
理
論
の
形
成
を
み
ま
す
と
、
人
日
転
換
理
論
と
い
う
の
は

西
欧
諸
国
に
お
け
る
人
口
動
態
の
現
象
と
近
代
化
の
過
程
に
対
す
る
西
欧
の
経
験

を
も
と
に
、
西
洋
の
学
者
が
作
っ
た
理
論
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
人
日
転
換
の
過
程
を
三
つ
に
分
け
て
い
る
わ
け
で
す
。
人
日
動
態
的
な

バ
ラ
ン
ス
を
見
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
た
と
え
ば
粗
出
生
率
、
粗
死
亡
率

と
い
う
よ
う
な
形
で
み
て
お
り
ま
す
。

第
一
段
階

H
と
い
う
の
が
ま
だ
近
代
化
し
て
い
な
い
社
会
で
、
人
日
転
換
が
行

わ
れ
て
い
な
い
段
階
で
す
。
非
常
に
死
亡
率
も
高
い
、
出
生
率
も
高
い
と
い
う
段

階
で
す
。

第
二
段
階
は
、
高
い
出
生
率
は
残
る
の
で
す
が
、
し
か
し
死
亡
率
が
下
が
っ
て

く
る
と
い
う
形
で
す
。
非
常
に
急
速
な
人
口
の
増
加
が
見
ら
れ
る
の
が
こ
の
時
期

け
で
す
。

I黒田俊夫先生I

私
ど
も
は

A
P
D
A
(
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協

会
）
と
密
接
な
関
係
が
ご
ざ
い
ま
す
。

従
属
人
口
比
率
の
下
が
っ
た
い
ま
、

社

会

・

経

済

開

発

を
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験
し
た
こ
と
で
す
。

第
三
段
階
、

亡
率
、
出
生
率
と
も
に
低
く
な
り
、
人
日
増
加
が
非
常
に
少
な
い
、
時
に
は

0
ま

た
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
時
の
状
況
を
第
三
段
階
の
人
日
転
換
後
の
段
階

こ
の
人
日
転
換
理
論
に
お
き
ま
す
ひ
と
つ
の
重
要
な
点
と
い
う
の
は
、

こ
れ
は
過
去
の
西
欧
諸
国
の
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。
そ
の
経

験
と
は
、
こ
の
よ
う
な
人
日
全
体
の
変
化
、
例
え
ば
死
亡
率
の
低
下
と
い
う
の
は

工
業
化
ま
た
は
都
市
化
、
教
育
の
高
度
化
な
ど
の
意
味
に
お
け
る
、
近
代
化
に

よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
経
験
で
ご
ざ
い
ま
す
。
言
葉
を
か
え
ま
す
と
、

こ
の
人
口
動
態
率
の
低

F
と
い
う
の
は
や
は
り
近
代
化
が
達
成
さ
れ
な
い
限
り
、

ま
た
は
実
質
的
な
開
発
が
達
成
さ
れ
な
い
限
り
お
こ
り
得
な
い
と
い
う
理
論
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
実
際
そ
う
で
し
ょ
う
か
、
こ
れ
ま
で
の
私
ど
も
の
経
験
を
み
て

み
ま
す
と
こ
の
よ
う
な
一
方
的
な
議
論
は
正
し
く
な
い
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
経
済
開
発
が
人
口
動
態
変
化
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
理
論
は
一

方
的
で
あ
っ
て
正
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
人
口
と
開
発
の
相
補
的
関
係
を
我
々
の
経
験
を
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
例
え
ば
出
生
率
と
死
亡
率
は
経
済
、
社
会
開
発
に
よ
っ
て
影
響
を
う
け
ま

す
。
ま
た
人
日
動
態
の
変
化
、
こ
れ
は
年
齢
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
に

な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
や
は
り
最
終
的
に
は
経
済
社
会
活
動
に
重
要

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
く
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
一
方
、
い
く
つ
か
の
開
発
途
上

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
出
生
率
を
非
常
に
低
く
し
て
い
る
成
功
例
が
あ
り
ま
す
。

経
済
の
開
発
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
大
し
た
こ
と
は
な
く
て
も
や
は
り
出
生
率
の

低
下
を
成
し
遂
げ
た
成
功
例
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
人
口
転
換
理
論
と

い
う
の
は
ア
ジ
ア
諸
国
で
近
年
お
こ
っ
て
い
る
新
し
い
経
験
を
考
慮
に
入
れ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。

総
論
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
、

さ
て
、

と
い
い
ま
す
。

で
し
て
、

こ
れ
は
人
日
転
換
が
起
こ
っ
た
後
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
非
常
に
死

日
本
の
経
験
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
た
い
と
思

こ
れ
は

H
本
で
も
経
験
済
み
で
す
。
ま
た
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
経
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あ
り
ま
し
た
が

一
九
四
七
年
、
お
よ
そ
六
七
貯

日
本
の
従
属
人
日
は
戦
前
は
七
〇
貯
で

九
四
七
年
で
あ
っ
て
も
な
お
お
よ
そ
七

0
貯
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
六
四
年
に
な
る
と
こ
の
比
率
が
急
速
に
下
が
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
七

0
年
は
凹
五
貯
で
す
ね
、
つ
い
最
近
の
一
九
九

0
年
の
従
属

人

LI
比
率
四
四
貯
以
内
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
非
常
に

直
要
な
指
標
で
す
。

開
発
戦
略
を
考
え
る
時
に
こ
の
従
属
人
口
比
率
を
考
え
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
大

事
て
す
。
次
に
東
及
ひ
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
人
日
転
換
に
つ
い
て
お
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
程
度
ま
で
の
人
日
転
換
か
達
成
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と

を
国
別
に
見
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
息
い
ま
す
。
別
に
複
雑
な
数
式
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
人
口
転
換
指
数
の
計
算
方
式
に
つ
い
て
は
下
の
方
に
書
い
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
覧
頂
き
た
い
と
息
い
ま
す
。
人
日
転
換
指
数
と
い
う
の
は
完
全
に
人
口

と
い
う
従
属
人
日
比
率
で
あ
り
ま
し
た
、

ま
す
と
従
属
人
日
の
比
率
は
非
常
に
重
要
で
す
。

日
本
の
人

n転
換
と
開
発
の
経
験
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
の
て
お
手
も
と
の
表

；
を
見
て
下
さ
い
。
日
本
文
で
ペ
ー
ジ
ニ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
に
お
け
る

人
口
転
換
と
い
う
こ
と
で
出
生
率
は
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
）
年
は
三
•
四

三
貯
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
九
六

0
年
に
な
り
ま
す
と
一
・
七
二
貯
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
僅
か
十
年
前
後
で
出
生
率
が
相
当
下
か
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り

次
に
合
計
特
殊
出
生
率
と
い
う
こ
と
か
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
傾

向
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
粗
死
亡
率
、

次
に
平
均
余
命
で
す
。
平
均
的
な
寿
命
と
言
っ
て
も
い
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

男
子
と
女
子
に
分
け
て
書
い
て
あ
り
ま
す
。
や
は
り
こ
こ
で
平
均
余
命
か
非
常
に

急
速
に
上
か
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
死
亡
率
が
下
か
っ
た
か
故
の
寿
命
の
伸
ひ

で
す
。こ
の
次
に
従
属
人
日
と
い
う
の
が
出
て
お
り
ま
す
け
ど
社
会
開
発
か
ら
見
て
み

か
り
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
非
常
に
下
か
っ
て
い
る
の
が
お
わ

ま
す
。

い
ま
す
。
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す。

・
0
0
と
表
し
ま
す
。

日
本
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
日
本
の
人
口
転
換
指
数
が
一
で
あ
る
と
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
一

0
年
＼
一
五
年
位
で
す
て
に
人
口
転
換
を
逹
成
し
た
わ
け
で
す
。

出
生
率
、
死
亡
率
も
低
い
と
い
う
こ
と
か
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
次
か
香

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
す
。
こ
れ
を
見
て
ま
た
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

・
0
0
に
近
い
数
字
が
あ
る
国
か
大
変
多
い
わ
け
て
す
。
香
港
は
出
生

率
か
一
九
九

0
年
で
一

い
、
個
き
換
え
水
準
よ
り
も
少
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
に
中
国
、

い
て
お
り
ま
す
。
合
計
特
殊
出
生
率
は
約
―
一
・
ニ
で
す
3

次
に
人
口
転
換
指
数
、
中
国
は

O
・

八
八
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

O
・

九
に
近
い
数
字
で
す
、
タ
イ
を
見
て
下
さ
い

0
。
八
三
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
後
マ
レ
ー
シ
ア
、

ヽ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
続
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
国
で
は
出
生
率
も
非
常
に
高
く
、

シ
ア
三
。
一
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
三
・
九
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
人
日
転
換
を
実
施
す
る
た
め
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
ま
た
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

特
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
す
ね
、
こ
の
人
口
転
換
を
実
現
す
る
た
め
に
は
あ
と
三
〇
貯

を
上
け
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
く
ま
で
も
基
本
的
な

計
算
方
式
な
の
で
す
か
、
み
な
さ
ん
国
会
議
員
た
る
も
の
こ
れ
に
つ
い
て
何
を
成

す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
示
唆
を
得
て
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、

タ
イ
と
続

そ
れ
で
は
こ
こ
で
こ
の
開
発
戦
略
的
な
視
点
か
ら
意
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
我
々
の
最
終
的
な
目
的
、
こ
れ
は
や
は
り
何
と
い
っ
て
も
い
わ
ゆ
る
人
材
開

発
、
人
間
の
開
発
だ
と
息
い
ま
す
。
非
常
に
大
き
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
と
思
わ
れ
る

や
は
り
人
づ
く
り
、
人
間
開
発
、
こ
れ
を
我
々
の
最
終

目
的
に
学
げ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
か
と
息
い
ま
す
。
こ
の
中
に
す
べ
て
が
入
り
ま

す
。
家
族
の
福
祉
で
あ
る
と
か
、
平
和
と
か
、
乳
幼
児
死
亡
率
の
削
減
と
か
、
栂

子
保
健
と
か
そ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と
か
人
づ
く
り
の
中
に
人
る
わ
け
で
す
。
生
活

の
質
の
向
上
も
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
こ
の
開
発
戦
略
の

H
標
を
こ
の
よ
う
に
定

す
け
ど

港、

。
四
に
過
ぎ
な
い
、

マ
レ
ー
シ
ア
已
•
六
、

イ
ン
ド
ネ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

•
六
に
す
ぎ
な

転
換
か
お
わ
っ
た
段
階
を
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う
わ
け
で
す
ね
。

成
し
た
わ
け
で
す
。

い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

す。

一
八
九

0
年
こ

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
も
の
を
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
私
は
人
間
開
発
の
戦
略
と
呼
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
第
一
の
点
で

第
二
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
こ
の
人
口
学
的
弾
力
指
数
で
す
。
私
の
先
生

は
も
は
や
亡
く
な
ら
れ
ま
し
て
、
わ
た
く
し
は
今
な
お
生
き
て
お
り
ま
す
け
ど
、

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
基
本
的
な
方
式
を
生
き
生
き
と
覚
え
て
お
り
ま
す
。
開
発

の
時
の
人
口
の
方
程
式
と
い
う
の
は
大
変
軍
要
で
す
。
経
済
成
長
率
'
-
・
人
日
増
加

率
、
こ
れ
を
人
日
学
的
弾
力
指
数
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
で

一
応
の
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
こ
の
弾
性
値
を
得
る
こ
と
は
な
か
な
か
良

例
え
ば
前
近
代
社
会
が
近
代
化
す
る
と
き
に
離
陸
の
時
期
と
い
う
の
が
あ
る
わ

け
で
す
。
こ
の
方
程
式
を
あ
て
は
め
て
み
ま
す
と
一
八
八
八
年
、

れ
ら
の
時
期
と
い
う
の
は
い
わ
ゆ
る
経
済
の
離
陸
の
時
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

言
え
ま
す
。
経
済
成
長
率
、
年
率
で
こ
れ
を
見
て
み
ま
す
と
四

•
O
如
い
で
あ
っ
た
、

人
日
増
加
率

0
•
八
貯
、
一
貯
以
下
だ
っ
た
わ
け
で
す
、
そ
う
し
ま
す
と
係
数
は

非
常
に
簡
単
な
も
の
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
係
数
五
と
い
う
こ
と
は
い
い
こ
と
な

ん
で
す
。

そ
し
て
私
ど
も
は
五
と
い
う
係
数
を
得
て
離
陸
を
達
成
し
近
代
化
を
達

こ
の
係
数
か
ら
三
つ
の
方
向
付
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
政
策

の
方
向
付
け
で
す
。
こ
の
係
数
が
プ
ラ
ス
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う

な
係
数
が
だ
ん
だ
ん
下
が
っ
て
い
く
、
そ
の
た
め
に
何
を
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
経
済
成
長
率
が
当
時
四

•
O
貯
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
申
し
上
げ
た
と
思
い
ま
す
。
人
口
増
加
率
が

0
•
八
貯
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
も
し
人
日
増
加
率
が
一
一
で
あ
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
経
済
成
長
率

が
四
貯
で
人
口
増
加
率
が
二
と
い
う
こ
と
で
す
と
係
数
が
一
一
ま
で
下
が
っ
て
し
ま

人
日
増
加
率
が
高
け
れ
ば
係
数
が
下
が
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
そ

う
な
っ
て
い
け
な
い
わ
け
で
な
る
べ
く
係
数
を
高
め
て
あ
げ
な
く
て
は
い
け
な
の
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
す
。
係
数
を
三
な
り
四
な
り
五
な
り
に
も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

の
た
め
に
は
政
策
と
し
て
は
、

そ

や
は
り
な
る
べ
く
分
舟
か
分
子
を
ど
ち
ら
か
の
数

値
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
係
数
を
大
き
く
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
係

数
を
大
き
く
す
る
よ
う
に
ど
ち
ら
か
の
数
字
を
い
じ
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
そ
し
て
何
と
か
し
て
係
数
を
高
め
て
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
わ
け
で
す
。

三
つ
目
の
報
告
で
す
け
ど
、
同
時
に
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人

日
増
加
率
を
下
げ
て
や
る
こ
と
で
す
。
人
日
増
加
率
を
下
げ
て
、
経
済
成
長
率
が

高
く
な
り
ま
す
と
こ
の
係
数
は
高
く
な
り
ま
す
。
や
り
方
は
国
の
政
策
し
だ
い
で

す
。
係
数
を
高
め
る
た
め
に
、
各
国
の
政
府
の
政
治
家
、
政
府
が
い
づ
れ
の
方
法

を
と
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
口
増
加
率
が
あ
ま

り
高
け
れ
ば
そ
れ
を
下
げ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

経
済
成
長
率
は
大
し
て
関
係
な
い
と
い
う
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
経

済
成
長
率
を
高
め
た
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
経
済
成
長
率
を
ど
の
よ
う

に
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
も
大
変
大
事
な
こ
と
で
す
。
非
常
に
簡
単
な

方
程
式
を
さ
き
ほ
ど
お
す
す
め
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
算
数
式
を
使
っ
て

そ
れ
か
ら
従
属
人
日
比
率
が
下
が
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
し
か
し
な
が

ら
こ
の
従
属
人
口
比
率
が
非
常
に
下
か
っ
て
く
る
と
や
が
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ

と
い
う
人
が
増
え
て
き
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
か
ら
い
い
ま
す
と
、
今
が

従
属
人
日
比
率
が
下
が
っ
た
一
番
良
い
時
で
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
、

済
開
発
を
行
っ
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
大
変
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

一
番
良
い

時
に
何
か
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
一
番
良
い
と
き
に
し
っ
か
り
と
し
た
措

置
を
と
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
い
い
状
態
の
時
に
社
会
・
経

以
上
で
私
の
話
は
終
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

3
つ
の
こ
と
を
是
非
頭
に
置

い
て
お
い
て
下
さ
い
。
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ま
す
3

IM・モスレ・ウディンI

重

要

な

人

的

資

源

人
間
資
質
の
改
善

時
間
が
大
変
限
ら
れ
て
い
た
た
め
に
十
分
に
お
話
い
た
だ
け
な
か
っ
た
と

恩
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
咀
要
な
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
さ
れ
ま
し

た
の
で
ま
た
後
で
議
論
を
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
順
番
に
従
い
ま
し
て
、
ウ
デ
ィ
ン
先
生
に
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

人
口
と
い
う
題
で
ご
報
告
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
う
将
来
の
上
下
動
、

私
は
四
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
文
と
し
て

ま
と
め
て
ま
い
り
ま
し
た
3

ま
ず
最
初
に
地
域
の
人
口
分
布
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
、
東
ア
ジ
ア
、
東

南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
と
い
う
地
域
分
布
で
見
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
私
は
南
ア
ジ
ア
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
各
国

の
人
日
に
つ
い
て
、
話
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
総
合
的
な
考
察

を
加
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
実
は
ア
ジ
ア
の
地
域
で
は
充
実
し
た
デ
ー
タ
が
無
い
と
い
う
こ
と
か
ら
初

そ
こ
で
国
連
の
資
料
を
使
っ
て
お
り
ま
す
。
中
位
変
数
と

そ
の
中
位
数
を
と
っ
た
統
計
の
推
定
、
統
計
数
字
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
だ
い
た
い
現
状
に
見
合
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り

一
九
九
0
年
の
人
日
は
、
世
界
の
人
口
の
五
八
•
八
貯
を
占
め
た
と
推
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
、
そ
の
う
ち
中
国
と
イ
ン
ド
が
三
八
習
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
地
域

別
分
布
を
見
て
み
ま
す
と
、
東
ア
ジ
ア
が
四
三
貯
、
南
ア
ジ
ア
か
三
八
•
五
貯
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
か
東
南
ア
ジ
ア
で
こ
九
貯
強
に
な
っ
て
お
り
ま

す
、
残
り
西
ア
ジ
ア
が
残
り
の
四
貯
強
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
、
九

0
年
の
ア
ジ

ー

《
岡

崎》
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ア
ジ
ア
の
粗
死
亡
率
は
人
日
一

0
0

0
人
当
た
り

た
と
え
ば
、

ア
の
推
定
人
口
は
総
数
で
約
三
十
一
億
人
で
あ
り
ま
し
た
西
暦
―

1
0
0
0
年
に
は

ア
ジ
ア
の
人
口
は
三
十
七
億
人
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
さ
ら
に
一

1
0
'
1
五
年
に
は
ア
ジ
ア
の
人
日
が
四
十
九
億
人
に
達
す
る
と

も
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
、

口
の
分
布
が
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
書
い
て
ご
ざ
い
ま
す
、
南
ア
ジ
ア
の
国
々
の
人

口
分
布
を
見
て
頂
き
ま
す
と
か
な
り
バ
ラ
ッ
キ
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ジ
ア
の
総
人
口
の
七
二
打
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
貯
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

R
)
、

イ
ン
ド
は
世
界

て
一
一
番
目
に
人
口
が
多
い
わ
け
で
す
が
南
ア
ジ
ア
に
位
置
い
た
し
ま
し
て
、
南
ア

そ
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
か
一

O・

ニ

そ
の
次
に
く
る
の
が
や
は
り
一
〇
貯
弱
の
バ
ン
グ
ラ

詳
細
に
つ
い
て
は
私
の
論
文
の
表
二
を
見
て
頂
け
れ
は
と
思
い
ま
す
。
ま
た
現

二
0
1
―
五
年
の
予
測
数
字
も
ご
ら
ん
い
た
だ
き

さ
ら
に
ペ
ー
パ
ー
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
と
、
南
ア
ジ
ア
の
人
日
の
諸
状
況
と

い
う
こ
と
で
特
徴
を
と
ら
え
て
お
り
ま
す
、
出
生
率

(
C
B
R
)
、
死
亡
率

(
C
D

人
日
増
加
率
、

て
お
り
ま
す
。

ま
ず

C
B
R
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
粗
出
生
率
で
す
が
、
南
ア
ジ
ア
の
場
合
、

人
口

:
0
0
0
人
あ
た
り
の
粗
出
生
率
は
三
四
•
八
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
東

ア
ジ
ア
は
二

0
•

一
人
、
東
南
ア
ジ
ア
か
二
九
•
六
人
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
南

ア
ジ
ア
の
場
合
は
国
家
間
の
差
か
た
い
へ
ん
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
が
一
番
低
く
て
一
―
ニ
・
六
人
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
そ
れ
と
対
照
的
に
た
い
へ
ん
高
く
四
九
•
三
人
に
な
っ
て
い

ま
す
。
二
位
が
パ
キ
ス
タ
ン
で
四
六
•
九
人
、
三
位
が
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
の
四

ニ
・
ニ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
ド
の
粗
出
生
率
は
一

0
0
0
人
当
た
り
三
―
―

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
に
出
生
で
は
な
く
て
今
度
は
粗
死
亡
率
で
す
か
、
南

•
八
人
と
い
う
こ
と
で
東

ア
ジ
ア
か
約
六
と
い
う
こ
と
で
大
分
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
南
ア
ジ
ア
は
や
は

合
計
特
殊
出
生
率

(
T
F
R
)
、
出
生
時
平
均
余
命
を
示
し

た
い
と
思
い
ま
す
3

状
だ
け
で
な
く
て
―

1
0
0
0
年、

デ
シ
ュ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
で
ペ
ー
パ
ー
を
見
て
頂
き
ま
す
と
各
国
の
人
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や
は
り
南
ア
ジ
ア
は
東
ア
ジ
ア

そ
し
て
、

イ
ン
ド
の

も
ス
リ
ラ
ン
カ
が
一
番
人
口
増
加
率
か
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

い
た
い
―
-
•
三
％
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の

そ

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
は
人
ロ
一

0
0

0
人
に
対
し
て
粗
死
亡
率
が
二
三
と
高
く

シ
ュ
の
粗
死
亡
率
は
約
二
九
人
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、

イ
ン
ド
の
粗

次
に
乳
児
死
亡
率

(
I
M
R
)
を
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
見
み
し
た
。

こ
こ
も
、
粗
死
亡
率
と
同
じ
く
、
た
い
へ
ん
高
く
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
出
生
時

1
0
0
0
人
に
対
し
て
一

0
二
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
、
基
調
講
演
で
は
、

現
在
の
日
本
は
日
本
は
五
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
五

0
年
前
の
乳
児
死

亡
率
が
一

0
五
人
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の
格
差
と

南
ア
ジ
ア
の
格
差
は
、
五

0
年
ぐ
ら
い
に
な
る
わ
け
て
す
。
た
だ
、
国
別
で
見
る

1
0
0
0
人
当
た
り
の
乳
児
死
亡
率
が
一
番
低
い
の
が
ス
リ
ラ
ン
カ
で
二
八
人
、

そ
れ
に
対
し
ま
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
一
番
高
く
一
七
二
人
に
な
っ
て
お
り
ま

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
次
か
プ
ー
タ
ン
と
ネ
パ
ー
ル
の
一
二
八
人
、

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
に
人
日
増
加
率
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
南
ア
ジ
ア
の
年
平
均
人
日
増
加
率
は
だ

•
三
％
、

し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
ニ
・
一
％
に
比
べ
ま
す
と
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
増

加
率
も
や
は
り
、

ア
ジ
ア
諸
国
間
で
顕
著
な
差
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
次
に
き
ま
す
の
が
モ
ル
ジ
プ
の
三
・
ニ
％
、

こ
こ
で

•
三
％
で
す
。

そ
れ
に
対
し
ま
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
が
三
％
強
と
た
い
へ
ん
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

人
口
増
加
率
は
二
•
一
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
合
計
特
殊
出
生
率

(
T
F
R
)

で
す
が
、

あ
る
い
は
東
南
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
た
い
へ
ん
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン

ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
が

一
九
人
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
ド
は
九
九
人
と
い

す。

そ
し
て
バ

と
こ
こ
に
も
相
当
格
差
が
あ
り
ま
す
。

死
亡
率
は

•
三
人
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
っ
て
お
り
ま
す
。
プ
ー
タ
ン
が
一
一
位
で
一
六
•
八
に
、

そ
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ

り
国
家
間
の
格
差
が
た
い
へ
ん
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、

ス
リ
ラ
ン
カ
は
五
・
七
と
た
い
へ
ん
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
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し
か
し
、
来
世
紀
、
ニ
一
世
紀
初
頭
に
な
り
ま
す
と
、

会
経
済
的
発
展
の
持
続
に
特
に
有
利
な
年
齢
構
造
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
西
暦
二

0

0
0
＼
二
〇
―
-
五
年
に
か
け
て
い
わ
ゆ
る
従
属
人
日
比
率
が
低
く

な
っ
て
総
人
日
に
対
す
る
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
か
か
な
り
高
く
な
る
と
考
え
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

つ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、

り
ま
す
。

力
が
一
番
低
く
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
女
性
一
人
当
た
り
の

T
F
R
は
わ
ず
か
二

•
六
七
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
社

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
ほ
と
ん
ど
七
に
近
く
た
い
ヘ

ん
高
い
数
字
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
次
が
パ
キ
ス
タ
ン
で
約

六
•
五
人
、
そ
し
て
ネ
パ
ー
ル
が
五
•
九
、

れ
て
お
り
ま
す
。

最
後
で
す
か
、
出
生
時
の
平
均
余
命
、

ジ
ア
か
一
番
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
男
女
共
の
平
均
余
命
は
五
六
•
八
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
男
女
差
と
い
う
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
が
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
と
恩
い
ま
す
。
人
日
学
的
な
諸
指
数
で
見
ま
す
と
、
南
ア
ジ
ア
地
域

の
中
で
ス
リ
ラ
ン
カ
か
お
し
な
べ
て
優
れ
て
お
り
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
と
ほ
ぼ
同
レ

ベ
ル
の
長
寿
と
い
う
点
も
そ
の
一
っ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
国

民
の
出
牛
時
平
均
余
命
は
七

0
を
超
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で

は
男
女
差
が
四
年
も
ご
ざ
い
ま
す
c

そ
れ
に
対
し
ま
し
て
平
均
余
命
が
一
番
短
い

の
か
南
ア
ジ
ア
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
、
男
性
は
四
一
＾
歳
で
す
。
バ
ン
グ
ラ

デ
ッ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
も
平
均
余
命
わ
ず
か
五
一
歳
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
般
的
な
考
察
を
加
え
て
、
年
齢
、
構
造
を
見
て
み
ま
す
と
、
生
産

年
齢
人
口
は
若
年
層
の
絶
対
数
の
延
ぴ
か
大
き
い
こ
と
か
わ
か
り
ま
す
。
南
ア
ジ

ア
の
生
産
年
齢
人
口
は
全
人
口
の
増
加
を
か
な
り
上
回
る
ペ
ー
ス
で
上
昇
し
て
お

1

九
九
五
年
、
二

0
0
0
年、

そ
し
て
一
パ

0
二

O
¥
―
1
0
二
五
年
の

時
期
に
若
年
屑
の
大
幅
な
人
口
増
か
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
諸
国
は
十

分
な
雇
用
機
会
の
創
出
と
い
う
た
い
へ
ん
深
刻
な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
ろ

こ
こ
も
や
は
り
ア
ジ
ア
の
中
で
も
南
ア

そ
し
て
イ
ン
ド
は
四
•
三
と
推
定
さ
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ア
ジ
ア
で
は
、
現
在
の
出
生
率
の
違
い
を
反
映
い
た
し
ま
し
て
、
地
域
あ
る
い

は
各
国
家
に
よ
っ
て
そ
の
将
来
は
や
や
異
な
る
傾
向
を
辿
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
ほ
ぼ
人
日
の
置
き
換
え
水
準
を
た
も
っ

て
い
る
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
八

0
年
、
―

1
0
0
0
年
に
か
け
て
年
間
人
日
増
加

率
は
一
・
ニ
貯
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
一
五
歳
＼
三
九
歳
の
年
齢

層
の
年
間
増
加
率
は
一
•
五
貯
、
四

0
1
六
四
歳
の
人
口
増
加
率
は
二
•
四
貯
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
時
期
を
南
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
と
、

生
産
年
齢
人
口
の
年
間
増
加
率
は
少
な
く
と
も
二
•
四
貯
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
人
口
増
加
率
は
二
貯
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

HD! と
い
わ
れ
ま
す
人
的
開
発
指
数
が
国
連
開
発
計
画

(
U
N
D
P
)
に
よ
っ

て
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

ス
リ
ラ
ン
カ
以
外
の
ア
ジ
ア
諸
国
は
全
て

HD!
が

「
低
開
発
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
て
お
り
ま
す
。
人
的
開
発
指
数
は
平

均
余
命
、
知
識
水
準
お
よ
び
収
入
な
ど
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
指
数
で
す
か
、

人
的
開
発
指
数
で
み
て
み
ま
す
と
南
ア
ジ
ア
の
識
字
率
は
、

最
も
低
く
な
っ
て
お
り
、

四
二
貯
で
す
。
極
わ
ず
か
な
進
歩
し
か
見
ら
れ
な
い

国
々
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
七

0
年
以
降
、
成
人
の
識

字
率
が
一
三
貯
か
ら
ニ
ニ
貯
に
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。

保
健
・
衛
生
面
で
も
一
歳
児
の
予
防
接
種
の
実
施
数
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
で
一
歳
児
の
予
防
接
種
率
が
過
去
一

0
年
間
に
一
貯
か
ら
六

〇
貯
へ
と
飛
躍
的
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
こ
の
数
字
は
八
九
貯

一
人
の
一

H
当
た
り
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
南
ア
ジ
ア
各
国
間
で
は
、

か
な
り
格
差
か
ご
ざ
い
ま
す
。
最
も
少
な
い
の
は
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
で
一
、
八

九
九
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
最
も
多
い
の
は
ス
リ
ラ
ン
カ
で
二
、
三
八
五
カ
ロ
リ
ー
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

経
済
成
長
の
ペ
ー
ス
が
人
的
開
発
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
重
要
な
要
因
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
増
加
に
よ
っ
て
南
ア
ジ
ア
で
は
、
特
に
こ

ま
た
、

低
く
、

ア
ジ
ア
全
体
の
中
で
こ
の
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命
が
短
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

人
口
増
加
の
た
め
に
六

0
年、

の
経
済
開
発
が
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
経
済
成
長
を
抑
制
し
て
い
る
こ
の

八
八
年
の
年
間
経
済
成
長
率
は
平
均
三
貯
強
に
留

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

一
人
当
た
り
の

G
N
P
も
低
く
、
ネ
パ
ー
ル
一
八

0
ド
ル
、

シ
ュ
一
七

0
ド
ル
な
ど
が
特
に
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
か
な
り

の
年
間
経
済
成
長
率
を
示
し
て
お
り
ま
す
か
、
こ
れ
が
人
的
資
源
に
反
映
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

ス
リ
ラ
ン
カ
と
比
較
す
る
と
こ
れ
が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。

一
人
当
た
り
の

G
N
P
は
ほ
ぼ
ス
リ
ラ
ン
カ
と
パ
キ
ス
タ
ン
同
じ
な
ん
で
す
が
、

平
均
余
命
の
ほ
う
を
見
て
み
ま
す
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
ほ
う
が
五
八
歳
と
ス
リ
ラ
ン

力
よ
り
も
十
三
年
も
下
回
っ
て
い
り
ま
す
。

南
ア
ジ
ア
の
特
徴
と
い
た
し
ま
し
て
最
も
顕
著
な
も
の
か
い
わ
ゆ
る
貧
富
の
差
、

男
女
の
差
、
地
域
の
差
、
民
族
間
の
格
差
な
ど
の
不
平
等
で
す
。

例
え
ば
、
パ
ン
ジ
ャ
プ
州
の
農
村
の
場
合
、
土
地
を
持
た
な
い
家
庭
の
幼
児
死

亡
率
は
、
土
地
を
持
つ
者
の
家
族
の
子
供
よ
り
も
三
六
打
も
高
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ア
ジ
ア
全
体
で
は
子
供
三
人
に
一
人
が
栄
養
失
調
に
苦
し
ん
で
お
り
、
貧
困

者
の
数
は
七
億
人
に
届
こ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
二
つ
の
国
、
イ
ン
ド
と

バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

保
健
衛
生
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、
衛
生
的
に
水
を
使
え
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
全
人
日
の
僅
か
三
分
の
二
だ
け
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
南
ア
ジ
ア
は

現
在
ア
ジ
ア
の
中
で
も
そ
し
て
、
と
い
う
こ
と
は
ま
た
世
界
の
中
で
も
最
も
貧
困

な
地
域
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
最
後
に
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
過
去
数
一

0
年
間
保
健
衛
生
、
栄
養
、
教
育
等
の
面
で
改
善

状
況
は
随
分
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
評
価
す
べ
き
も
の
か
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
か
な
り
早
く
進
ん
だ
所
も
あ
れ
は
、
遅
い
所
も
あ
り
ま
し
て
、
均
一
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
か
と
思
い
ま
す
。
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
貧
困
層
は
依
然

と
し
て
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
ず
、
病
気
を
患
い
、
栄
養
失
調
に
苦
し
ん
で
寿

バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
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い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

南
ア
ジ
ア
の
国
々
の
政
府
か
過
去
数
十
年
渡
っ
て
人
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
実
は
そ
の
国
の
人
日
問
題
の
解
決
へ
の
強
い
政
治
的
取
組

み
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
南
ア
ジ
ア
に
は
ま
た
国
家
間

の
国
際
協
力
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
国
の
人
日
問
題
を
よ
り
早
く
解
決
し

て
い
こ
う
と
い
う
考
え
が
実
際
に
実
を
結
ん
だ
例
も
幾
つ
か
存
在
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
教
育
の
重
要
性
と
い
う
も
の
を
強
調
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
教
育
は
、
出
生
率
を
直
接
抑
制
す
る
よ
う
な
各
種
の
政
策
と
は
異
な
り
人
日

政
策
と
し
て
は
個
人
に
対
す
る
直
接
的
影
響
と
い
う
点
で
は
劣
る
も
の
の
、
出
生

率
の
低
下
に
い
ち
お
う
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

教
育
も
開
発
の
主
要
指
針
の
一
っ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
開
発
を
考
え

題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、

る
時
に
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
の
大
部
分
に
と
っ
て
識
字
率
か
低
い
こ
と
が
重
大
な
問

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
に
対
す
る
資

金
配
分
が
依
然
と
し
て
不
十
分
な
国
が
南
ア
ジ
ア
で
は
大
半
で
す
。
進
展
の
速
度

が
早
ま
っ
て
は
い
ま
す
が
、
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
は
今
世
紀
末
ま
で
に
全
体
の
識
字

率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
教
育
に
対
す
る
資
金
の
配
分
を
さ
ら
に
拡
充
す
べ
き
だ

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
的
な
開
発
に
役
立
つ
の
で
は
な
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つ
と
ゆ
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

I川野重任先生i

農
民
の
教
育
水
準
向
上
が

家
族
計
画
に
つ
な
が
る

ウ
デ
ィ
ン
先
生
の
報
告
は
、
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
日
増
加
、
そ
の
人
日

増
加
の
激
し
さ
に
伴
う
経
済
開
発
、
人
間
開
発
の
遅
れ
と
い
う
点
を
指
摘
さ

れ
ま
し
て
、
今
後
の
戦
略
と
し
て
と
り
わ
け
人
的
資
源
の
開
発
、
人
間
資
源

の
質
の
改
善
か
極
め
て
璽
要
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
指
摘
で
あ
っ
た
と
思
い

今
日
、

お
二
人
の
ご
説
明
で
、
人
日
に
関
す
る
人
日
プ
ロ
パ
ー
の
お
話
の

報
告
を
一
応
終
わ
り
ま
し
て
、
今
度
は
農
業
開
発
に
関
す
る
問
題
で
ご
ざ
い

引
き
続
き
ま
し
て
、

川
野
先
生
に
農
業
、
タ
イ
ト
ル
は
、

開
発
へ
の
提
言
と
い
う
報
告
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
に
は
、
二
十
一
世
紀
は
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
経
済
発
展
の
時
代
だ
と
こ

う
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
す
で
に
、
多
く
の
ア
ジ
ア
の
国
々
が
、
経
済

成
長
を
遂
げ
同
時
に
農
業
の
発
展
に
つ
い
て
も
然
る
べ
き
成
功
を
納
め
て
き
て
お

り
ま
す
い
国
の
中
に
お
き
ま
し
て
は
、

け
れ
ど
も
、

私
の
報
告
の
要
点
は
、
お
お
よ
そ
三
つ
ほ

ど
ご
ざ
い
ま
す
3

工
業
発
展
の
た
め
に
大
い
に
力
を
尽
く
そ

な
お
私
は
農
業
の
開
発
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
今
後
の
そ
れ
ら
の
ア

ジ
ア
地
域
の
国
の
発
展
に
つ
い
て
は
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
こ
う
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
、
第
一
点
ぃ

そ
の
理
由
は
、
ま
だ
経
済
成
長
と
と
も
に
一
人
当
た
り
の
食
料
の
消
費
か
急
激

に
増
え
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
食
料
の
中
で
は
、

ま
す
。

ま
す
3

ー

《
岡

崎
》

エ
ネ
ル

ア
ジ
ア
の
農
業
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け
れ
ど
も
、

き
ま
す
。

ギ
ー
中
心
の
食
料
と
、
畜
産
物
、
果
物
、
野
菜
等
を
中
心
と
し
た
と
こ
ろ
の
保
健

食
料
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
者
の
食
料
に
対
す
る
需
要
が
大
い
に
増
え
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
外
か
ら
輸
入
す
る
か
国
内
で
自
給
す
る
か
と

第
二
次
世
界
大
戦
の
前
の
ア
ジ
ア
の
諸
国
は
多
く
の
国
は
植
民
地
経
済
と
い
う

こ
と
で
、
輸
入
を
す
る
と
い
う
形
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、

済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
食
料
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
と
こ
ろ

自
給
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
身
近
な
自
分
の
国
内
に
お
け
る
需
要
か
増
え
る
農
産
物
を
対
象

と
し
て
農
業
開
発
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
第

1
点
に

第
二
点
は
そ
れ
な
ら
ば
、
そ
の
農
業
開
発
を
ど
の
よ
う
に
し
て
進
め
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
国
際
協
力
あ
る
い
は
、
国
際
的
な
援
助
、
あ
る
い

は
国
の
力
に
よ
り
ま
し
て
、
灌
漑
、
排
水
と
い
う
も
の
か
お
こ
な
わ
れ
、
こ
の
整

備
の
上
に
特
に
「
緑
の
革
命
」
と
い
う
形
で
改
良
さ
れ
た
米
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

で
か
な
り
の
成
果
を
納
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
果
物
だ
、
畜
産
物
だ
、

こ
う
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
う
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
う
な
り
ま
す
と
、
米
の
場
合
と
は
違
っ
た
知
識
が
要
求
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
知
識
に
対
応
し
ま
し
て
、
何
を
国
が
成
し

得
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
例
え
ば
、
肥
料
を
提
供
す
る
と
、
あ
る
い
は
、
農
薬
を

提
供
す
る
と
、
こ
れ
は
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
自
然
の
変
動
に
応

じ
て
判
断
す
る
と
い
う
生
産
者
の
判
断
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
、
卜
分
な
合
理

的
な
生
産
は
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
点
で
こ
れ
か
ら
の
農
業
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
者
の
教
育
水
準
と

い
う
も
の
を
高
め
る
こ
と
が
非
常
に
菫
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
こ
う
い
う
ふ
う
に
考

え
ま
す
。
こ
の
、
教
育
水
準
の
高
度
化
が
な
ぜ
必
要
か
と
い
い
ま
す
と
、
農
業
の

場
合
、
肥
料
を
や
れ
は
い
い
、
農
薬
を
や
れ
ば
い
い
、
投
入
要
素
を
使
え
ば
よ
ろ

し
い
と
い
う
も
の
と
し
て
機
械
的
に
生
産
を
行
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
で
す
。

こ
れ
は
安
定
的
な
経
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化
学
肥
料
を
造
る
。
農
薬
を
造
る
。
い
う
化
学
工
業
の
場
面
に
お
き
ま
し
て
は
、

比
較
的
少
な
い
技
術
者
を
養
成
し
て
そ
の
上
で
自
動
的
な
生
産
が
で
き
る
面
が

多
々
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
農
業
と
い
う
の
は
、
毎
日
の
気
候
条
件
が
違
う
、
土
壌
条
件
が
違

う
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
色
々
な
条
件
が
違
っ
た
場
合
に
生
産
者
側
が
頭
を

使
い
、
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く

調
杏
を
し
た
の
で
す
。

一
番
感
じ
ま
し
た
の
は
、

る
わ
け
で
す
。
私
共
は

A
P
D
A
の
調
査
に
よ
り
ま
し
て

9
ヵ
国
ぐ
ら
い
の
農
村

日
本
に
は
、
農
業
の
組
合
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
か
、

そ
う
い
っ
た
組
合
が
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
ね
。

国
の
援
助
で
協
同
組
合
を
造
り
ま
し
て
も
、

そ
こ
で
い
ろ
ん
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。
な
ぜ
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
起
こ
る
か
と
い
う
と
、
結
局
、

生
産
者
に
そ
の
判
断
の
力
、
教
育
上
の
能
力
と
い
う
も
の
が
欠
け
て
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
従
い
ま
し
て
、
何
と
し
ま
し
て
も
効
率
的
な
生

産
を
行
う
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
農
民
の
教
育
水
準
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
農
業
知
識
の
普
及
に
も
必
要

で
す
。
こ
れ
が
、
第
二
点
。

第
三
点
、
こ
れ
は
、
農
民
の
教
育
水
準
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
、

家
族
計
画
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で
す
。

家
族
計
画
に
つ
い
て
は
、
衛
生
上
の
知
識
を
教
え
る
等
々
と
い
う
技
術
的
な
援

助
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
。
け
れ
ど
も
、
出
生
抑
制
を
す
る

と
い
う
こ
と
は
知
識
で
は
な
い
ん
で
す
。

そ
の
人
々
は
、
も
う
こ
れ
以
上
、
生
活

水
準
を
落
と
し
た
く
な
い
と
、
こ
の
水
準
の
生
活
を
維
持
し
た
い
と
い
う
場
合
に

お
い
て
、
自
ず
か
ら
結
婚
の
年
齢
も
延
ぴ
て
く
る
。
あ
る
い
は
子
供
を
生
む
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
消
極
的
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
根
本
は
、
そ
の
家
族

計
画
の
中
心
に
な
る
と
こ
ろ
の
人
間
の
頭
の
問
題
、
生
活
上
の
姿
勢
と
生
活
の
問

題
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
第
三
に
は
や
は
り
教
育
水
準
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
が
同
時
に

家
族
計
画
に
も
つ
な
が
る
と
い
い
得
る
と
考
え
ま
す
。
経
済
成
長
の
結
果
が
、
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農
地
改
革
、

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
徹
底
し
た
教
育
の
実
行
か
必
要
で
す
。

そ
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
も
の
は
、

「
金
が
あ
る
か
ら
外
か

農
地
改
革
を
や
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

人
当
た
り
の
所
得
の
上
昇
、
生
活
水
準
の
上
昇
に
繋
が
る
と
こ
う
考
え
る
わ
け
で

最
後
に
一
点
、
重
要
な
こ
と
は
先
程
の
お
話
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

の
国
の
中
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
フ
ォ
ー
ム
と
社
会
改
革
が
か
な
り
行
な
わ
れ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
、
行
な
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
行
な
わ
れ
な
い
と

こ
ろ
に
お
い
て
は
、
外
か
ら
の
援
助
、
国
際
的
な
援
助
を
受
け
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、

け
れ
ど
も
、
率
直
な
と
こ
ろ
私
は
こ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
顕
著
な
成
績
を
上
げ
て
い

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ヽ
~
ヽ

思
し
と
も
や
る
。

上
げ
る
得
る
と
も
息
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

ら
の
援
助
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
地

t
に
金
を
や
り
ま
し
て
、
そ
の
土
地

を
分
益
小
作
、
定
額
小
作
に
分
け
て
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら

で
す
い
分
益
小
作
あ
る
い
は
定
額
小
作
と
い
う
者
か
、
自
分
で
土
地
か
欲
し
い
と

そ
の
土
地
を
得
る
た
め
に
働
い
て
金
を
溜
め
て
、
そ
れ
を
買
う
と
い
う
こ

そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
政
治
的
に
悦
金
の
制
度
を
変
え
て
も
ら
い
、

法
律
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
そ
の
土
地
を
手
に
入
れ
た
い
と
暉
う
人
々
が
自
主

的
に
働
い
て
、
初
め
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
フ
ォ
ー
ム
か
で
き
る
と
考
え
る
わ
け
で
す
。

政
府
か
、
外
国
の
援
助
を
借
り
ま
し
て
、
お
金
を
作
っ
て
そ
の
お
金
を
地
主
に

や
り
、
「
地
主
は
小
作
人
に
そ
の
土
地
を
分
け
て
や
り
な
さ
い
」
と
い
う
政
策
で

は
私
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
こ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
点
、

た
め
に
は
、

お
そ
ら
く
は
義
務
教
育
と
い
う
も
の
か
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
と

息
っ
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
、
徹
底
し
た
義
務
教
育
か
で
き
な
い
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
わ
け
で
す
。
日

本
の
場
合
で
す
と
、
一
八
じ
三
年
ぐ
ら
い
に
徴
兵
制
度
を
徹
底
い
た
し
ま
し
た
。

国
民
は
皆
戦
争
に
行
く
た
め
に
動
貝
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
わ
け
で

す
。
同
時
に
そ
の
と
き
に
は
、
義
務
教
育
の
制
度
を
採
用
し
徹
底
し
ま
し
た
。
徴

兵
制
度
に
義
務
教
育
が
な
せ
必
要
か
と
言
い
ま
す
と
、
戦
争
に
行
く
人
々
か
、
文

す。

ア
ジ
ア
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字
が
読
め
ず
、
言
葉
が
徹
底
し
な
け
れ
ば
、
鉄
砲
が
使
え
な
い
。
こ
れ
で
は
、
戦

争
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
強
い
兵
隊
を
作
る
た
め
に
は
教
育
を
徹
底
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
私
は
こ
の
徴
兵
制
度
と
い
う
も
の
と

義
務
教
育
制
度
が
結
ぴ
つ
い
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
は
す
で
に
平
和
国
家
に
な
り
ま
し
た
。
今
や
、
徴
兵
と
か
、
戦

争
の
た
め
に
教
育
を
す
る
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

ま
だ
ア
ジ
ア
の
国
の
中
に
お
き
ま
し
て
は
、
自
分
の
国
を
守
る
た
め
に
兵
隊
を
動

貝
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
育
を
徹
底
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
考
え
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
農
業
の
発
展
、

な
ら
び
に
家
族
計
画
に
も
つ
な
が
る
効
果
的
な
方
法
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私

の
ボ
イ
ン
ト
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

非
常
に
簡
潔
に
お
話
頂
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ご
指
摘
に
な
っ
た
ポ
イ
ン

ト
は
極
め
て
菫
要
な
点
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
教
育
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、

フ
ォ
ー
ム
の
必
要
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
教
育
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
、
極
め

て
興
味
の
あ
る
重
要
な
ご
報
告
で
あ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
次

に
原
洋
之
介
先
生
に
、
今
度
は
、
ア
ジ
ア
農
業
開
発
戦
略
へ
の
新
潮
流
と
い

う
こ
と
で
、
い
ま
の
川
野
先
生
の
ご
報
告
を
さ
ら
に
発
展
、
近
代
化
す
る
と

い
う
ふ
う
な
方
向
の
お
話
が
出
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
限

ら
れ
た
時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ー

《
岡

崎
》

ソ
ー
シ
ャ
ア
ル
・
リ
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触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
。
私
が
大
学
に
お
り
ま
し
た
こ
ろ
か
ら
、
川
野
先
生
は
私
の
先
生
で
あ
ら
れ
た

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
川
野
先
生
の
ご
意
見
に
は
全
部
同
感
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
非
常
に
難
し
い
立
場
に
お
か
れ
た
な
、
と
思
っ
て
お

し
か
し
、

ん
で
、

り
ま
す
。

そ
の

G
D
P
に
占
め
る
農
業
の
生
産
高
と

そ
の
国
に
よ
っ
て
そ
の
重
要
性
、
度
合
い
が

実
は
、

川
野
先
生
の
後
で
、
ご
報
告
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
難
し
い
訳
で
ご
ざ
い
ま

そ
う
は
申
し
ま
し
て
も
1

生
懸
命
ご
報
告
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

川
野
先
生
と
は
違
っ
た
角
度
、
視
点
か
ら
捕
ら
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
近
年
、
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
を
歴
訪
い
た
し
ま
し
た
。
ス
リ
ラ
ン

カ

、

ネ

パ

ー

ル

、

タ

イ

、

ビ
ン
等
と
行
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
行
っ
て
み
ま
す
と
、
国
家
経
済
に
お
け
る
農

業
の
直
要
性
こ
れ
は
牛
産
高
と
そ
れ
か
ら
雇
用
と
こ
の
二
つ
に
お
い
て
非
常
に
重

要
だ
と
改
め
て
認
識
し
た
わ
け
で
す
。

そ
の
直
要
性
と
申
し
ま
し
て
も
、

違
う
わ
け
で
す
。

イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

タ
イ
の
場
合
に
は
、

い
う
の
は
一
五
貯
未
満
で
す
が
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
へ
ま
い
り
ま
す
と
ま
だ
ま
だ
四

〇
貯
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
、

マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ

屈
用
構
造
な
ど
見
て
み
ま
す
と
、
例
え
は
タ
イ
の
場
合
で
す
が
、
労
働
力
に
占

め
る
農
業
人
日
は
四

0
貯
、
と
こ
ろ
が
、
ネ
パ
ー
ル
が
先
月
一
週
間
程
ネ
パ
ー
ル

に
ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
人
日
の
九
〇
貯
か
ま
だ
ま
だ
農
業
に
従
事
し
て
い

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る

農
業
開
発
を
語
る
と
き
に
こ
の
各
国
の
事
情
を
加
味
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思

う
の
で
す
。
そ
の
国
の
事
情
の
違
い
を
こ
こ
で
申
し
上
げ
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ

む
し
ろ
一
般
論
と
し
て
多
様
な
ア
ジ
ア
諸
国
の
将
来
の
共
通
性
に
つ
い
て

I原洋之介先生I

各
国
で
急
速
な
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
活
用
の
動
き

- 66 -



だ
と
い
う
よ
う
な
い
い
か
た
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

「
新
潮
流
」
と
敢
え
て
銘
打
っ
た
の
も
そ
う
い
う
視
点
に

立
っ
て
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
各
国
の
事
情
が
違
う
と
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

流
ま
で
で
て
き
て
い
る
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、

そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
大
半
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
ネ
パ
ー
ル
、

ラ
オ
ス
を
含
ん
で
の
話
で
す
が
、
牒
業
の
新
し
い
政
策
と
い
う
も
の
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
わ
け
で
す
。
各
国
に
お
い
て
そ
う
い
う
新
し
い
潮

い
わ
ゆ
る
農
業
の
多
角
化
と
い
う
の
が
進
行
し
て
お
り

米
な
り
、
小
麦
な
り
の
単
産
物
を
増
産
す
る
か
わ
り
に
、
多
角
化
を
計
っ
て
い

る
の
で
す
。
こ
れ
が
―
つ
の
一
般
現
象
ま
た
は
共
通
性
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
農
業
開
発
の
目
標
と
い
う
点
で
は
多
角
化
と
い
う
こ
と
が
―
つ
の

共
通
項
で
あ
る
と
こ
れ
が
一
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
小
論
に
も
書
い
た
点
で
す
け
れ
ど
も
、
単
に
こ
う
い
っ
た
目
標
ば
か
り
で

は
な
く
、
そ
の
方
針
な
り
戦
略
な
り
ま
た
は
方
法
と
手
段
と
い
っ
た
も
の
に
も
類

似
性
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
申
し
ま
す
と
、

各
国
の
政
府
は
民
営
化
を
進
め
て
民
活
を
計
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
の
国
の
政

府
も
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
存
を
し
て
そ
し
て
、
農
業
の
開
発
を
推
進
す
る
の

ス
リ
ラ
ン
カ
、

そ
し
て
先
月
行
っ
た
ネ
パ
ー
ル
で
も
、
ネ
パ
ー
ル
の
新
し
い
政

府
、
議
会
等
の
政
府
で
す
け
ど
も
、
肥
料
の
補
助
金
は
削
減
す
る
と
公
言
し
て
お

り

ま

し

た

。

既

に

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

、

そ

う

い

っ

た

補

助

金

の

削

減

と

て
お
り
ま
す
。

タ
イ
で
は
、

い
う
の
は
十
年
程
前
か
ら
起
き
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
同
じ
で

す
。
イ
ン
ド
政
府
も
こ
の
肥
料
補
助
金
を
禁
止
し
た
り
ま
た
は
削
減
す
る
と
述
べ

イ
ン
ド
と
ス
リ
ラ
ン
カ
は
昨
年
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
か

こ
の
三
ヵ
国
の
政
府
は
、
灌
漑
の
公
共
投
資
の
支
出
を
こ
れ

ら
先
月
ネ
パ
ー
ル
、

も
ま
た
切
る
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

財
政
赤
字
と
い
う
こ
と
が
―
つ
の
原
因
で
す
が
、
国
会
議
員
の
先
生
方
は
御
存

知
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
世
銀
も
そ
れ
か
ら
国
際
通
貨
甚
金
も
そ
の
補
助
金
を
切
る

事
を
―
つ
の
大
き
な
圧
力
と
し
て
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
一
方
で
あ
る
わ
け

ま
す
。 短

い
論
文
の
中
で
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ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
公
社
が
農
家
に
流
通
し
て
き
た
と
い
う
の
が
過
去
の
経
緯

で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
今
日
そ
う
い
う
国
で
さ
え
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
依
存
し
て
流
通

さ
せ
て
い
る
わ
け
で
す
。
商
人
が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
私
と
し
て
い
い
た
い
点
は
、
各
国
に
お
い
て
速
や
か
に
と
い
う
か
、

急
激
に
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
す
る
方
向
が
出
て
き
て
い
る
。
ま
た
開
発
戦

略
、
農
業
政
策
も
そ
う
い
っ
た
民
活
が
―
つ
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

川
野
先
生
の
論
文
に
も
出
て
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、

向
と
い
う
の
が
果
た
し
て
皆
さ
ん
の
お
国
に
と
っ
て
い
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
点

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
あ
、
個
人
的
に
は
こ
う
い
っ
た
新
し
い
農
業
改
革
の
波
及
効

果
か
今
後
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
は
予
断
が
許
さ
な
い
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
中
国
等
に
お
い
て
大
幅
な
経
済
改
革

も
、
ベ
ト
ナ
ム
、

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

こ
れ
か
ら
益
々
依
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
ヘ
の
依
存

が
現
代
ア
ジ
ア
に
お
け
る
一

す
。
果
た
し
て
農
業
開
発
に
お
い
て
こ
の
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
頼
る
と
い
う
こ

と
だ
け
で
十
分
か
ど
う
か
と
、
こ
の
点
皆
様
方
と
ぜ
ひ
そ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
時
間
に
交
換
、
意
見
を
交
換
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一

つ
論
文
に
書
い
て
な
い
こ
と
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
国
際
市
場
、
ま
あ
農
産
品
の
国
際
市
場
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
軽
視
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ろ
で
す
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
府
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
大
量
の
米
を
輸
入
し
て
い
る

と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
の
い
い
た
い
点
は
、
ベ
ト
ナ
ム
は
ア
ジ
ア
諸

で
す
。

て
お
り
ま
す
。

一
年
半
前
ご

そ
れ
か
ら
ま
た
併
せ
て
、
そ
の
政
府
の
農
業
部
門
へ
の
干
渉
と
い
う
も
の
の
打

ち
切
り
、
ま
た
は
規
制
緩
和
と
い
う
の
が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
バ
ン

グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
で
は
、
政
府
が
肥
料
の
流
通
に
関
与
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ

つ
の
新
し
い
現
象
だ
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
わ
け
で

い
ま
ま
で
は
、

こ
の
新
し
い
潮
流
、
動

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
農
業
開
発
公
社
と
い
う
の
が

で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
が
一
般
的
な
現
象
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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人
口
問
題
に
つ
い
て
い
ま
ま
で
申
し
上
げ
ま
せ
ん
こ
と
を
お
断
り
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
の
農
業
政
策
と
い
う
の
は
、
中
期
の
期
間
を
想
定
し
て
の
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
人
日
問
題
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
長
期
の
問
題
に
な
り
ま

す
の
で
、
人
日
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
か
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ら、

こ
れ
以
上
こ
こ
で
は
申
し
ま
す
ま
い
。

国
に
対
す
る
米
の
輸
出
は
こ
れ
か
ら
増
や
さ
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
ご
ざ
い
ま

す
。
要
す
る
に
、
農
産
品
の
国
際
取
引
量
と
か
貿
易
の
統
計
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま

す
と
わ
か
り
ま
す
が
、
例
え
ば
米
だ
と
か
小
麦
と
い
っ
た
よ
う
な
穀
物
類
の
国
際

八
O
貯
が
ア
メ
リ
カ
だ
と
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
と

取
引
を
見
て
み
ま
す
と
、

か
E
C
諸
国
と
い
う
先
進
諸
国
か
ら
の
輸
出
で
ご
ざ
い
ま
す
。

残
り
の
一

1m0:だ
け
が
、
途
上
国
か
ら
農
産
品
の
輸
出
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
三

0
年
前
の
一
九
六

0
年
代
、
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
み

ま
す
と
、
穀
物
の
途
上
国
か
ら
の
輸
出
は
五

O
貯
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
一

0
年
に
は
滅
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
は
農
産

品
の
輸
出
を
拡
大
し
て
外
貨
を
獲
得
し
た
い
と
い
う
意
向
が
当
然
あ
る
わ
け
で
す

け
れ
ど
も
、
米
、
小
麦
な
ど
の
輸
出
を
タ
イ
の
経
験
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
て

み
ま
す
と
、
一
九
五

0
年
代
、
六

0
年
代
タ
イ
は
米
の
輸
出
量
を
増
や
し
た
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
五

0
年
代
六

0
年
代
は
そ
の
戦
略
で
よ
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
後
世
界
市
場
は
大
幅
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る
こ
の
農
業
の
多
角
化
と
い
う
こ
と
の
方
が
米
の
増

産
よ
り
も
重
要
だ
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ル
グ

ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
・
ガ
ッ
ト
の
交
渉
に
お
い
て
米
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
か

ジ
ュ
ネ
ー
プ
そ
の
他
の
と
こ
ろ
で
米
を
巡
っ
て
農
産
品
を
巡
っ
て
深
刻
な
交
渉

が
進
行
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
な
ん
で
す
が
、
で
す
か
ら
、

途
上
国
も
農
業
政
策
を
調
整
す
る
必
要
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

国
際
社
会
と
し
て
は
、
途
上
国
の
便
益
に
合
う
よ
う
な
形
で
枠
組
み
を
設
定
す
る
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さ
れ
、
真
剣
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
議
員
、

こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
報
告
に
対
し
て
、

ス
リ
・
ラ
ン
カ
の
ネ
ビ
ル

マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
議
員
、

ベ
ト
ナ
ム

の
グ
エ
ン
議
員
他
各
国
代
表
の
議
員
と
内
外
の
専
門
家
多
数
か
ら
質
疑
応
答
が
な
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訳
で
す
。

～各国議員代表が熱心に～

コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
議
員

アリラオ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
特
に
人
口
過
剰
と
い
う
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ

ロ
た
意
味
で
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
は
違
う
訳
で
す
。
む
し
ろ
、
非
常
に
積
極
的
に
移

住
政
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
し
て
、
他
国
か
ら
の
移
住
を
受
け
入
れ
て
い
る
訳
で

す
が
、
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
人
日
問
題
に
つ
い

て
は
か
な
り
の
議
論
が
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
終
的
な
人
日
の
姿
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
の
議
論
の

中
で
大
変
重
要
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
が
環
境
で
す
。
環
境
保
護
派
は
、
オ
ー
ス

ラ
リ
ア
は
た
い
へ
ん
広
大
な
砂
漠
を
有
し
て
お
り
ま
た
雨
の
鼠
が
大
変
少
な
い
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
、
す
で
に
人
口
過
剰
状
態
だ
と
い
う
環
境
保
護
派
も
い
る

人
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
援
助
を
広
げ
た
い APDA主催のアジア国会議員代表者会議会場）
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こ
れ
に
つ
い
て
私
は
特
に
賛
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
例
え
ば
そ
う
い
う
議
論
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
一
っ
典
味
深
い

事
実
と
し
て
挙
げ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
人
日
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
仕
事
、
活
動
で
す
が
、
も
っ
ぱ
ら

太
平
洋
地
域
、
島
諸
、
島
国
の
国
々
、
そ
し
て
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
向
け

て
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
小
さ
な
島
諸
、
島
国
は
人
日
の
絶
対
数
と
し
て
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
十
万
の
人
口
で
あ
っ
て
も
そ
の
小
さ

な
島
国
に
と
っ
て
は
人
日
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
う
る
わ
け
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
し
て
は
人
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
援
助
・
拡
大
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
国
々
を
見
て
も
ニ
ー
ズ
は
十
分
あ
り

す
ぎ
る
位
あ
る
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
二
国
間
の
援
助
を
求
め
て
い

る
国
は
非
常
に
多
く
あ
る
わ
け
で
す
。

私
ど
も
と
し
ま
し
て
は
専
門
的
な
知
識
を
提
供
し
て
家
族
計
画
の
質
の
向
上
を

計
る
た
め
の
研
修
、
人
日
動
態
的
な
研
究
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
の
色
々
な
問
題
を
考
え
ま
す
と
開
発
が
過
ぎ
た
先
進
国
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
起
因
す
る
も
の
も
い
く
つ
か
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ま

す
と
や
は
り
今
後
の
環
境
問
題
と
い
う
の
は
世
界
全
体
と
し
て
協
調
し
て
考
え
て

い
く
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
し
て
も
途
上
国

に
対
し
て
開
発
を
止
め
ろ
、
発
展
を
止
め
ろ
と
い
う
よ
う
な
事
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

先
進
国
だ
け
が
今
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
享
受
し
な
が
ら
、
発
展
途
上
国
に
対
し

て
開
発
を
や
め
ろ
と
い
う
よ
う
な
立
場
で
は
な
い
と
十
分
に
自
覚
し
て
い
る
つ
も

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
議
員
も
大
変
積
極
的
に
海
外
の
援
助
機
関
と
共
に

仕
事
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

I
P
P
F
と
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
で
密
接
に
協
力
し
て

お
り
ま
す
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
治
家
向
け
に
も
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
政
治
家
に
分
か
っ
て
も
ら
お
う
、
様
々
な
情
報
を
提
供
し
よ
う
と

い
う
努
力
も
議
員
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
会
の
動
き
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

や
は
り
人
権
問
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シ
ャ
ー
ジ
ャ
ハ
ン
・
シ
ラ
ジ
議
員

先
進
工
業
国
か

汚
染
防
止
悲
金
の
設
立
を

い
る
の
で
す
か
、

題
と
い
う
の
が
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
政
策
の

見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
人
権
問
題
に
十
分
準
拠

す
る
と
い
う
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
が
あ
る
と
、
も
ち
ろ
ん
、
人
権
に
遵
守
し
て

そ
れ
を
も
う
一
回
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
、
見
直
す
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

た
っ
て
、

そ
れ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
対
外
援
助
を
す
る
に
あ

そ
れ
が
き
ち
ん
と
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
証
す
る
必
要
が
あ

る
沢
で
す
。
宗
教
的
な
問
題
等
で
人
権
侵
害
で
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
疑
い
を
持
つ
政
治
家
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
政
治
家
に
き

ち
ん
と
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

て密 O

、：冑gI:、圧三三〕
ガに平グ
ポも方ラ
1 世マデ
ル界イシ
とのルュ
香卜のは
港ッ国世
でプ土界
ご三にで
ざに非八
い人常番
まりに目
すま多に
゜すく人
バ° の日
ン他人の
グの々多
ラニかい
デつ住国
シもんで
ュアであ
のジおり
現アりま
在にまし
のあすて
人り゜五
日ま人万
はし日五

一
億
―
四

0

0
万
人
で
す
。

現
在
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
地
域
に
は
一
七

0
0
年
の
時
点
で

一
七

0

0
万
人
し
か
住
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
一
ニ
―
一
年
間

に
倍
増
し
ま
し
た
。
一
九
ニ
―
年
か
ら
一
九
七
四
年
の
間
に
更
に
倍
増
し
て
、
今

度
は
わ
ず
か
五
三
年
し
か
か
ら
ら
な
い
内
に
倍
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
出
生
率

が
人
日
置
き
換
え
水
準
に
ま
で
今
世
紀
末
ま
で
に
下
が
ら
な
け
れ
ば
、
今
後
三
六

年
間
の
あ
い
だ
に
ま
た
も
倍
増
す
る
の
で
は
な
い
か
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
ま
す
と
二

0
―
二
年
に
は
一
億
五
四

0

0
万
人
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ま
た
ひ
と
つ
心
配
な
要
因
と
し
て
は
年
齢
構
成
が
ご
ざ
い
ま
す
。
四
六
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す
が
、

貯
が
一
五
才
以
下
の
人
口
で
す
の
で
今
後
増
大
の
可
能
性
が
大
き
い
わ
け
で
す
。

出
生
率
を
低
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
こ
れ
が
依
然
と
し
て
高
い
と
い

う
こ
と
は
社
会
経
済
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
阻
害
に
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
生
態

学
的
生
存
能
力
の
可
能
性
と
い
う
点
で
も
脅
威
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
政
府
と

い
た
し
ま
し
た
は
、
人
口
抑
制
と
い
う
こ
と
を
国
の
最
菫
要
課
題
と
い
う
ふ
う
に

と
ら
え
て
お
り
ま
す
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
ゼ
ロ
成
長
と
い
う
目
標
は
達
成
し
て
お
り

四
貯
と
い
う
の
が
非
公
式
に
は
四
貯
以
上

さ
て
、
地
球
の
存
在
が
汚
染
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
オ
ゾ
ン
層
な

ど
も
温
暖
化
現
象
に
よ
っ
て
脅
威
を
う
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
温
暖
現
象
と
い
う

の
は
産
業
汚
染
が
原
因
で
し
て
皮
肉
な
こ
と
に
少
数
の
先
進
国
工
業
国
が
原
因
に

な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
よ
う
な
貧
し
い
途
上
国
が
最

初
の
被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
温
暖
化
の
た
め
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
本
土
の
四
分
の
三
が
一

-
0

五
0
年
ま
で
に
悔
に
沈
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
危
険
が
温
暖
化
現
象
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
他
、
森
林
伐
採
、
そ
の
他
の

地
域
的
な
色
々
な
問
題
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
及
び
海
洋
に
面
し
た
国
、
又
は
島
国
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
ま
し
て
、
具
体
的
な
方
策

を
国
際
社
会
に
よ
っ
て
と
っ
て
い
た
だ
く
、
そ
し
て
汚
染
防
止
を
呼
ぴ
掛
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
気
汚
染
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
国
々
が
保
障
を
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
汚
染
の
程
度
に
応
じ
て
保
障
を
行
っ
て
国
連
の
ほ
う
で
そ

の
補
助
金
を
集
め
て
甚
金
を
創
立
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
汚
染
防
止
の
た
め
の
研
究
な
ど
に
使
っ
て
は
い
か
が
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
汚
染
の
問
題
で
ポ
リ
袋
ま
た
は
ポ
リ
容
器
な
ど
の
合
成
物
質
に
よ
る
汚
染
で

す
。
こ
れ
を
廃
棄
す
る
こ
と
に
よ
り
深
刻
な
汚
染
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
は
ジ
ュ
ー
ト
と
い
う
よ
う
な
天
然
素
材
を
大
鼠
に
生
産
し
て
お
り
ま

こ
う
い
う
天
然
素
材
の
場
合
で
す
と
使
用
に
つ
い
て
も
廃
棄
に
関
し
て
も

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
せ
ん
。
公
式
に
は
年
間
増
加
率
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こ
れ
は
長
年
に
渡
っ
て
続
い
て
い
る
こ
と
で
、

を
喚
起
し
た
い
思
い
ま
す
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
イ
ン
ド
の
フ
ァ
ラ
カ
の
堰
と
か
、

そ
の
他
の
ダ
ム
に
よ
っ
て
自
然
な
流
れ
を
阻
害
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
北
部
の
土
地
は
乾
き
き
り
、
ま
た
南
部
で
は
潮
の
害
な
ど
も
発
生
い
た
し
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
事
態
を
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
生
態
系
は

経
済
同
様
に
崩
壊
を
き
た
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

川
と
い
う
も
の
は
自
然
な
流
れ
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
ま
た
ジ
ャ
ヌ
ワ
ー
と
い
う
偉
大
な
川
が
あ
り
ま
し
て
、

し
て
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

ま
っ
て
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ジ
ャ
ヌ
ワ
ー
に
多
目
的
陸
橋
を
建
設
す
る
提
案
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
早
急
に
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
友
人
の
皆
さ
ん
、
資
金
提
供
国
、

日
本
の
皆
様
の
経
済
的
技
術
的
な
援
助
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
ま
た
農
業
、
お
よ
び
農
業
機
械
に
対
す
る
補
助
金
を
打
ち

切
る
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
、
こ
れ
は
正
常
な
農
業

生
産
を
大
い
に
阻
害
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ

シ
ュ
は
そ
の
経
済
や
生
態
系
が
農
業
に
依
存
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
業
に
対
す

る
補
助
金
が
と
り
や
め
ら
れ
れ
ば
、
経
済
成
長
、
生
態
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
こ
と
に

も
大
き
な
問
題
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
教
育
で
す
が
、
特
に
女
性
の
教
育
の
雇
用
拡
大
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
、

い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

全
く
汚
染
の
心
配
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

全
に
干
え
あ
が
っ
て
し
ま
い
、

で
す
か
ら
今
、

で
す
か
ら
国
民
の
代
表
と
し
て
の
議
員
は

こ
の
よ
う
な
天
然
素
材
の
使
用
を
大
い
に
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
に
広
が
る
国
で
し
て
、
川
の
多
い
国
で

す
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
及
ぴ
農
業
と
い
う
も
の
が
、
イ
ン

ド
で
建
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
フ
ァ
ラ
カ
の
堰
に
よ
っ
て
大
き
な
阻
害
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
ラ
カ
の
堰
に
よ
っ
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
川
は
乾
期
に
は
完

ま
た
モ
ン
ス
ー
ン
の
時
期
に
は
大
洪
水
に
な
る
と

ぜ
ひ
地
域
的
、
国
際
的
な
注
意

こ
れ
が
交
通
手
段
と

こ
れ
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
干
え
あ
が
っ
て
し
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特
に
女
性
の
識
字
率
を
上
げ
る
と
い
う
事
、
女
性
の
一
屈
用
の
機
会
を
拡
大
す
る
と

い
う
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
貧
困
と
一
般
の
人
々
の

助
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

友
人
の
み
な
さ
ま
、
特
に
資
金
国
の
み
な
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
よ
り
一
層
の
援

そ
れ
に
よ
り
ま
し
て
政
府
あ
る
い
は
非
政
府

国
々
が
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
国
々
の
中
で
こ
こ
何
十
年
か
の
間
に
急
速
な
経
済
発
展
を
遂
げ
た

日
本
、
中
国
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
で
す
。
こ
う
し
た
国
々
の
企
業
家
の
み
な
さ
ん
が
是
非
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
に
投
資
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
安
価
な
労
働
力
そ
し
て
ま
た
原

材
料
の
豊
か
な
国
で
す
の
で
、
是
非
、
我
が
国
に
投
資
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

そ
れ
が
私
ど
も
の
経
済
、
生
態
系
バ
ラ
ン
ス
維
持
に
も
役
立
つ
と
思
い

い
ま
す
。

ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
多
国
間
支
援
体
制
を
築
い
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
ま
た
非
常
に
重
要
な
ほ
か
の
問
題
が
今
起
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
で
な
く
て
も
人
口
過
密
な
地
域
に
経
済
的
な
不
均
衡
が
も
た
ら
さ
れ

1
0
万
人
の
難
民
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
流
れ
て
き
て
お
り
ま
し
て
、

環
境
的
に
も
生
態
系
的
に
も
ま
た
経
済
的
に
も
大
き
な
圧
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
的
•
国
際
的
注
意
を
喚
起
し
た
い
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
の
国
は
自
然
災
害
に
毎
年
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
一
九
八
八
年
に
大
洪
水

が
あ
り
ま
し
た
し
、
去
年
は
サ
イ
ク
ロ
ン
な
ど
の
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
被
害
は
こ
れ
ま
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
歴
史
上
か
つ
て
な
か
っ
た
程
の
大

規
模
の
も
の
で
す
。
最
近
で
は
寒
波
も
あ
り
ま
し
た
、
多
く
の
人
が
死
に
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
気
候
現
象
と
い
う
の
は
生
態
系
や
環
境
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
こ

と
の
証
拠
で
す
。
み
な
さ
ま
の
こ
協
力
の
も
と
に
真
の
意
味
で
持
続
可
能
な
な
開

発
を
達
成
す
る
た
め
に
、
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
係
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
強
化
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

意
識
が
低
い
た
め
に
な
か
な
か
う
ま
く
い
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
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中（
 

中
国
は
世
界
で
最
も
人
日
の
多
い
国
で
す
。
全
人
代
も
そ
し
て
中
国
政
府
も
最

善
の
努
力
を
し
て
、
私
ど
も
の
人
日
の
増
加
率
を
抑
制
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
今
世
紀
末
に
は
そ
れ
で
も
一
三
億
人
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
人
日
の
数
は
当
然
、
中
国
に
多
大
な
る
圧
力
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
巨
大
な
人
口
、
そ
の
た
め
に
様
々
な
天
然
資
源
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
耕
作
地
、
新
鮮
な
水
、
森
林
、
そ
し
て
鉱
石
な
ど
の
天
然
資
源
の
需
要
が

高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
確
か
に
中
国
は
天
然
資
源
の
豊
な
国
で
す
が
、
こ
れ
だ

け
の
人
日
が
ご
ざ
い
ま
す
と
国
民
一
人
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
数
字
的

に
大
変
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
中
国
の
耕
作
地
を
国
民
の
一
人
一
人

で
見
て
み
ま
す
と
、
世
界
平
均
の
三
分
の
一
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
水
資
源

は
世
界
平
均
の
四
分
の
一
、
そ
し
て
森
林
面
積
は
六
分
の
一
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
る
い
は
森
林
資
源
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
八
分
の
一
、
ま
た
鉱
石
資
源
は

世
界
平
均
の
半
分
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
国
家
政
策
を
受
け
て
私
ど
も
人
口
の
分
野
で
も
人

日
量
は
抑
制
し
人
日
の
質
を
更
に
改
善
す
る
こ
と
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
為
に
色
々
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
大
々
的
な
公
共
教
育
を
行
い
ま
す
。
国
民
に
対
し
て
人
口
抑
制
と
い
う

も
の
が
い
か
に
緊
迫
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
か
を
理
解
し
も
ら
い
ま
す
。
大
衆
が

理
解
し
て
、
自
覚
を
持
っ
て
家
族
計
画
ま
た
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
政
策
に
あ

た
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

第
二
番
目
と
し
て
こ
う
い
っ
た
教
育
を
受
け
て
都
市
部
で
は
厳
し
い
規
則
が
課

一
人
っ
子
政
策
で
す
。
農
村
部
で
は
こ
れ
は
絶
対
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
一
人
っ
子
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
バ
ー

ヤ

ン
・
ジ

ぃ
一
計
画
出
産
・
環
境
保
全
を

国
の
悲
本
政
策
に

ケ

議
員
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ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
政
策
、
規
則
を
実
施
す
る
た
め
に
い
わ
ゆ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
責

任
シ
ス
テ
ム
と
い
う
も
の
が
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

第
三
と
し
て
や
は
り
社
会
給
付
、
社
会
保
障
そ
し
て
施
設
の
充
実
が
必
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
老
後
を
心
配
し
な
く
て
い
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
を
示
し
て

お
り
ま
す
。
老
後
を
心
配
し
な
け
れ
ば
家
族
も
避
妊
を
し
て
家
族
計
画
を
す
る
よ

う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
と
い
う
こ
と
で
避
妊
具
、
ピ
ル
な
ど
も
無
料
に
提
供
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
の
充
実
、
ま
た
女
性
の
健
康
の
促
進
も
厘
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
四
の
措
置
と
し
て
、
子
供
達
が
も
っ
と
教
育
を
受
け
て
人
口
の
質
が
高
ま
る

よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
近
親
婚
、
血
族
結
婚
な
ど
を
や
め
る

よ
う
に
働
き
か
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
遺
伝
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
推
奨
し

て
、
子
供
た
ち
の
教
育
制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

急
激
な
人
口
増
と
い
う
こ
と
は
何
と
し
て
も
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

中
国
に
と
っ
て
人
口
、
環
境
は
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

人
日
と
環
境
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
―
つ
は
環
境
が
ど

ん
ど
ん
悪
化
し
て
い
る
、
そ
の
中
で
や
は
り
私
ど
も
と
し
て
は
環
境
保
全
に
あ

た
っ
て
は
持
続
可
能
な
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境

と
い
う
も
の
は
経
済
発
展
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
社
会
の
発
展
に
も
大

き
く
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
環
境
保
全
と
い
う
も
の
は
国
、
そ
し
て
経

済
発
展
と
十
分
に
調
撒
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
日
、
そ
し
て
環
境
、
き
ち

ん
と
し
た
政
策
を
実
施
し
な
が
ら
、
一
方
で
国
づ
く
り
、
経
済
発
展
を
中
国
ら
し

く
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
中
国
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
主

義
、
国
家
と
し
て
社
会
建
設
、
そ
し
て
経
済
発
展
も
一
方
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
為
に
次
の
よ
う
な
戦
略
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

中
国
の
経
済
発
展
を
促
進
す
る
過
程
に
あ
っ
て
は
計
画
出
産
、
そ
し
て
環
境
保

全
、
国
の
二
つ
の
基
本
的
な
政
策
と
い
う
も
の
が
た
え
ず
考
慮
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

経
済
開
発
の
戦
略
、
そ
し
て
政
策
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
う
し
た
ら
合

理
的
な
人
日
の
流
れ
と
い
う
も
の
を
促
進
で
き
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
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す。
ん
。
合
理
的
な
定
住
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
一
部
の
都
市
に
人
々
が
集
中
し

て
人
日
が
膨
れ
上
が
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
回
避
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
人
日
増
と
い
う
も
の
は
経
済
発
展
の
ゴ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
社
会
開
発
の
柱
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
政
策
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
社
会
の
開
発
政
策
と
い
う
も
の
は
、
環
境
政
策
の
ゴ
ー
ル
に
準
拠
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
第
二
の
政
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
中
国
の
特
徴
、
中
国
ら
し
さ
を
持
っ
た

社
会
主
義
の
政
策
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
三
の
戦
略
で
す
が
中
国
で
環
境
政
策
を
実
施
す
る
上
で
は
や
は
り
人
々
に
イ

ン
セ
ン
シ
テ
ィ
プ
を
与
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
人
々
自
然
環
境
を
享

受
す
る
権
利
が
あ
る
ん
だ
そ
れ
は
今
の
国
民
だ
け
で
は
な
く
て
、
将
来
の
国
民
も

等
し
く
享
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
権
利
だ
と
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
形
で
確
か
に
中
国
は
資
金
、
ま
た
色
々
な
面
で
苦
し
い
面
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
環
境
の
保
全
、
保
護
に
当
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
中
国
に
と
っ
て
人
間
環
境
を
宣
言
し
て
か
ら
二
十
年
に
な
り
ま
す
、
中

国
の
全
人
代
も
政
府
も
各
国
の
議
員
の
先
生
方
と
協
力
し
て
ア
ジ
ア
そ
の
他
の
地

域
で
環
境
の
保
護
に
当
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
考
え

法
で
の
保
全
を
し
て
そ
し
て
中
国
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
途
上
国
の
国
々
の
人
々
の
人

日
、
そ
し
て
環
境
の
面
で
の
権
利
そ
れ
を
守
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
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人
日
と
持
続
可
能
な
開
発
と
言
う
の
は
不
可
分
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

我
々
の
生
存
そ
の
も
の
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
環
境
の
状
態
に
反
映
さ
れ
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
人
日
と
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
国
家
的
或
い
は
、

国
際
的
な
注
目
に
値
す
る
重
要
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
様
々
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
等

で
色
々
な
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
や
は

り
短
期
的
に
早
急
に
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
多
く
残
っ
て
お
り
ま

す。
人
日
増
加
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
最
低
必
要
鼠
の
増
大
、
少
数
者
の
欲
求
の
増
大

と
い
っ
た
こ
と
が
こ
の
現
在
の
危
機
的
な
状
況
の
根
幹
に
あ
る
と
息
い
ま
す
。
あ

る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
飢
餓
と
貧
困
と
人
日
爆
発
と
の
密
接
な
関
係
で
ご
ざ
い

ま
す
。
も
っ
と
軍
要
な
こ
と
に
は
、
も
う
―
つ
ま
た
別
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、

少
数
者
に
よ
る
過
大
消
費
パ
タ
ー
ン
、
無
闇
や
た
ら
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
う
、

或
い
は
、
人
に
対
し
て
も
自
然
に
対
し
て
も
搾
取
を
行
う
と
い
う
こ
と
が
世
界
の

色
々
な
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
現
在
の
経
済
的
、
環
境
的
な
危
機
的

な
状
況
を
招
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
我
々
は
、
生
態
系
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
た
め
に
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
日
急
増
・
環
境
悪
化
と
い
う
よ
う
な
問
題
に
イ
ン

ド
も
直
面
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
に
国
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
様
々
な
政
党
、
団
体
、
宗
派
、
思
想
グ
ル
ー
プ
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
生

ま
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
や
る
べ
き
問
題
は
山
積
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

イ
ン
ド
は
途
上
国
、
国
土
の
広
い
国
で
あ
り
、
ま
た
、
民
主
的
な
枠
組
み
の
中
で

機
能
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
国
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
た
い
へ
ん

ン

マ
ヘ
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
サ
ッ
ド
議
員

開
発
の
権
利
は
埜
本
的
人
権

□
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な
要
素
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ド
の
人
日
は
一
九
九
一
年
の
国
勢
調
杏
に
よ
り
ま
す
と
八
億
四
三

0

0
万

人
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
八
一
年
か
ら
九
一
年
、
十
年
間
に
絶
対
数
に
し

て
一
億
六

0
0
0
万
人
も
人
日
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
十
年
を

一
区
切
り
と
し
た
成
長
率
で
見
て
み
ま
す
と
、
二
三
•
五
貯
と
い
う
こ
と
で
、
こ

の
驚
異
的
な
数
字
の
裏
に
は
様
々
な
人
日
的
な
多
様
性
と
い
っ
た
問
題
が
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

十
年
間
に
こ
の
よ
う
な
急
増
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
単
純
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
は
中
々
解
決
し
な
い
問
題
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

家
族
計
画
と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
お
し
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
こ
れ
も
あ
る
条
件
が
整
わ
な
け
れ
ば
実
際
的
に
も
感
情
的
に
も
小
家
族
の
考

え
方
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
開
発
と
い
う
こ
と
が
極
め

て
重
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
問
題
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
開
発
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
技
術
の
進
ん
だ
国
々
か
ら
の
お
し
き
せ
モ
デ
ル
に
は
過
去
に
お
い
て
は
不

信
感
が
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
地
球
上
の
生
命
と
い

う
大
義
の
役
に
は
立
た
な
い
モ
デ
ル
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

貧
困
、
人
日
、
汚
染
と
い
っ
た
悪
循
環
か
迫
り
来
る
危
険
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

今
こ
そ
、
声
を
大
に
し
て
明
確
に
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
貧
困
、
非
人
間
性
の

有
る
所
に
健
康
的
な
環
境
等
有
り
得
ま
せ
ん
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
女
児
の

教
育
、
保
育
で
ご
ざ
い
ま
す
。
女
性
に
対
し
て
本
当
の
意
味
で
の
男
女
平
等
の
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
男
女
平
等
は
憲
法
で

う
た
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
実
際
的
に
も
現
実
的
に
も
本
物

に
な
る
よ
う
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
問
題
国
家
委
員
会
と
い
う
も
の
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
有
権

者
の
六
五
貯
が
若
者
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
若
者
を
社
会
、
経
済
発
展
の
為
の
活
動

に
参
加
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
人
日
抑
制
、

環
境
の
充
実
と
い
っ
た
よ
う
な
直
接
的
な
取
り
組
み
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
教
育
の
役
割
、
学
校
教
育
、
そ
れ
以
外
の
教
育
或
い
は
伝
統
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的
な
知
恵
を
伝
え
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
強
力
な
武
器
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

環
境
に
関
し
ま
し
て
は
、
イ
ン
ド
は
三
億
二
、
九

0

0
万
紗
の
国
土
に
天
然
の

資
源
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
非
常
に
寒
い
常
に
雪
に
覆
わ
れ
た
地

域
か
ら
赤
道
直
下
に
近
い
熱
帯
的
な
環
境
の
所
ま
で
あ
る
い
は
そ
う
い
っ
た
国
土

に
ま
た
が
る
様
々
な
タ
イ
プ
の
砂
漠
、
マ
ン
グ
ロ
ー
プ
か
ら
熱
帯
、
湿
原
地
帯
、

様
々
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
国
土
に
四
万
五

0
0
0
種
の
植
物
が
生
存
し
、

こ
れ
は
世
界
の
植
物
の
―
二
習
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
種
類
の
動
物
も

牛
存
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
も
保
護
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
海
岸

線
は
七

0
0
0
緑
に
及
ん
で
お
り
ま
し
て
、
四
五

0

0
万
診
の
大
陸
棚
が
あ
り
ま

す
。
二
億
一

0
0
万
紗
の
海
域
に
も
海
洋
生
物
が
多
く
生
存
し
て
お
り
ま
す
。
環

境
に
関
し
ま
し
て
は
科
学
的
な
監
視
態
勢
、
研
究
態
勢
を
し
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
宇
宙
技
術
も
効
果
的
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
マ
ッ
ピ
ン
グ
な

ど
を
と
う
し
た
情
報
収
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
宇
宙
技
術
に
関
し
ま
し
て

は
関
心
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
し
て
、
政
策
の
場
で
も
草
の
根
レ
ベ
ル
で
も

色
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
ド
の
政
府
は
環
境
保
護
法
の
元
で
様
々
な
行
動
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
中
に
は
有
害
物
質
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
物
質
を
分
類
す
る
と

い
う
こ
と
、
そ
の
使
用
安
全
基
準
の
確
立
、
有
害
物
質
が
流
さ
れ
た
場
合
の
緊
急

対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
安
全
性
の
監
森
、
そ
れ
か
ら
危
険
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
環
境

に
関
連
の
あ
る
保
健
制
度
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
人
日
と
持
続
可
能
性
の
あ
る
開
発
の
為
の
取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
国
レ
ベ
ル
で
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
し
た
と
し
て
も
、
や
は
り

障
害
は
存
在
い
た
し
ま
す
。
特
に
、
現
実
的
な
そ
し
て
も
っ
と
広
い
国
際
的
な
視

野
で
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
の
現
実
に
則

し
た
取
り
組
み
だ
と
し
て
も
や
は
り
、
国
際
的
視
野
と
い
う
の
は
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
開
発
の
権
利
は
基
本
的
人
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
点

が
豊
か
な
先
進
国
に
と
っ
て
も
尊
軍
、
豊
か
な
先
進
国
の
皆
さ
ん
か
ら
も
尊
重
し
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最
近
で
は
技
術
の
進
歩
が
ア
ジ
ア
の
何
力
国
か
に
対
し
て
繁
栄
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
々
の
繁
栄
と
い
う
の
は
非
常
に
盛
ん
な
も
の
で
し
て
、

う
し
た
ア
ジ
ア
の
技
術
と
資
源
の
輸
出
が
大
い
に
苦
し
ん
で
い
る
ア
ジ
ア
の
他
の

諸
国
に
対
し
て
活
気
的
な
解
決
策
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
す
。

こ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
に
は
、
現
在
の
世
界
経
済
秩
序
と
い
う
の
は
、
貧
富
の
差
を
拡
大
し
、
南

北
格
差
、
先
進
国
と
途
上
国
と
の
間
の
格
差
を
広
げ
て
来
た
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
経
済
秩
序
は
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
よ
り
は
問
題
を
生
み
出
す
元
に
な
っ
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
資
源
の
流
れ
が
、
最
も
そ
れ
を
必
要
と
し
て

い
る
所
に
向
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
科
学
技
術
が
人
間
の
幸

せ
の
為
に
生
活
の
為
に
と
い
う
よ
う
な
役
割
を
完
全
に
は
果
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

環
境
の
保
護
、
人
日
抑
制
持
続
可
能
な
な
開
発
と
い
っ
た
こ
と
が
本
当
の
意
味
で

こ
の
よ
う
な
状
況
の
元
で
は
解
決
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン

ジ
ー
元
首
相
が
二
十
年
前
に
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
貧
困
こ
そ
最
大
の
汚
染
源

で
は
な
い
の
か
と
い
う
問
題
、
こ
れ
は
今
な
お
阻
要
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
国

レ
ベ
ル
で
色
々
な
取
り
組
み
を
し
優
先
順
位
、
目
標
を
定
め
た
と
し
て
も
や
は
り
、

多
国
間
組
織
で
そ
れ
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
経
済
協
力
、

技
術
協
力
を
考
え
る
さ
い
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
独
特
な
条
件
、
優
先
顛
位
、
目

標
と
い
っ
た
も
の
が
国
際
レ
ベ
ル
で
決
定
を
行
う
際
に
も
民
主
的
に
考
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
で
や
る
べ
き
事
、
出
来
る
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
世
界
人

日
の
六
〇
貯
が
集
ま
っ
て
い
る
地
域
で
ご
ざ
い
ま
す
。
せ
ま
り
く
る
現
実
を
ど
う

捉
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
我
々
の
状
況
に
あ
て
は
め
て
い
く
こ
と
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
文
明
、
宗
教
、
精
神
的
な
伝
統
と
い
っ
た
も

の
そ
れ
か
ら
自
然
と
の
調
和
を
保
ち
な
が
ら
生
き
る
と
い
う
経
験
か
我
々
に
は
残

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
よ
り
高
い
理
想
を
目
指
し
て
、
威
厳
を
持
っ
て
、

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、
使
命
感
を
持
っ
て
つ
き
進
む
と
い
う
姿
勢
か
溢
れ
て
お
り
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アシイ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
人
日
と
持
続
可
能
な
開
発
、
人
日
は
開
発
、
そ
し
て

ロ
環
境
と
極
め
て
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
人
口
が
増
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
天
然
資
源
そ
し
て
環
境
に
と
っ
て
の
負
担
と
な
り
圧
力
を
負
荷
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
天
然
資
源
が
減
り
ま
す
、
雇
用
の
機
会
も
変
わ
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
貧
困
、
社
会
的
な
不
平
等
、
安
全
保
障
、
公
安
、
秩
序
、
汚
染

と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
影
響
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え

ま
す
と
人
日
の
面
に
お
け
る
計
画
も
持
続
可
能
な
開
発
あ
る
い
は
環
境
保
全
と
い

う
こ
と
を
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

九
0
年
に
国
勢
調
杏
が
行
わ
れ
ま
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
日
は
一
億
七
九

三
0
万
人
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
世
界
で
も
第
五
位
と
い
う
人
日
、

大
き
な
国
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
八

0
年
か
ら
九

0
年
、
一
年
当
た
り
の
人
口
増

は
年
間
一
・
九
七
％
で
し
た
。
七

0
年
、
八

0
年
、
そ
の
先
の
十
年
の
期
間
、
年

間
の
人
口
増
は
二
•
三
二
で
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
人
口
の
伸
び
率
と
い
う
こ
と

で
は
だ
い
ぷ
減
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
や
は
り
こ
れ
は
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
成
功
し
て
、
出
生
率
が
減
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
専
門
家
に
よ

り
ま
す
と
九

0
年
代
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
口
は
一
一
五

0
0
万
か
ら
三

0
0

0
万

人
増
え
る
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
―

1
0
年
間
に
は
五

0
0
0
万
人
の
人
が
さ
ら
に

増
え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
開
発
努
力
を
す
る
に
あ
た
っ

人
日
を
、

イ
ル
マ
・

A
.
D
・
プ
ト
ラ
議
員

開

発

に

と

て

の

人

為

的

資

本 つ

に

で
す
か
ら
よ
り
深
い
価
値
観
に
根
差
し
た
認
識
を
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
開
発
の
発
展
、
展
望
を
探
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
恵
ま
れ
な
い
も
の
た
ち
へ
の
思
い
や
り
の
あ
る
開
発
、
貪
欲
に
利
益
を

求
め
る
の
で
は
な
い
持
続
性
の
あ
る
開
発
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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は
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ

て
は
、
今
後
十
年
間
は
持
続
可
能
性
と
い
う
も
の
を
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
―
―
億
二
五

0

0
万、

ら
二

0
一
八
年
に
は
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
第
二
の
二
十
五
年
の

長
期
的
な
開
発
計
画
で
は
そ
れ
だ
け
の
国
民
を
養
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

次
に
人
日
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
人
口
の
分

布
が
や
は
り
不
均
衡
で
あ
る
、
特
に
ジ
ャ
ワ
、
そ
し
て
周
辺
の
島
々
に
見
ら
れ
ま

す
。
九

0
年
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
人
日
の
最
大
密
集
地
は
ジ
ャ
ワ
で
あ
り
全
体

の
六
〇
貯
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
六
一
年
は
六
四
・
九
五
貯
で
し
た
か
ら
若
干

減
っ
て
お
り
ま
す
。
七
一
年
は
六
三
•
八
三
そ
し
て
八

0
年
は
六
一
・
八
八
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
人
口
の
不
平
等
、
不
均
衡
な
分
布
、
こ
れ
が
人
日
の
問
題
の
中
で

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
一
番
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
結

局
は
不
他
全
な
経
済
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。
人
日
密
度
が
地
域
で
格
差

が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
開
発
の
進
展
で
も
地
域
の
格
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
人
々
の
移
住
の
問
題
と
い
う
も
の
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
人
々
の
移
住
を

積
極
的
に
促
進
し
て
、
よ
り
均
衡
の
と
れ
た
分
布
の
と
れ
た
人
日
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
息
い
ま
す
。

さ
て
、
周
辺
の
島
々
の
開
発
か
随
分
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
、

考
え
方
も
変
わ
っ
て
き
て
、
水
平
移
動
も
だ
い
ぷ
お
こ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
一
体
感
意
識
も
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
逆
に
ジ
ャ
ワ
、
あ
る
い
は
バ
リ
島
で

次
に
森
林
の
被
害
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
日
爆
発
、
貧
困
、

が
森
林
資
源
に
と
っ
て
も
大
い
な
る
脅
威
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
々
の
定
住
、

農
業
生
産
、
そ
し
て
そ
の
他
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
の
為
に
森
林
か
脅
か
さ
れ
て
お
り

開
発
伐
採
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
伐
採
を
す
る
だ
け
で
、

そ
し
て
人
々
の

ま
す
。
ま
た
工
業
用
、
産
業
用
の
ニ
ー
ズ
を
満
足
す
る
た
め
に
、
大
型
に
森
林
の

い
わ
ゆ
る
植
林
と
い

う
バ
ラ
ン
ス
に
欠
い
て
り
い
る
わ
け
で
す
。
一
定
地
域
に
制
限
す
る
こ
と
な
く
、

選
択
的
に
伐
採
す
る
こ
と
な
く
森
林
の
伐
採
が
進
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
、

ん。

二
億
六

0
0
0
万
の
国
民
が
九
四
年
か
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こ
れ
は
大
変
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
人
々
の
挙
動
、
行
動
そ
れ
か
ら
一
部
の
森
の
植
生
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
酸
性
雨
、
工
業
生
産
、
童
工
業
か
ら
生
じ
る
酸
性
雨
が
広

範
な
地
域
の
汚
染
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
周
辺
の
森
の
植
生
に
も
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
て
お
り
ま
す
。
人
々
も
こ
う
い
っ
た
森
林
の
保
全
に
だ
い
ぷ
問
題
意
識
を

持
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
環
境
に
対
す
る
保
護
対
策
と
し
て
森
林
は
大
変
童
要
で

あ
る
と
い
う
意
識
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
部
の
国
で
は
無
差
別
な
天
然
資
源

の
利
用
に
よ
っ
て
環
境
の
ダ
メ
ー
ジ
が
直
接
出
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
も
す
で
に
こ
う
い
っ
た
問
題
に
対
す
る
国
民
の
意
識
は
相
当
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
国
民
意
識
が
天
然
資
源
を
も
っ
と
環
境
に
や
さ
し
い
管
理
に

変
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
政
策
に
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

環
境
の
保
全
は
す
べ
て
の
政
党
、
す
べ
て
の
関
係
者
か
ら
特
別
な
注
目
、
注
意
が

与
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

次
に
将
来
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
確
か
に
人
日

が
い
た
ず
ら
に
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
質
の
高

い
人
日
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
ま
た
開
発
に
お
け
る
財
産
と
し
て
の
人
的
資
本
に
も
な

り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
そ
う
い
っ
た
側
面
を
開
発
、
人
日
で
も
考
え
る
必
要
が

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

環
境
、
開
発
、
な
ど
、
家
族
計
画
だ
け
で
な
く
開
発
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

の
開
発
に
お
い
て
も
人
口
的
な
留
意
が
必
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
開
発
計
画
で

す
が
、
天
然
資
源
、
空
間
、
資
金
と
い
う
も
の
が
人
口
増
に
あ
た
っ
て
人
々
の
負

担
を
軽
滅
で
き
る
よ
う
な
形
で
使
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
人
日
計
画
と
い
う
も
の
は
環
境
そ
し
て
持
続
可
能
な
開
発
と
は

離
れ
て
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
開
発
と
い
う
も
の
は
人
日
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
力
を
動
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
沢
山
の
人
々
、
大
人
日
を

開
発
に
要
す
る
た
め
に
は
、
質
、
量
、
そ
し
て
流
動
性
と
い
う
も
の
が
計
画
に
お

り
こ
ま
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
後
で
す
か
、
持
続
可
能
な
開
発
政
策
の
原
則
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
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日（
 
日
本
は
ご
承
知
の
よ
う

に
人
口
過
剰
の
問
題
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
少
産
少

死
に
成
功
し
た
国
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
日
、
日
本
に

お
き
ま
す
人
日
問
題
は
人

口
の
高
齢
化
と
い
う
新
し

王）

瓢
カントリーペーパーを発表する日

本代表・清水嘉与子・参犠院議員

参
議
院
議
員

宰
門

••I 

水

嘉

与

子

未
婚
化
、
晩
婚
化
が

出
生
率
低
下
の
原
因

ま
す
。
ま
ず
天
然
資
源
の
条
件
で
す
が
、
天
然
資
源
が
開
発
を
持
続
可
能
な
形
で

可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
引
き
続
き
機
能
す
る
こ
と
が
天

然
資
源
に
煎
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
再
生
可
能
な
資
源
に
つ
い
て
は
回
復
が

可
能
な
程
度
を
使
う
こ
と
が
璽
要
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
天
然
資
源
が
回
復
で
き
る

そ
の
上
限
を
超
え
て
使
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
と
も
は
や
再
生
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
せ
っ
か
く
の
開
発
を
持
続
可
能
な
形
で
維
持
す
る

こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
再
生
を
促
進
す
る
よ

う
な
形
で
効
率
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
た
、
従
来
の
物
質
を
置
き

換
え
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
が
童
要
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

環
境
と
天
然
資
源
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
環
境
の
質
が
高
く
な
れ
ば

当
然
天
然
資
源
の
質
も
高
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
そ
の
質
の
高
い
開
発
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
人
口
と
い
う
の
は
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
の
璽
要
な
要
素
で
あ
る
。

人
日
次
第
で
は
開
発
プ
ロ
セ
ス
も
極
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
で
す
か
ら
人
口
と
い
う
も
の
が
負
担
で
は
な
く
、
開
発
に
と
っ
て
の
人
為
的

な
資
本
に
な
る
よ
う
に
図
る
の
が
私
ど
も
の
責
任
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

- 87 -



い
局
面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
当
面
し
て
お
り
ま
す
人
口
の
高
齢
化
、
特

に
出
生
率
の
低
下
を
め
ぐ
り
ま
し
て
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
九
九
0
年
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
七
五
•
九
オ
、
女
性
は
八
一
・
八

オ
、
世
界
最
高
の
水
準
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
六
五
才
以
上
の
人
口
が
日
本
の
人

口
に
占
め
る
割
合
い
が
―
ニ
・
一
5
い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
近
年
の
出
生
率
の
低
下
、

平
均
寿
命
の
伸
び
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
世
代
が
二
十
一
世
紀

初
め
に
六
十
五
歳
以
上
に
達
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
急
速
に
高
齢
化
が
進
み
二

0
1
―

0
年
代
に
は
二
五
貯
位
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

＾
九
六

0
年
以
来
、
国
民
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
を
基
盤
に
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
社
会
保
障
制
度
も
高
齢
社
会
の
到
来
に
そ
な
え
て
見
直
し
を
せ
ま
ら

れ
る
点
が
数
々
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
九
八
二
年
の
老
人
保
険
法
制
定
と
そ
の

後
の
た
ぴ
重
な
る
改
正
、
八
六
年
の
年
金
制
度
の
全
面
改
正
、
一
九
八
九
年
の
今

後
の
十
年
間
に
整
備
す
べ
き
高
齢
者
保
健
福
祉
事
業
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
と
称
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
計
画
の
策
定
作
成
な
ど
、
日
本
で
は
二
十
一
世
紀

ま
で
の
高
齢
社
会
の
移
行
期
で
あ
る
今
、
精
力
的
に
各
種
の
政
策
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

づ
け
て
お
り
ま
す
。

一
九
八
九
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
人
日
置
き
換
え
水
準
、
日
本
で
は
今
ニ
・

0
八
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
お
お
い
に
下
ま
わ
り
ま
し
て
一
•
五
七
と
発

表
さ
れ
る
と
マ
ス
コ
ミ
の
間
に
一
•
五
七
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
か
広
ま
り
ま
し

た
。
出
生
率
の
低
下
に
国
民
の
関
心
が
急
に
集
ま
り
ま
し
た
、
こ
の
一
•
五
七
と

い
う
数
字
は
一
九
九

0
年
に
は
さ
ら
に
一
•
五
四
と
低
下
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の

対
応
を
求
め
る
声
が
一
層
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

H
本
の
出
生
率
の
低
下
は
も
っ
ぱ
ら
二

0
代
の
女
性
の
有
配
偶
率
の
低
下
、

っ

一
方
、
高
齢
社
会
を
も
た
ら
す
別
の
要
因
と
し
て
出
生
率
の
低
下
と
い
う
問
題

が
ご
ざ
い
ま
す
。
一
九
九

0
年

H
本
の
出
生
数
は
―
二

0
万
、
出
生
率
九
・
九
で

ご
ざ
い
ま
し
た
か
、
一
九
七
三
年
の
―

1
0九
万
人
一
九
•
四
以
来
ず
っ
と
減
り
つ
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ま
り
若
い
女
性
が
結
婚
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
原
因
だ
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
一
九
九

0
年
の
二
十
代
前
半
の
女
子
の
未
婚
率
が
八
五
貯
、
―

1
0
年
代
の

後
半
で
は
四

0・

―
―
貯
と
い
う
こ
と
で
い
ず
れ
も
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

男
性
に
つ
い
て
も
同
様
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一
九
七

0
年
代
半
ば
か
ら
は
結
婚
適

齢
期
の
男
性
数
が
女
性
数
を
上
ま
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
男
性
の
結
婚
難
と

い
う
問
題
が
生
じ
て
き
て
お
り
ま
す
。
一
九
九

0
年
に
お
き
ま
す
平
均
の
初
婚
年

齢
、
男
性
か
二
八
•
五
才
女
性
が
二
五
•
九
オ
と
こ
れ
も
世
界
の
中
で
も
高
い
水

準
だ
と
思
い
ま
す
。

H
本
の
場
合
に
は
二
十
代
の
同
棲
率
と
い
う
の
が
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
か
な
り

低
い
わ
け
で
、
つ
ま
り
結
婚
以
外
の
出
生
率
が
低
い
わ
け
で
未
婚
化
、
晩
婚
化
が

直
接
出
生
率
低
下
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
な
ぜ
結
婚
し
な
い
の
か
結

婚
が
遅
れ
る
の
か
と
い
う
理
由
で
す
が
、
一
般
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
が
高

学
歴
化
の
問
題
で
す
。
特
に
女
性
の
高
学
歴
化
で
あ
り
ま
し
て
、
一
九
九
一
年
の

大
学
、
短
大
へ
の
進
学
率
を
み
ま
す
と
男
性
が
三
六
•
三
貯
に
対
し
ま
し
て
女
性

は
三
九
・
ニ
貯
と
女
性
の
方
が
進
学
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ

に
伴
い
、
女
性
の
社
会
進
出
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
今
労
働
力
の
四

O
・

―
貯
を

し
め
て
い
る
。
さ
ら
に
個
人
主
義
的
な
価
値
観
の
多
様
化
と
い
う
こ
と
で
非
常
に

結
婚
し
な
い
、
結
婚
が
遅
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
女
性
の
幸
せ
は
結
婚
て
あ
る
。
良
妻
賢
母
と
な
っ
て
家
庭
を
守
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
伝
統
的
、
社
会
的
規
範
と
い
う
の
が
な
く
な
り
ま
し
て
、
ま
た
経
済

的
な
ゆ
と
り
が
あ
り
、
行
動
と
か
自
由
の
制
限
も
な
く
な
り
、
加
え
て
電
化
製
品

の
開
発
と
か
外
食
産
業
の
進
出
も
あ
り
ま
し
て
、
男
性
に
と
っ
て
も
、
女
性
に

と
っ
て
も
独
身
者
が
生
活
し
や
す
い
と
い
う
環
境
に
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
若
年
人
日
の
都
市
集
中
化
と
い
う
問
題
が
お
き
て
ま

い
り
ま
し
た
。
従
来
、
都
市
部
よ
り
も
郡
部
に
お
い
て
高
か
っ
た
出
生
率
が
あ
る

時
期
、
大
都
市
と
そ
の
周
辺
地
域
に
高
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今

H
で
は
大

都
市
へ
の
人
日
の
流
入
と
い
う
こ
と
も
少
し
鈍
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
出

生
率
の
地
域
格
差
と
い
う
の
が
あ
ま
り
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
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し
か
し
こ
う
し
た
中
で
や
は
り
郡
部
に
お
い
て
は
農
家
の
後
継
者
が
い
な
い
と

か
、
お
嫁
さ
ん
が
い
な
い
と
か
い
っ
た
問
題
が
あ
い
か
わ
ら
ず
続
い
て
お
り
ま
す
。

か
つ
て
四
人
か
ら
五
人
を
抱
え
て
お
り
ま
し
た
有
配
偶
女
性
の
平
均
出
生
率
、

子
供
の
数
は
最
近
で
は
ほ
ぽ
ニ
・
ニ
人
と
い
う
数
字
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
主

婦
を
対
象
に
し
た
あ
る
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
理
想
の
子
供
の
数
と
い
う
の
は
三

人
で
、
し
か
し
実
際
に
生
む
の
は
二
人
と
い
う
答
え
が
非
常
に
多
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
ど
う
し
て
理
想
の
数
だ
け
子
供
を
生
ま
な
い
の
か
と
い
う
理
由
を
尋
ね
ま

す
と
、
一
般
的
に
子
育
て
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
、
あ
る
い
は
日
本
で
は
教
育

費
が
高
す
ぎ
る
、
あ
る
い
は
育
児
と
い
う
も
の
に
対
す
る
肉
体
的
心
理
的
な
負
担

が
多
す
ぎ
る
、
そ
れ
か
ら
日
本
で
は
非
常
に
家
が
狭
く
て
、
子
供
が
沢

111
生
め
な

い
、
あ
る
い
は
仕
事
の
支
障
に
な
る
と
い
っ
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
日
の
晩
婚
化
現
象
の
影
響
を
含
め
今
後
と
も
一
組
の
夫
婦
が
生
む
子
供
の
数

が
い
っ
た
い
ニ
・
ニ
を
保
持
で
き
る
の
か
と
い
う
大
き
な
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。

出
生
率
の
低
下
が
ど
う
い
う
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す

と
、
今
、
核
家
族
化
が
進
ん
て
お
り
ま
す
日
本
の
家
庭
は
、
当
然
家
族
の
規
模
か

非
常
に
小
さ
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
の
養
育
、

し
つ
け
、
あ
る
い
は
年
老
い
た
親
の
世
話
あ
る
い
は
、
兄
弟
間
の
人
間
関
係
、
あ

る
い
は
子
供
同
士
の
遊
び
か
ら
く
る
社
会
性
を
育
成
を
す
る
い
っ
た
問
題
、
あ
る

い
は
親
か
ら
子
へ
の
生
活
の
知
恵
だ
と
か
し
き
た
り
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
、

従
来
家
庭
が
担
っ
て
い
た
役
割
か
だ
ん
だ
ん
弱
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
数
少

な
い
子
供
に
対
す
る
親
の
期
待
が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
し
て
、
過
保
護
に
な
る
、

あ
る
い
は
受
験
戦
争
に
追
い
込
む
と
い
う
大
き
な
社
会
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
国
の
立
場
か
ら
み
ま
す
と
児
童
人
口
の
減
少
、
あ
る
い
は
若
年
労
働
力
の

不
足
、
あ
る
い
は
ま
た
高
齢
者
扶
養
負
担
の
増
大
を
も
た
ら
し
ま
し
て
、
ま
た
や

が
て
は
人
日
そ
の
も
の
が
減
っ
て
く
る
と
い
う
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
わ
け

で
す
。
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子
供
を
産
む
か
産
ま
な
い
か
と
い
う
の
は
こ
れ
は
、
夫
婦
の
自
由
で
ご
ざ
い
ま

す
し
、
国
が
勝
手
に
直
接
に
出
生
増
加
に
関
与
す
る
こ
と
は
反
対
だ
と
い
う
国
民

の
声
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
や
は
り
本
来
慶
び
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
べ
く
、

出
産
と
か
子
育
て
と
い
っ
た
問
題
を
そ
う
い
う
も
に
対
す
る
負
担
感
を
で
き
る
だ

け
と
り
除
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

国
に
お
き
ま
し
て
も
健
や
か
に
子
供
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
、
随
分
検
討

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
か
ら
幾
つ
か
の
新
し
い
政
策
か
発
足
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
育
児
休
業
法
と
い
う
法
律
か
、
こ
れ
は
女
性
だ
け
で
は
な
く
て
、
男

性
も
対
象
に
し
た
法
律
で
ご
ざ
い
ま
し
て
出
産
後
一
年
間
、
取
得
可
能
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
今
日
の
日
本
の
状
況
で
は
休
業
中
は
無
給
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
ま
だ
き
び
し
い
の
で
す
か
、
そ
う
い
う
法
律
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
児
童
手
当
の
改
正
と
い
う
こ
と
従
来
は
二
人
目
の
子
供
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
手
当
が
第
一
子
か
ら
、
初
め
て
の
こ
ど
も
か
ら
月
額
五

0
0
0
円
第
三
子
以

降
は
一
万
円
と
い
う
こ
と
で
、
三
オ
ま
で
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
い
は
労
働
時
間
の
短
縮
、

H
本
人
は
働
き
過
ぎ
だ
と
言
わ
れ
ま
す
か
、
労

働
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
も
、
今
年
か
ら
公
務
員
の
完
全
週
休
二

H
制
を
実
施
し

よ
う
と
い
う
方
向
が
出
せ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
き
め
こ
ま
か
い
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
問
題
、
あ
る
い
は
育
児
に
つ
い
て
の
相
談
と
か
支
援
体
制
の

推
進
な
ど
こ
う
い
っ
た
政
策
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
で
は
独
自
で
例
え
ば
若
年
層
の
定
住
を
期
待
し
て
、
若
夫

婦
に
安
い
住
宅
を
貸
与
す
る
と
か
あ
る
い
は
特
別
な
融
資
制
度
設
け
る
と
い
っ
た

と
こ
ろ
も
出
て
い
ま
す
し
、
ま
た
企
業
の
中
で
は
有
給
制
の
育
児
休
業
制
度
だ
と

か
、
あ
る
い
は
再
屈
用
制
度
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
、
職
業
と
育
児
の
両
立

を
求
め
ま
す
女
性
た
ち
の
希
望
に
沿
っ
た
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
て
平
均
寿
命
が
伸
び
子
供
の
数
が
減
っ
た
と
い
う
こ
と
は
女
性
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
高
い
教
育
を
受
け
そ
し
て
経
済
活
動
に
も
参

- 91 -



加
し
、
今
後
育
児
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
条
件
が
整
備
さ
れ
た
時
に
女
性
が
結
婚

と
か
出
産
行
動
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
か
。

大
変
残
念
な
こ
と
な
が
ら
今
日
の
日
本
の
経
済
発
展
を
支
え
て
ま
い
り
ま
い
し

た
、
長
い
労
働
時
間
、
あ
る
い
は
職
場
中
心
主
義
、
あ
る
い
は
固
定
化
さ
れ
た
男

女
の
役
割
意
識
と
こ
う
い
う
も
の
は
ま
だ
ま
だ
簡
単
に
は
一
掃
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
や
は
り
家
事
だ
と
か
育
児
に
対
す
る
責
任
、
負
担
こ
れ
は
や
は

り
女
性
に
依
然
と
し
て
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
労
働
時
間
の
短
縮
に
伴
う
生

活
の
ゆ
と
り
と
い
っ
た
も
の
が
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

変
え
る
、
男
性
の
意
識
を
変
え
る
と
い
う
、
経
済
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
重
視
か
ら

生
活
重
視
に
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

国
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
子
供
を
産
み
育
て
る
と
い
う
こ
と
に
慶
び
と
生
き
甲

斐
を
も
て
る
環
境
作
り
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
国

民
は
子
供
と
と
も
に
せ
っ
か
く
か
ち
得
た
長
寿
社
会
と
い
う
も
の
を
享
受
で
き
る

新
し
い
家
庭
像
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

今
、
私
は
当
面
す
る
日
本
の
人
口
問
題
に
つ
い
て
お
話
し
申
し
上
げ
ま
し
た
か
、

本
日
の
課
題
で
あ
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
少
し
日
本
の
経
験
に
触
れ
て
お
き
た

い
と
お
も
い
ま
す
。

一
九
六

0
年
代
の
我
が
国
は
非
常
に
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
人
日
の
都
市
集

中
化
が
お
こ
り
あ
わ
せ
て
公
害
と
い
う
も
の
か
ひ
ど
く
な
り
ま
し
た
。
一
九
七
―

年
に
環
境
庁
が
設
置
さ
れ
ま
し
て
か
ら
は
も
公
害
の
摘
発
あ
る
い
は
監
視
、
あ
る

い
は
産
業
界
と
の
対
立
姿
勢
と
い
う
も
の
が
非
常
に
如
実
に
あ
れ
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
や
が
て
環
境
政
策
へ
の
理
解
も
広
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
産
業

界
自
身
が
こ
の
公
害
問
題
に
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

例
え
ば
日
本
の
基
幹
産
業
で
す
。
自
動
車
業
界
に
お
き
ま
し
て
も
ガ
ソ
リ
ン
自

動
車
か
ら
窒
素
酸
化
物
排
気
量
の
九
〇
貯
規
制
と
い
う
よ
う
な
厳
し
い
条
件
を
克

服
し
、
さ
ら
に
低
公
害
者
あ
る
い
は
低
燃
費
の
車
あ
る
い
は
高
出
力
工
ン
ジ
ン
の

開
発
と
い
う
よ
う
な
新
し
い
技
術
開
発
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

日
本
は
公
害
対
策
基
本
法
を
も
と
に
、
大
気
汚
染
、
あ
る
い
は
水
質
汚
濁
、
土
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壌
汚
濁
だ
と
か
色
々
な
面
で
非
常
に
厳
し
い
公
害
対
策
を
、
公
害
の
規
制
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
近
環
境
庁
が
日
本
の
こ
う
い
っ
た
厳
し
い
公
害
保
全
対

策
、
環
境
保
全
対
策
が
日
本
の
経
済
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
か
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
試
算
し
た
デ
ー
タ
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
試
算
に
よ
り
ま

す
と
個
々
の
企
業
だ
と
か
ユ
ー
ザ
ー
に
は
多
少
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
日
本
経
済
全
体
に
と
っ
て
は
悪
影
響
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
、
む
し
ろ
新
し

い
技
術
開
発
の
発
展
と
い
う
よ
う
な
プ
ラ
ス
の
影
脚
も
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
対
策
に
先
行
し
て
投
資
を
す
る
こ
と
が
経
済
に
対
し
て
決
し
て
マ
イ

ナ
ス
で
は
な
い
と
い
う
発
表
で
し
て
、
こ
れ
は
日
本
の
中
で
も
大
変
関
心
も
持
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

消
費
者
で
す
、
特
に
女
性
を
中
心
に
最
近
で
は
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
こ
と

を
合
い
言
葉
に
例
え
ば
低
公
害
用
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
製
品
を
購
入
す
る
と
か
、

あ
る
い
は
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
大
変
関
心
が
及
ぼ
し
ま
し
て
、

使
い
捨
て
文
化
の
見
直
し
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
風
潮
が
だ
ん
だ
ん
に
現
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。

も
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
が
直
面
し
解
決
し
て
ま
い
り
ま
し
た
環
境
保
全
の
為
の
技
術
と
い
う
の
が
、

お
そ
ら
く
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
の
方
の
為
に
も
活
用
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
す
で
に
タ
イ
た
ど
か
中
国
と
か
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
技
術
移
転
の
た
め
の
協
力

日
本
と
い
た
し
ま
し
て
も
ア
ジ
ア
地
域
、
あ
る
い
は
地

球
レ
ベ
ル
の
環
境
保
全
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
お
り
ま
す

六
月
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
ま
す
「
環
境
サ
ミ
ッ
ト
」

心
か
ら
祈
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
成
功
を
、
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六

0
年
代
の
初
め
に
な
っ
て
大
韓
民
国
は
初
め
て
人
日
動
態
的
経
済
的
な
発
展

を
初
め
ま
し
た
、
私
ど
も
の
国
が
い
わ
ば
農
業
国
か
ら
先
進
国
へ
と
転
換
を
し
た

の
が
こ
の
時
期
で
す
。
そ
れ
で
は
現
在
大
韓
民
国
に
お
け
ま
す
人
日
動
態
の
状
態

に
つ
い
て
お
話
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

韓
国
政
府
は
家
族
計
画
を
一
九
六
二
年
に
人
日
政
策
と
し
て
採
択
し
ま
し
た
。

出
生
率
が
今
や
人
日
置
き
換
え
水
準
よ
り
低
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
年
間
の
人
口

成
長
率
は
一
九
八
七
年
に
お
い
て
二
打
を
割
っ
て
お
り
ま
す
。

も
う
―
つ
韓
国
の
人
口
の
大
き
な
変
化
で
す
が
、
こ
れ
は
死
亡
率
の
低
下
て
す
。

平
均
余
命
は
一
九
六

0
年
に
は
女
性
五
五
•
七
オ
、
男
性
五
四
•
八
オ
で
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
九

0
年
に
な
り
ま
し
て
こ
れ
か
、
女
性
七
五
•
四
オ
、
そ
し
て
男

性
六
七
•
四
オ
に
ま
で
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
日
動
態
的
な
変
化
に
よ
り
ま
し
て
、
韓
国
は
都
市
部
に
お
き
ま

し
て
人
日
の
膨
大
な
増
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
六

0
年
代
の
半
ば
か
ら
は
じ

ま
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
農
村
地
域
か
ら
都
市
地
域
へ
の
人
口
の
移
動
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
特
に
ソ
ウ
ル
そ
し
て
そ
の
他
の
大
都
市
に
は
多
く
の
人
口
の

流
人
が
あ
り
ま
し
た
。
六

0
年
に
は
全
人
口
の
二
八
貯
が
都
市
に
住
ん
で
お
り
ま

し
た
が
、
九

0
年
に
は
七
五
貯
に
ま
で
増
え
た
の
で
す
。

韓
国
に
お
き
ま
し
て
は
人
日
の
伸
ぴ
の
抑
制
、
そ
し
て
都
市
化
に
よ
り
ま
し
て
、

こ
れ
が
経
済
成
長
を
あ
る
意
味
で
助
長
し
た
と
い
え
ま
す
。
こ
の
三

0
年
間
の
間

に
韓
国
の

G
N
P
は
相
当
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
一
九
六
二
年
二
三
億
ド
ル
で

あ
り
ま
し
た
が
一
九
八
九
年
に
は
二

1
0
0
億
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人

当
た
り
の
所
得
で
す
け
れ
ど
も
一
九
六
二
年
に
は
一
人
あ
た
り
が
八
七
ド
ル
で
あ

り
ま
し
た
が
八
九
年
に
は
五

0
0
0
ド
ル
に
ま
で
増
え
て
お
り
ま
す
。
従
い
ま
し

ぃ

一

環

境

を

守

る

た

め

に

各
国
の
協
力
か
必
要
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人
類
が
直
面
す
る
大
変
璽
要
な
問
題
に
つ
い
て
お
話
を
再
度
与
え
ら
れ
ま
し
て

大
変
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
出
席
の
皆
様
地
球
的
な
環
境
の
変
化
が
今

や
大
き
く
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
温
暖
化
そ
し
て
、
オ
ゾ
ン
の
枯
渇
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
こ
の
現
象
は
私
達
の
将
来
、
そ
し
て
文
明
そ

の
も
の
も
脅
か
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
も
こ
れ
を
認

識
い
た
し
ま
し
て
環
境
の
質
と
保
護
を
維
持
す
る
た
め
に
色
々
な
政
策
を
と
っ
て

レー シり

日

本
E
A
E
C
 

は

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
議
員

是

非

に

参

加

を

て
韓
国
の
経
済
は
世
界
で
も
最
も
成
長
率
の
高
か
っ
た
経
済
で
あ
っ
た
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
経
済
、
産
業
の
開
発
の
も
う
一
方
の
側
面
と
し
て
韓
国
は
環
境
が

劣
化
し
て
き
お
り
ま
す
。
政
府
は
こ
の
環
境
汚
染
の
軍
要
さ
に
目
を
向
け
環
境
保

護
庁
を
つ
く
り
ま
し
た
。
九

0
年
に
は
省
レ
ベ
ル
に
ま
で
し
た
わ
け
で
す
。
環
境

大
臣
が
こ
れ
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
、
現
在
討
議
を
し
て
い
る
よ
う
な
持
続
可
能

な
開
発
、
よ
り
よ
き
生
活
の
水
準
を
求
め
た
政
策
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
ど
も
の
環
境
、
こ
れ
を
守
り
そ
し
て
政
策
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
地

域
住
民
の
積
極
的
参
加
か
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
、
国
家
、
そ
し
て

国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
参
加
が
必
要
で
す
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
や
は
り
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
分
か
ち
合
い
協
力
を
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
次
世
代
に

渡
す
た
め
に
良
い
環
境
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

こ
の
よ
う
な
国
際
会
議
を
開
い
て
い
た
だ
く
こ
と
は
大
変
菫
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
政
策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
た
が
い
に
意
見
の
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
開
発
と
環
境
は
大
変
璽
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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こ

お
り
ま
す
。
や
は
り
国
民
の
た
め
に
ク
リ
ー
ン
で
健
康
な
環
境
を
保
護
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
け
ど
、

ま
す
。マ
レ
ー
シ
ア
は
途
上
国
で
、
私
ど
も
は
環
境
と
開
発
を
両
方
大
事
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
ク
リ
ー
ン
で
健
康
な
環
境
は
璽
要
で

し
か
し
な
が
ら
国
民
に
対
し
て
こ
れ
か
ら
生
き
の
び
て
い
く
塞
本
的
な

す
け
ど
、

必
要
性
を
充
足
す
る
権
利
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

や
は
り
基
本
的
に

人
間
の
ニ
ー
ド
と
い
う
の
は
環
境
保
護
の
前
提
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
我
々

の
国
民
の
生
活
の
質
か
低
く
あ
れ
ば
環
境
の
生
産
性
も
悪
く
な
る
だ
け
で
は
な
く

社
会
的
な
不
安
定
な
無
秩
序
な
状
態
も
生
ま
れ
ま
し
ょ
う
、
そ
し
て
さ
ら
に
環
境

が
悪
化
す
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

知
っ
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
開
発
、
そ
れ
こ
そ
が
大
事
で
あ
り
そ
し
て
開
発
を
通

じ
て
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

開
発
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
き
ま
し
て
三
つ
の
要
素
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
則
ち
そ

れ
に
つ
い
て
是
非
考
え
て
い
だ
き
た
い
、
―
つ
は
経
済
の
再
編
成
、
す
な
わ
ち
こ

の
よ
う
な
豊
か
な
も
の
と
貧
し
い
も
の
と
の
格
差
が
あ
る
時
に
環
境
の
保
護
と
い

う
こ
と
は
経
済
の
局
面
を
考
え
て
こ
そ
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
世
界

の
人
日
の
二
五
貯
が
世
界
の
資
源
の
四
分
の
三
を
消
費
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が

あ
り
ま
す
。
貧
し
い
人
た
ち
は
ほ
ん
の
僅
か
残
っ
た
資
源
を
使
っ
て
生
き
の
こ
っ

そ
し
て
生
存
の
闘
い
に
お
き
ま
し
て
は
、
環
境

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

の
保
護
を
考
え
て
い
る
ゆ
と
り
は
な
い
の
で
す
。

二
つ
目
は
技
術
の
入
手
可
能
性
で
す
、
技
術
と
い
う
の
は
環
境
問
題
に
対
し
て

も
大
変
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
環
境
的
に
ク
リ
ー
ン
な
技
術
、

れ
を
全
世
界
で
使
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
開
発
途
上
国
に
お
き
ま
し
て
は
科
学
的
・
技
術
的
な
知
識
は
非
常
に
限
ら
れ
て

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
に
お
き
ま
し
て
新
し
く
技
術
を
生

お
り
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
自
分
の
経
験
で
も
そ
れ
を

み
出
す
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
よ
う

マ
レ
ー
シ
ア
で
環
境
省
の
も
と
に
環
境
質
法
と
い
う
の
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ

こ
こ
で
一
っ
私
は
っ
き
り
と
し
て
お
き
た
い
事
が
あ
り
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の
法
律
を
も
と
に
十
五
の
法
律
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
例
え
ば
色
々
な
汚
染
対
策
、

そ
し
て
環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
小
限
に
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

環
境
保
護
の
努
力
に
対
し
日
本
か
ら
も
御
援
助
を
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
つ
目
に
是
非
、
こ
の
環
境
保
護
の
た
め
の
お
金
が
大
変
か
か
る
こ
と
を
認
知

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
途
上
国
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
が
環
境
の
保
護
で
多
く

の
負
担
を
し
い
ら
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
環
境
保
護
の
た
め
の
多
く
の
出
資

を
す
れ
ば
我
々
の
予
算
が
そ
れ
に
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
経
済
成
長
を
行
う
こ
と
を

で
き
ま
せ
ん
。
地
球
の
保
護
の
資
金
と
い
う
の
は
他
か
ら
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
先
進
国
こ
そ
が
こ
れ
ま
で
環
境
を
汚
し
て
き
た
の
で
す
、
で
す
か
ら
先

進
国
が
環
境
汚
染
に
対
す
る
対
策
費
を
出
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
は
選
択
的
管
理
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
を
導
人
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
環
境
を
守
り
な
が
ら
森
林
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
森
林
の
持
続
可
能
な

管
理
の
他
に
私
ど
も
は
再
植
林
化
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま
し
て

私
ど
も
は
森
林
を
残
し
て
お
き
、
そ
し
て
ま
た
木
材
を
切
り
出
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
是
非
日
本
に
も
援
助
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
技
術
的
そ
し
て
財
政
的
に
援
助

を
し
、
私
ど
も
が
木
材
を
輸
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

森
林
分
野
と
い
う
の
は
社
会
・
経
済
的
な
開
発
に
大
変
璽
要
で
す
。
輸
出
収
入

も
産
み
だ
し
て
く
れ
ま
す
し
、
雇
用
機
会
も
創
出
し
て
く
れ
ま
す
。
八
九
年
に
は

八
七
億
ド
ル
が
森
林
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
五
万
人
の
人
た

ち
が
森
林
産
業
で
屈
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
重
要
性
か
ら
考
え
ま
す
と
、
マ

レ
ー
シ
ア
が
こ
の
森
林
を
持
続
不
可
能
な
形
で
使
っ
た
ら
、
自
ら
の
首
を
締
め
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
輸
出
所
得
を
得
る
た
め
に
も
資
源
を
充
分
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
木
材
輸
出
を
禁
止
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し
て

農
業
、
経
済
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
形
で
森
林
を
維
持
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
い
た
し
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら

酸
素
を
生
み
出
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
森
林
を
国
際
社
会
が
保
存
し
よ
う
と
す
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な
ら
な
い
。

マ
レ
ー
シ

ま
た
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
持
っ
て
い
る
の
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
す
。
今
、

彼
ら
の
住
む
と
こ
ろ
を
与
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
―
つ
の
問
題
は
ペ
ナ
ン
の
窮
状
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
す
。

ま
す
。

だ
れ
も

る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
機
会
を
と
ら
え
て
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

マ
レ
ー
シ
ア

は
民
主
主
義
を
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
開
発
に
お
き
ま
し
て
も
、
私

ど
も
は
す
べ
て
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
森
林
に
住
む
人
た
ち
の
権
利
を
守
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ペ
ナ
ン
だ
け
か
森
林
を
残
し
て
お
き
、
そ
し
て
医
学
的
な
教
育

的
な
機
会
を
与
え
な
い
と
い
う
の
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

文
明
の
世
界
に
さ
ら
さ
れ
た
後
、
か
れ
ら
に
選
択
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
し
、

ま
っ
た
く
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
交
通
に
対
し
料
金
を
出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
油
濁
事
故
な
ど
が
あ
り
ま
す
と
、
我
々
が
こ
れ
に
対
し
て
払
わ
な
け
れ
ば

マ
レ
ー
シ
ア
の
財
政
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
な
の
で
す
。

ア
の
魚
な
ど
も
五
〇
貯
ま
で
か
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
と
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
の
石
油
の
輸
入
の
八
〇
貯
、
そ
し
て
貿
易
の
八
〇
貯
か
マ
ラ
ッ
カ

海
峡
を
使
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
の
経
済
に
と
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
は
非
常
に
大
事
で
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
沿
岸
州
に
技
術
的

な
財
政
的
な
援
助
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本
か
マ
ラ
ッ
カ
海
峡

を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
国
際
的
な
経
済
問
題
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
申
し
ま
す
の
も
経
済
状
態
と
い
う
の
は
開
発
途
上
国
対
し
て
大
変
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
か
ら
で
す
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
現
在
国
際
的
な
経
済
の
方
向
付
け
を

し
よ
う
と
自
分
た
ち
の
い
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
変
残
念
な
こ
と

よ
う
い
の
で
し
ょ
う
か
、

だ
と
思
い
ま
す
。
民
主
主
義
と
人
権
を
擁
護
す
る
国
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て

も
う
一
っ
申
し
上
げ
た
い
の
は
ア
メ
リ
カ
は
現
在
東
ア

ジ
ア
経
済
共
同
体
に
対
し
て
反
対
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
マ

レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
か
提
唱
し
て
い
る
こ
と
で
す
が

A
S
E
A
N
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
に
対
し
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て
反
対
し
て
い
る
。
そ
し
て
間
接
的
な
形
で
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
地
域
の
国
全
く
尊

敬
を
は
ら
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
示
し
て
お
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
は
こ
の
よ
う
に
偽
普
的
な
形
を
と
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

し
て
反
対
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
我
々
の
主
権
と
尊
厳
を
守
る
た
め

の
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
偽
普
的
な
ス
タ
ン
ス
に
反
対
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

レ
ー
シ
ア
政
府

A
S
E
A
N
は

E
A
E
C
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
是
非
日
本
に
も
こ
れ
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
国
会
議
員
の
先
生
方
、

E
A
E
C
を
是
非
支
持
し
て
下
さ
い
、

ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
日
本
は
頭
を
下
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

み
な
さ
ん
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
苦
痛
を
す
で
に
忘
れ
て
お
り

ま
す
。
戦
前
の
日
本
と
戦
後
の
日
本
は
全
く
違
う
そ
し
て
、
今
日
本
は
責
任
を
取

る
べ
き
立
場
に
あ
る
友
人
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
も
し
日
本
が

E
A
E
C
に
参

加
し
て
下
さ
ら
な
け
れ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
刀
よ
り
も
よ
り
も
お
そ

ろ
し
い
悲
し
い
経
験
を
私
た
ち
は
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
是
非
日
本
に
も

E

A
E
C
に
入
っ
て
下
さ
い
。
こ
れ
は
日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
流
血
の
惨
事
に

対
し
て
責
任
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
の
友
人
に
コ
ミ
ッ
ト
す

る
と
い
う
形
で
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

A
P
D
A
の
よ
う
な
組
織
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
息
い
ま
す
。
是
非
共
感
を
持
っ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
我
々
か
本
当
の
形
で
良

い
E
A
E
C
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

ま
す
。

ど
う
し
て

六
月
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
地
球
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
れ
も
世
界
の
社
会
が
現
在
の
そ
し
て
将
来
の
環
境
に
ど
れ
だ
け
関
心
を
寄
せ
て

い
る
か
か
わ
か
り
ま
す
。
私
ど
も
は
こ
れ
に
対
し
て
大
変
大
き
な
関
心
を
は
ら
っ

し
か
し
な
が
ら
今
政
治
的
な
操
作
が
行
わ
れ
い
る
こ
と

に
対
し
大
変
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
も
、
地
球
の
環
境
の
危
機
を
先
進
国
は
途
上
国
に
負
わ
せ
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
我
々
と
し
て
は
先
進
国
が
こ
の
よ
う
な
環
境
に
対
し
て
責
任
を
と
る
べ マ

こ
れ
に
対
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通こ

に人三りの八〔:口ロ口]
行日年
つのに
て分ネ
お野パ
りで 1
まのル
せ過政
ん去府
° 数は
年人
間日
の戦
熟略
成と
期い
をう
みも
ての
みを
ま導
す入
とし、
‘た
どし
うま
もし
予た
ゥ
疋
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
日
政
策
を
政
府
は
導
入
い
て
お
り
ま
し
て
、
人
日
と
開
発

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
多
分
野
に
わ
た
る

政
策
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
ま
ず
人
口
に
影
響
を
与
え
る
政
策
で
す
。
こ
れ
は
基
本
的
な
出
生
率
、
死

亡
率
そ
し
て
人
口
移
動
に
関
わ
る
人
日
政
策
と
考
え
て
い
た
だ
い
た
ら
良
い
か
と

思
い
ま
す
。

二
、
政
府
の
人
日
抑
制
戦
略
で
す
。
第
八
次
経
済
計
画
の
中
に
次
の
よ
う
に
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
最
初
に
社
会
的
・
経
済
的
な
環
境
を
整
備
し
て
、
子
供

の
数
を
少
な
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
社
会
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
持
す
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
貧
困
撲
滅
、
生
活
水
準
の
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

シ
ャ
ム
・
ラ
ル
・
ダ
バ
ダ
ル
議
員

人

政

策

は

中
央
集
権
的
で
な
く
分
散
化
の
形
で

日

き
だ
考
え
て
お
り
ま
す
。

途
上
国
が
是
非
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
発
表
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
ま
た
第
三
世
界
に
対
す
る
バ
ッ
シ
ン
グ
が
国
連
の
環

境
開
発
会
議
で
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
公
式
、
非
公
式
な
立
場
で
申
し
あ
げ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
や
は
り

マ
レ
ー
シ
ア
の
ま
た
そ
の
他
の
諸
国
が
と
っ
て
い
る
立
場
、
こ
れ
を
示
す
た
め
に

も
地
球
サ
ミ
ッ
ト
の
前
に
国
会
議
員
の
会
議
を
開
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
第
三
世
界
バ
ッ
シ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
な
い
で
す
む
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
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本
的
な
国
民
の

ネ
パ
ー
ル
の
憲
法
が
一
九
九

0
年
十
二
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
基

「
ニ
ー
ド
を
高
め
る
と
た
め
」
に
資
源
を
使
う
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
お
り
ま
す
。

教
育
、
保
健
、
住
宅
、
雁
用
な
ど
を
与
え
、

し
て
い
ま
す
。

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
。

女
性
の
地
位
の
向
上
、

そ
れ
か
ら
成
人
の
識
字
率
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
、
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
女
性
の
経
済
社
会
的
な
地
位
が
高
ま
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
家
族
計
画
が
導
入
し
易
く
な
る
で
し
ょ
う
。

三
つ
目
が
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
般
的
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
経
済
的
、
社
会
的
、
制
度
的
な
ヘ
ル

ス
セ
ク
タ
ー
の
資
源
を
よ
り
効
果
的
に
よ
り
健
康
な
、

し
か
し
数
の
少
な
い
子
供

を
持
つ
家
庭
へ
と
む
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
つ
目
が
、
保
健
ま
た
医
療
の
活
動
を
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
出
産
で

あ
る
と
か
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
。

五
つ
目
は

N
G
O
、
民
間
団
体
を
促
進
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
団

体
を
使
っ
て
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を
村
レ
ベ
ル
で
導
入
し
て
も
ら
う
、
そ
し
て
こ

六
つ
目
は
マ
ン
パ
ワ
ー
、
そ
れ
か
ら
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
の
能
力
を
拡
大
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
特
に
家
族
計
画
、
母
子
保
健
、
そ
し
て
女
性
の
開
発
な
ど
を
訓

練
、
普
及
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
拡
大
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

さ
て
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
国
家
人
日
委
員
会
と
い
う
の
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の

中
に
は
関
係
省
庁
の
大
臣
と
か
、
そ
れ
か
ら
色
々
な
専
門
家
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
首
相
が
こ
の
委
員
長
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
政
治
的
な
リ
ー
ダ

シ
ッ
プ
を
と
り
、
戦
略
を
実
行
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
人
日
戦
略
で
す
け
れ
ど
も
、
政
策
が
中
央
集
権
的
で
は

な
く
、
分
散
化
す
る
形
で
導
入
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
社
会

ベ
ー
ス
の
取
り
組
み
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
母
子
保
健
、
家
族
計

画
に
お
き
ま
し
て
は
、

な
る
べ
く
早
く
導
入
す
る
た
め
に
も
分
散
型
で
や
ろ
う
と

そ
し
て
生
活
水
準
を
高
め
る
た
め
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ま

す。合ピ三三三三り
こ問
の題
地に
域つ
は Lヽ
もて
っ語
とる
もと
人き
日ア
のジ
多ア
いの
国視
々点
がを
あと
るる
かこ
らと
でか
ご適
ざ切
tヽ だ
まと
す思
。し、

世
界
人
口
に
占
め
る
人
日
の
割
合
も
最
も
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
大
都
市

も
他
の
地
域
よ
り
も
多
く
、
そ
し
て
貧
困
に
悩
む
人
達
の
数
も
他
の
地
域
よ
り
一

番
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
膨
大
な
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
の
試
練
は
大

き
く
、
そ
し
て
、
悲
観
的
な
面
も
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
成
功
し
て
い
る
国
も
あ
る

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
問
題
を
理
解
す
る
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の

U
N
C
E
D
会
議
が
成
功
す
る
と
断
言
で
き
る
ま
で
に
は

ま
だ
ま
だ
沢
山
の
こ
と
を
積
み
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
は
申
せ
、
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
会
議
を
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
の
会
議
が
失
敗
し
、
地
球
の
環
境
が
劣
化
す
る
こ
と
の
い
う
こ
と
の
結
果
の
方

が
悲
劇
的
だ
か
ら
で
す
。

ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ン
コ
議
員

消
費
•
生
産
パ
タ
ー
ン
を
変
え
、

貧

困

の

悪

循

環

を

絶

つ

て

の
努
力
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
人
日
の
抑
制
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
経

済
成
長
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
人
口
の
伸
ぴ
が

高
い
と
貧
困
を
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
環
境
を
汚
染
す
る
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
学
際
的
な
形
で
ま
た
色
々
な
分
野
を
超
え
た
形
で
包
括
的
な

対
策
を
人
口
問
題
に
し
て
と
る
こ
と
か
政
府
の
人
日
政
策
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

国
家
レ
ベ
ル
で
人
日
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
国
家
レ
ベ
ル
で
こ
れ
ら
の
問
題
の
対
策
を
と
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
が
認
識
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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ま
せ
ん
。

の
基
礎
を
脅
か
し
ま
す
。

人
日
問
題
を
考
え
る
時
に
持
続
可
能
な
開
発
の
他
の
二
つ
の
要
素
と
一
緒
に
取

り
上
げ
る
こ
と
は
適
切
だ
と
思
い
ま
す
。
則
ち
貧
困
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら

消
費
と
生
産
の
パ
タ
ー
ン
の
問
題
で
す
。
こ
こ
で
一
っ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

は
世
界
の
人
日
の
中
で
も
最
も
貧
し
い
一

0
億
人
と
も
っ
と
も
豊
か
な
一

0
億
人

の
こ
の
二

0
億
人
が
地
球
環
境
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
を
脅
か
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
貧
困
は
環
境
を
劣
化
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
持
続
可
能
な
開
発

地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト
を
成
功
さ
せ
る
為
に
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
結
集
す

る
世
界
の
指
導
者
が
貧
困
の
悪
循
環
を
絶
つ
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
な
り

さ
て
次
に
生
産
と
消
費
者
、
消
費
パ
タ
ー
ン
で
す
が
、
我
々
の
生
活
様
式
を
変

え
る
必
要
と
い
う
の
は
当
然
、
天
然
資
源
を
消
費
す
る
こ
と
か
ら
言
っ
て
も
重
要

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
生
産
の
パ
タ
ー
ン
消
費
パ
タ
ー
ン
を

考
え
る
時
に
先
進
国
と
途
上
国
に
お
い
て
は
、
全
然
結
果
が
違
う
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
人
口
問
題
を
語
る
と
き
に
総
人
日
の
数
だ
け

で
議
論
す
る
こ
と
が
多
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
人
一
人
が
地
球
環
境
に
ど

て
い
き
ま
す
。

う
い
う
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

先
進
国
に
住
ん
で
い
る
個
人
、
一
人
は
途
上
国
に
住
ん
で
い
る
個
人
一
人
の
一
五

0
倍
の
天
然
資
源
、
製
品
を
消
費
し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
の
人
口
は
僅

か
三
五

0
万
で
す
け
れ
ど
も
、
環
境
問
題
は
あ
る
わ
け
で
す
。
三
五

0
万
で
す
か

ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
地
球
環
境
の
劣
化
に
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
人
一
人
一
人
が
ど
れ
だ
け
消
費
し

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
消
費
ユ
ニ
ッ
ト
と
い
う
単
位
で
み
ま
す
と
全
然
変
わ
っ

一
五

0
対
一
で
は
な
く
て
五

0
対
一
の
消
費
と
考
え
た
だ
け
で
も
、

人
日
は
三
五

0
万
で
す
け
れ
ど
も
五

O
X
三
五

0
万
と
い
う
こ
と
で
一
億
七
五
〇

0
万
の
消
費
ユ
ニ
ッ
ト
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
う
い
う
単
純
な
計
算
と
い
う
こ
と
は
単
純
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
確

か
で
す
け
ど
、
人
日
が
増
え
て
い
る
国
々
に
お
い
て
も
そ
の
消
費
レ
ベ
ル
で
見
ま
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つ
は
相
互
に
関
連
し
た
問
題
で
す
。

す
と
、
非
常
に
増
え
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
に
持
続
可
能
な
消
費
パ
タ
ー
ン
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
天
然
資
源

の
価
値
と
い
う
の
は
消
費
者
に
対
す
る
コ
ス
ト
そ
し
て
供
給
者
に
対
す
る
利
益
、

両
方
を
含
ん
だ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
費
レ
ベ
ル
の
高
い
国
々
に
住

む
私
ど
も
は
、
果
た
し
て
そ
う
い
う
生
き
方
は
持
続
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
人
日
問
題
と
い
う
の
は
総

人
日
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
の
問
題
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

論
文
を
は
な
れ
ま
し
て
今
ま
で
み
な
さ
ん
が
言
わ
れ
た
こ
と
を
、
ち
ょ
っ
と
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
る
国
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
や
色
々
な
国
で
途
上
国
の
人
日
は
安
定
し
て

そ
れ
は
ど
う
い
う
形
で
安
定
さ
せ
た
か
と
い
う
と
、
生

活
水
準
を
上
げ
る
こ
と
に
と
っ
て
人
日
が
安
定
し
た
と
い
う
こ
と
が
結
果
と
し
て

言
え
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
今
ま
で
の
開
発
モ
デ
ル
と
い
う
の
は
持
続
で
き
る
よ

う
な
モ
デ
ル
で
は
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
方
々
が
言
わ
れ

た
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
球
上
の
生
物
の
生
命
を
脅
か
し
て
い
る
か
ら
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
結
論
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
小
論
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
け
ど
、
人
日
が
多

い
国
で
も
少
な
い
国
も
持
続
可
能
な
開
発
に
対
し
て
影
響
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に

は
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
個
人
の
責
任
は
何
か
と
い
う
こ
と

を
先
進
国
の
我
々
に
焦
点
を
あ
て
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
も
色
々
な
要

素
が
当
然
含
ま
れ
る
わ
け
で
す
。
今
眉
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
沢
山
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
貧
困
の
轍
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
て
持

続
で
き
る
よ
う
な
経
済
の
機
会
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
教

育
の
機
会
を
婦
女
子
に
対
し
て
、
開
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
資
源

の
再
生
、
再
利
用
を
個
人
と
し
て
も
集
団
と
し
て
も
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
ど
も
政
治
家
と
し
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
政
治
家
と
し
て

の
責
任
を
国
民
に
対
し
て
果
た
す
た
め
に
は
、
人
日
と
環
境
と
持
続
可
能
な
開
発

と
い
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
三
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フ（
 
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
例
を
お
話
致
し
ま
し
て
、
人
日
の
要
因
と
い
う
の
は
我
々
が
直

面
し
て
い
る
大
き
な
問
題
の
う
ち
の
一
っ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お
話
を
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
九
九

0
年
以
降
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
日
は
六
一

0

0
万
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
二
•
三
五
貯
で
こ
の
十
年
成
長
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
九
六

0
年
代
と
比

べ
ま
す
と
出
生
率
は
低
い
わ
け
で
す
が
、
一
三
五
万
人
の
人
日
か
毎
年
増
え
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
日
は
ま
だ
ま
だ
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

年
齢
構
造
が
若
い
た
め
に
出
生
率
が
年
々
ま
だ
高
い
の
で
す
。
向
こ
う
六

0
年、

七
0
年
は
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
人
日
か
こ
の
よ
う
に
急

成
長
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
経
済
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
わ
け
で
す
。

絶
対
貧
困
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
と
い
う
の
は
、
環
境
に
依
存
し
て
生
活
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
土
で
あ
り
、
水
で
あ
り
、
森
林
に
依
存
を
し

て
生
活
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
こ
れ
が
経
済
資
本
で
あ
る
、

サ
バ
イ
バ
ル
の
た
め
の
資
源
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
貧
し
い
人
た
ち
が
環
境
資
源
を
過
度
に
使
う
、
そ
し
て
こ
れ

は
将
来
の
環
境
の
劣
化
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
も
貧
し
い
人
た
ち
に

と
っ
て
資
源
と
言
え
ば
天
然
資
源
、
環
境
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ィ リ ピう

レ
テ
ィ
シ
ア
・
ラ
モ
ス
・
シ
ャ
ハ
ニ
議
員

強
い
政
治
的
意
志
で

人
日
と
持
続
可
能
な
開
発
の
推
進
を

我
々
の
住
む
地
球
は
か
け
が
い
の
無
い
唯
一
の
惑
星
で
ご
ざ
い
ま
す
。
き
ち
ん

と
面
倒
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
充
実
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
で
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
失

敗
を
す
れ
ば
私
達
が
責
任
に
果
た
さ
な
い
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
後
代
に
対

し
て
そ
の
ッ
ケ
を
ま
わ
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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食
べ
物
、
食
糧
と
い
う
も
の
で
さ
え
、
環
境
か
ら
と
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

大
き
な
人
口
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
環
境
へ
の
圧
力
は
増
え
る
ば
か
り
で
す
。

人
口
の
年
齢
構
造
と
成
長
率
が
資
源
の
利
用
率
に
大
き
く
か
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
人
も
増
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

個
人
へ
の
影
態
、
そ
し
て
集
団
生
活
へ
の
影
瞥
も
当
然
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
水

と
土
地
の
資
源
が
枯
渇
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
の
生
産
性
も
低
下
い
た
し
ま

す
。
食
糧
が
高
い
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
小
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
貧

し
い
家
族
の
子
供
達
は
低
栄
養
、
悪
い
衛
生
状
態
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
と

り
わ
け
未
来
の
国
民
の
周
た
る
婦
人
が
特
に
悪
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
中
所
得

家
族
が
得
れ
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

環
境
の
劣
化
に
よ
っ
て
人
づ
く
り
の
資
源
も
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
為
に
生
産
性
の
な
い
健
康
の
悪
い
個
人
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
特
に
将
来
の
国
民
で
あ
る
若
い
子
供
た
ち
が
大
き
な
犠
牲
者
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
で
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
い
う
の
は
、
健
康
な
人

間
、
国
民
さ
え
つ
く
れ
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
将
来
の
環
境
を
保
全
し
て
開
発

の
過
程
を
持
続
す
る
こ
と
な
ど
で
き
る
の
か
と
い
う
深
刻
な
問
題
で
す
。

人
日
問
題
こ
そ
こ
の
悪
循
環
の
元
凶
で
す
。
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
よ
り

良
い
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
な
人
、
生
産
性
の
高
い
人
、

そ
し
て
健
全
な
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
る
人
を
つ
く
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
の
で
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
が
今
や
必
要

と
し
て
い
る
の
は
、
持
続
可
能
な
開
発
に
お
け
る
人
口
の
重
要
な
役
割
を
認
識
す

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
開
発
を
指
向
し
た
人
口
計
画
を
画
期
的
に
や
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
人
日
と
開
発
を
リ
ン
ク
す
る
と
い
う
こ
と
、
強
い
政
治
的
な
意
志
が
あ

る
と
い
う
こ
と
、
一
般
大
衆
に
対
し
て
人
日
問
題
の
童
要
性
と
持
続
可
能
な
開
発

の
重
要
性
を
説
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
日
計
画
を
成
功
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
口
成
長
率
を
抑
え
、
そ
し
て
将
来
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リ
ュ
ー
・
シ
ン
・
ポ
ー
議
員

行には開 す

てラ初戦ンっバ当発シ〔□~ ロロり゚
きンか略ガ
たスら全ポ
わを抜体 l
けと本のル
でる的中は
すよなで他
° う方組の
に策みア
しを込ジ
てとんア
まりで諸
い‘き国
り土たに
ま地と先
しやこが
た経ろけ
° 済でて
そ資す‘
れ源° 人
をとシ日
人国ン抑
日民ガ制
抑のポと
制需 l い
を要ルう
通とのこ
しの政と
て間府を

し
か
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て
、
ま
た
経
済
が
拡
大
す
る
に
つ

れ
て
よ
り
大
き
な
人
口
を
扶
養
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
き
ら
か
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
慢
性
的
な
労
働
力
不
足
と
い
う
問
題
が
最
近
深
刻
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
出
生
率
の
低
下
と
い
う
こ
と
が
も
た
ら
す
マ
ク
ロ
的

な
悪
影
響
を
考
慮
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
一
九
八
七
年
に
人
日
抑
制
政
策

の
転
換
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

政
府
は
今
、
産
め
よ
増
や
せ
よ
的
な
政
策
に
転
換
し
て
お
り
ま
し
て
、
人
口
増

加
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
適
切
な
人
口
水
準
の
達
成
へ
の

方
向
切
り
か
え
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
独
身
者
に
対
し
て
早
く
結
婚
す
る

よ
う
に
、
若
い
時
代
に
結
婚
す
る
よ
う
に
、
結
婚
し
た
ら
三
人
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
の
子
供
を
も
つ
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
奨
励
し
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
自
然
増
を
目
指
し
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
優
秀
な
人
材
を
シ
ン
ガ

適
切
な
人
日
水
準
逹
成
の
た
め

人

増

加

を

促

進

日

の
持
続
可
能
な
開
発
を
可
能
に
す
る
こ
と
か
出
来
る
の
で
す
。
社
会
経
済
、
環
境

開
発
と
い
う
の
を
充
実
さ
せ
て
、
明
日
で
な
け
れ
ば
今
日
に
も
良
い
生
活
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
一
番
直
要
な
資
源
は
環
境
資
源
で
あ
り
、
そ
し
て

人
間
で
す
。
自
己
の
能
力
に
応
じ
て
良
い
、
質
の
高
い
生
活
を
今
日
す
る
こ
と
が

明
日
の
良
き
社
会
を
つ
く
る
の
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
開
発
を
可
能
に
す
る
の
で
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>
南
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
、
食
糧
生
産
が
遅
れ
て
い
る
と
、
人
日
の
伸
び
に
追
い

付
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
も
不
十
分
な
一
人
当
た
り
の
食
糧
の
需
給
と

い
う
も
の
が
、
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
一
人
当
た
り
の
栄

養
価
が
下
が
っ
て
お
り
ま
す
。
慢
性
的
な
栄
養
失
調
、
あ
る
い
は
栄
養
不
良
と
い

う
も
の
が
、
ア
ジ
ア
の
た
く
さ
ん
の
国
々
で
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
二

0
0
0
年
に
ゼ
ロ
成
長
を
達
成
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

ネ
ヴ
ィ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
議
員

補

助

金

打

ち

切

り

で

深

刻

な

影

悪

聾

ボ
ー
ル
に
誘
致
す
る
と
い
う
よ
う
な
運
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く

の
女
性
に
と
っ
て
は
結
婚
し
て
子
供
を
産
む
と
い
う
よ
り
は
働
く
こ
と
の
方
が
魅

力
的
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
場
合
は
独
特
の
人
日
動
態
の
状
態
に
よ
り
ま
し
て
、

人
口
政
策
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
政
府
も
す
で
に
認
識
し
て
い

る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
人
日
政
策
が
過
去
の
人
日
抑
制
政
策
程
成
功
す
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
は
、
油
断
は
ゆ
る
し
ま
せ
ん
。
本
当
に
小
さ
な
家
族
の
サ
イ
ズ

と
い
う
も
の
が
近
代
的
な
社
会
の
中
で
は
そ
の
要
求
を
満
た
す
た
め
に
は
そ
ち
ら

の
方
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
意
識
が
強
い
か
ら
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
こ
の
よ
う
な
経
験
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
各
国

の
政
策
の
立
案
者
の
み
な
さ
ん
も
出
生
率
の
低
下
、
そ
の
規
模
、
速
度
と
い
う
こ

と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会

経
済
活
動
を
活
発
化
す
る
た
め
に
む
や
み
に
出
生
率
を
上
下
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
の
か
と
い
っ
た
疑
問
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
一
九
七
〇

年
代
の
後
半
に
人
日
抑
制
政
策
を
見
匝
し
て
い
れ
ば
、
事
態
は
こ
れ
ほ
ど
深
刻
で

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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九
三

0
ド
ル
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
人
日
は
二

0
0
0
万
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

高
齢
者
が
今
ど
ん
ど
ん
増
え
て
お
り
ま
し
て
、
そ
う
い
っ
た
人
々
へ
の
対
応
措
置

と
い
う
も
の
も
、
今
、
政
府
が
講
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。
や
は
り
財
政
的
な
問
題

で
十
分
な
資
金
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
な
か
な
か
す
べ
て
の
人
々
に
そ
れ
が
到

達
し
て
り
お
り
ま
せ
ん
。

ス
リ
ラ
ン
カ
そ
し
て

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
政
府
は
様
々
な
お
金
を
投
下
し
て
き
て
、
人
々
の
生

活
水
準
は
上
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
栄
養
失
調
、
貧
困
、
あ
る
い
は
住
宅
の
な

い
人
々
と
い
う
も
の
が
減
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
出
生
率
が
一
・
一
貯

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
乳
児
死
亡
率
は
一
七
•
六
に
な
り
ま
し
た
。
平
均
余
命
は
、

男
性
は
六
八
歳
、
そ
し
て
女
性
は
七
―
―
歳
に
な
り
ま
し
た
。
識
字
率
は
全
体
八
七

・
ニ
、
男
性
九
一
•
一
、
女
性
八
三
・
ニ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
妊
産
婦

の
乳
児
、
妊
産
婦
の
死
亡
率
は

0
•
五
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

G
N
P
は

今
、
異
常
な
状
態
と
い
う
も
の
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

I
M
F
、
そ
し
て
世

銀
、
あ
る
い
は
拠
出
国
が
ス
リ
ラ
ン
カ
に
構
造
的
な
調
整
を
求
め
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
様
々
な
社
会
的
な
悪
影
脚
を
生
み
だ
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
問
題
が
た

い
へ
ん
深
刻
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
社
会
福
祉
制
度
は
今
ま
で
政
府
が
補
助
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
米
価
格
の
補
助
、
小
麦
粉
の
補
助
、
乳
製
品
の
補
助
、
と
い
う

も
の
を
政
府
が
や
め
た
た
め
に
様
々
な
問
題
、
貧
困
等
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
る
い
は
世
銀
の
要
請
に
よ
っ
て
肥
料
に
対
す
る
補
助
も
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
農
産
物
の
収
穫
が
落
ち
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
農
民
の
所
得
が
一
層

落
ち
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
が
近
ず
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

他
の
国
々
は
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
外
国
援
助
な
し

で
は
持
続
可
能
な
開
発
が
な
か
な
か
難
し
い
わ
け
で
す
。
や
は
り
今
の
考
え
方
、

や
り
方
と
い
う
も
の
を
変
え
て
、
そ
し
て
本
当
の
意
味
で
一
―
一
世
紀
に
持
続
可
能

な
開
発
が
可
能
に
す
る
こ
と
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

や
は
り
今
の
苦
境
を
救
う
た
め
に
新
し
い
、
よ
り
良
い
方
向
が
模
索
さ
れ
る
べ
き
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ガ
ッ
サ
ン
・
タ
ヤ
ラ
議
員

シ（
 
シ
リ
ア
は
今
、
非
常
に
暑
い
地
域
に
あ
る
と
言
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
、
中

東
に
あ
っ
て
、
世
界
に
あ
っ
て
、
中
東
問
題
の
最
中
に
い
る
わ
け
で
す
。

さ
て
、
シ
リ
ア
の
面
積
か
ら
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
国
土
面
積
。
一
八
五
一
万

八
0
0

0
紗
で
す
。
そ
し
て
、
全
人
日
で
す
け
れ
ど
も
一
三

0

0
万
位
と
い
う
こ

と
で
す
。
人
日
―
―
―
1
0
0
万
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
二

0
二
0
年
ま
で
に
倍

一
九
六

0
年
の
人
口
で
す
け
れ
ど

に
な
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

も
、
四
五
六
万
五

0
0
0
人
で
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
十
年
後
の
一
九
八
一
年
に
は
、
九

0

0
万
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
人
日
の
伸
び
率
が
た
い
へ
ん
高
い
わ
け
で
す
。
い
ず
れ
せ
よ
、
年
間
の
人

日
増
加
率
は
世
界
の
甚
準
か
ら
見
て
も
高
い
で
す
。
や
は
り
何
故
か
と
い
い
ま
す

と
、
宗
教
上
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
社
会
的
な
慣
行
も
あ
り
ま
す
。

家
族
が
た
く
さ
ん
い
た
方
が
い
い
、
子
供
が
た
く
さ
ん
い
た
方
が
い
い
と
い
う

文
化
を
一
朝
一
夕
に
変
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
人
口
抑
制
は
な
か

な
か
難
し
い
で
す
。

さ
て
、
こ
の
人
口
の
問
題
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
過
去
三

年
間
に
ず
い
ぷ
ん
た
く
さ
ん
の
変
化
が
起
こ
り
ま
し
た
。
非
常
に
た
く
さ
ん
の
非

政
府
機
関
、
労
働
組
合
、
そ
し
て
女
性
の
組
合
、
そ
し
て
そ
の
他
の

N
G
O
が
こ

の
人
口
問
題
に
関
心
を
寄
せ
始
め
た
わ
け
で
す
。
家
族
計
画
な
し
に
は
、
そ
し
て

人
日
問
題
解
決
な
し
に
は
、
来
世
紀
に
は
人
日
が
二

0
0
0
万
に
な
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
人
日
問
題
に
対
し
て
関
心

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
環
境
問
題
も
深
刻
な
問
題
で
す
。

リ ア
一
中
東
の
平
和
回
復
を
期
待

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
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も
し
、
シ
リ
ア
ま
た
は
中
東
地
域
に
お
い
て
平
和
が
回
復
さ
れ
れ
ば
、
私
共
だ

け
で
は
な
く
、
皆
様
方
も
世
界
的
に
よ
い
生
活
が
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
次
第
で
す
。

プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
議
員

夕（
 
A
S
E
A
N
は
歴
史
と
文
化
で
は
共
通
点
が
高
い
国
々
で
す
。
こ
の
共
有
で
き
る

価
値
を
強
化
し
、
交
流
と
教
育
に
よ
っ
て
人
的
資
源
の
教
育
を
す
る
こ
と
が

A
S

E
A
N
に
と
っ
て
大
切
で
す
。

A
S
E
A
N
に
は
、
人
材
訓
錬
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う

の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
熱
帯
医
学
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
々

の
分
野
に
お
い
て
、
人
作
り
の
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
量
的
に
も
拡
大
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
、
経
営
学
、
な
ど
に
拡
大
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
都
市
化
の
管
理
、
都
市
化
を
抑
え
る
と
い
う
こ
と
と
、
人
的
資
源
の

強
化
と
い
う
こ
と
も
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

A
S
E
A
N
諸
国
の
エ

業
化
に
伴
っ
て
、
資
源
の
活
用
の
度
合
い
と
い
う
こ
と
も
調
杏
し
て
い
く
必
要
が

ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
こ
の
地
域
の
対
外
債
務
を
減
ら
す
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
の
開
発
を
進
め
る
の
を
支
え
る
だ
け
の
人
的
資
源
が
あ
る
。
そ
の
能
力

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
十
世
紀
の
こ
の
最
後
の
十
年
、
ま
あ
九

0
年
代
を

か
け
て
、
こ
の
人
作
り
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
平
和
と
安
定

を
も
た
ら
す
こ
と
が
出
来
る
。
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
世
界
に
こ
の
ア
ジ
ア
の
、

東
南
ア
ジ
ア
が
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
そ
の
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

人
作
り
の
地
域
協
力
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
是
非
、
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
喜

~ 

交
流
と
教
育
に
よ
て

人

的

資

源

の

育

成

を

っ
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ん
で
私
は
各
国
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
り
、
地
域
セ
ミ
ナ
ー
を
や
っ
て
、
人
日
と

開
発
の
問
題
に
お
い
て
、
民
衆
を
啓
蒙
し
て
い
く
役
を
も
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

非
常
に
有
名
な
看
護
婦
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
言
っ
た
言
葉
で
す
け
れ
ど
も
、

い
わ
く
彼
女
一
人
で
の
力
は
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
お
互
い
に
手
を
た
ず
さ
え

て
努
力
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
常
に
多
く
の
光
を
灯
す
こ
と
が
出
来
る

と
、
そ
し
て
社
会
、
人
類
の
貢
献
も
増
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
手

を
た
ず
さ
え
て
、
何
回
も
何
回
も
手
を
握
り
合
い
な
が
ら
、
人
類
社
会
の
向
上
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ベ（
 

東
南
ア
ジ
ア
の
ほ
と
ん
ど
の
国
と
同
じ
よ
う
に
、

グ
エ
ン
・
チ
・
フ
ォ
ン
議
員

ベ
ト
ナ
ム
で
の
人
日
増
加
率

は
一
九
九
一
年
で
年
率
ニ
・
ニ
貯
で
す
。
一
九
九
一
年
末
の
ベ
ト
ナ
ム
人
日
は
、

六
七

0
0
万
で
し
た
。
五
一
貯
以
上
が
女
性
で
し
て
、
従
属
人
口
比
率
は
四
八
貯

以
上
で
あ
り
ま
し
た
。
六
七

0

0
万
の
人
達
が
あ
の
小
さ
な
ベ
ト
ナ
ム
の
国
土
面

積
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
。
三

0
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
中
に
六
七

0

0
万
が

ひ
し
め
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
耕
作
地
は
五

0

0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
最
近
、
人
口
、
開
発
に
関
す
る
法
律
か
次
々
に
採
択
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
例
え
ば
、
結
婚
家
族
法
、
遺
産
法
な
ど
で
す
。
初
婚
年
齢
を
女
性
の
場
合

十
八
歳
、
そ
し
て
男
性
の
場
合
二
十
一
歳
と
い
う
ふ
う
に
決
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
健
康
保
護
法
、
そ
れ
か
ら
子
供
の
保
護
法
、
教
育
法
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
法

律
が
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
の
国
会
議
貝
が
環
境
保
護
、
社
会

保
険
法
な
ど
も
討
議
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
健
康
保
険
に
つ
い

トナム）

資
料
交
換
•
議
員
交
流

専
門
家
研
修
な
ど
活
発
に
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対
し
て
、

い
く
つ
か
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

U
N
F
P
A
に
対
し
、

て
も
国
会
で
討
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
大
衆
教
育
も
農
村
地
域

で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
母
子
保
健
が
大
事
で
す
し
、
病
気
の
予
防
な
ど
も

た
い
へ
ん
な
大
事
で
す
の
で
、
大
衆
教
育
を
農
村
地
域
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
努
力
に
よ
り
ま
し
て
、
乳
幼
児
死
亡
率
が
下
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て

ま
た
識
字
率
も
高
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
、
人
口
の
八
八
5

い
が
読
み
書

き
が
出
来
ま
す
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
人
日
、
開
発
に
関
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
国
会
議
員
達
は
、

0
0
0
年
ま
で
に
ベ
ト
ナ
ム
の
人
日
は
八

0
0
0
万
人
で
抑
え
ら
れ
る
て
あ
ろ
う

と
い
う
予
測
を
た
て
て
お
り
ま
す
。

人
日
、

そ
し
て
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
将
来
に
お
き
ま
し
て
は
、
二
つ
の

こ
と
を
中
心
に
や
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
＾
つ
は
、
梢
報
、

及
び
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
。

国
民
か
十
分
に
家
族
計
画
の
重
要
性
を
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
が
た
い
へ
ん
大
事

で
す
か
ら
、
そ
れ
を
知
ら
し
め
る
た
め
の
情
報
教
育
を
行
う
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
か
ら
農
村
地
域
に
お
け
ま
す
家
族
計
画
の
実
施
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
た
め
に
、

国
家
予
算
を
割
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
経
済
の
分
野
で
外
国
か
ら
の
投
資
を
導
入
し
た
い
。
例
え
ば
、
イ
ン
フ
ラ

制
度
の
た
め
の
規
制
、
ま
た
食
糧
生
産
、
食
糧
産
業
、
璽
機
産
業
な
ど
を
導
入
し

て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
を
上
向
き
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

が
最
終
的
に
は
、
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
よ
い
結
果
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す

こ
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

I
P
P
F
に
対
し
、

ま
ず
第
一
に
二
国
間
、

A
F
P
P
D
に
対
し
、
ま
た

A
P
D
A
に
対
し
、

ま
た
そ
の
他
の
国
会
議
員
の
先
生
方
に

ま
た
多
国
間
の
意
見
の
交
換
、
例
え
ば
、
資
料
と
か
情

報
の
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
人
日
開
発
に
関
す
る

資
料
の
交
換
と
い
う
こ
と
で
言
っ
て
お
り
ま
す
。
第
二
は
、
国
会
議
員
の
グ
ル
ー

プ
が
お
互
い
に
経
験
や
そ
し
て
知
識
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
第
三
と
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い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

や
は
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
い
う
こ
と
。
人
口
開
発
に
関
す
る
専
門

家
の
研
修
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
。
第
四
と
い
た
し
ま
し
て
、
人

口
増
加
率
が
非
常
に
高
い
国
に
対
す
る
援
助
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
か
ん
ず

く
途
上
国
に
対
す
る
援
助
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
人
日
の
伸
び

を
平
均
に
ま
で
落
と
す
こ
と
が
で
き
、

う
と
思
い
ま
す
。
ま
た

A
F
P
P
D
の
会
議
は
輪
番
制
で
い
ろ
い
ろ
な
国
で
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

し
て
、

そ
れ
す
れ
ば
、

さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
開
発
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ

そ
の
、
相
互
理
解
も
国
際
協
力
も
更
に
促
進

A
F
P
P
D
の
会
議
を
輪
番
で
い
ろ
い
ろ
な
国
で

A
S
I
A
N
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
初
代
議
長
佐
藤
先
生
、
事
務
総
長
ミ
ッ
タ
ー
ル
先
生
、

お
二
人
が
こ
の
命
を
賭
し
て
や
っ
て
来
ら
れ
た
運
動
に
、
私
も
邁
進
し
て
い
き
た
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（財）

ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協

会

(
A
P
D
A
)

が
平
成
―
一
年
度

に
俯
川
財
団

(
H
本

船

舶

振

興

会
）
の
補
助
事
業
と
し
て
企
画
、

制
作
し
た
ス
ラ
イ
ド
「
日
本
の
環

会
主
催
の
優
秀
映

像
教
材
選
奨
社
会

教
育
部
門
で
栄
え

あ
る
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
文
部
省
の

さ
れ
た
が
、
三
月

三
日
、

製

作

に

当
っ
た
日
本
生
産
性
本
部
の
広
瀬

睛
生
映
像
教
育
部
課
長
か
ら
、

A

D
P
A
の
広
瀬
次
雄
理
事
・
事
務

局
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

同
ス
ラ
イ
ド
は
◇
戦
後
日
本
の

経
済
成
長
(
-
九
四
五
＼
一
九
七

三
年
頃
）
◇
豊
か
さ
の
代
償
（
一

九
四
五

1
一
九
七
三
年
頃
）
◇
反

指
定
教
材
に
指
定

も
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
お
り
連

の
日
本
の
挑
戦
」

い
の
あ
る
老
後
を
目
指
し
て 生
き
が

ル
で
ス
ラ
イ
ド
「
高
令
化
社
会
へ

十
八
機
関
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。

省
と
公
害
克
服
へ
の
努
力
（
一
九

七
〇
＼
一
九
九

0
年
）
◇
未
解
決

の
公
害
（
一
九
七
〇
＼
一
九
九
〇

年
）
◇
新
た
な
る
公
害
（
一
九
七

O
S
一
九
九
0
年
）
◇
日
本
の
役

割
の
六
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

上
映
時
間
は
二
十
分
。
日
本
語
、

英
語
、
中
国
語
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
の

シ
ョ
ン
が
吹
き
こ
ま

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
関
係
国
、

U
N
F
P
 A
 I
P
P
F
 G
C
P
P
D
な
ど

一
九
九
0
年
度
の
同
コ
ン
ク
ー

続
入
賞
と
な
っ
た
。

P
P
D
)
 

(
A
F
 

関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

れ
、
人
口
と
開
発
に

四
ヵ
国
語
ナ
レ
ー

境
・
人
日
・
開
発
」
は
、

日
本
視
聴
覚
教
育
協

一
年
（
財
）

L

L

 

-
j
j
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労
働
力
人
口
（
就
業
者
と
失
業

者
）
は
一
九
八
0
年
か
ら
九
0
年

に
か
け
て
七
百
三
十
四
万
人
増
加

し
た
が
、
九
0
年
か
ら
二

0
0

0

 

年
に
か
け
て
三
百
十
三
万
人
増
と

増
加
幅
が
急
激
に
鈍
化
、
さ
ら
に

い
る
。

労
働
力
人
口

労
働
省
の
懇
談
会
「
雁
用
政
策
研
究

会
」
（
座
長
・
梅
村
又
次
一
橋
大
名
誉
教

授
）
は
二
十
三
日
、
「
労
働
力
需
給
の
展

望
と
課
題
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
出
生
率
の
低
下
と
高
齢
化
で
労
働
人

口
は
二

0
0
0
年
ま
で
は
伸
び
が

鈍
化
し
な
が
ら
も
増
加
を
続
け
る

も
の
の
、

'
1
0
0
0
年
の
六
千
六

百
九
十
七
f
j
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

に
転
じ
、
以
後
、
労
働
力
不
足
感

が
い
っ
そ
う
高
ま
る
と
予
測
し
て

孟

労慟力人口の推移と見通し
669? 

26.9155歳以土

4000 

2000 

゜
2000 2010年
（推計） （推計）

（注） 1980年、 90年は総務庁統計局「労働力調査」。
2000年、 2010年は雇用政策研究会の推計。

二
百
十
万
人
の
減
少
に
転
じ
る
。

年
齢
別
に
見
る
と
、
二

0

1
0
年
に
か

け
て
若
年
層
(
+
五
ー
ニ
十
九
歳
）
や
中

年
層
（
三
十
ー
五
十
四
）

の
労
働
力
人
口

二
0
0

0
年
か
ら
二

0
1
0
に
か
け
て
は

ピ
ー
ク
は
e
0
O
D年

出

生

率

低

下

で

減

少

に

転

化

む
-]16-
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憤
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
'
1
1
,
 

欄
手
笥
腐
繁
馬
涵
棗
川
潟

H
i井
爵
卓
閉
爵
農
悶
山
繋
山
晋
惰

J
I
I
媛
祖
~
器
繁
分
崎
羅
国
年
減

ロ人計
海

奈

歌

児

9
9
t,
 

妍
北
青
四
霊
秋
山
濶
茨
栃
群
埼
千
束
神
新
宣
臼

m哀
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
臨
香
変
底
濶
佐
長
熊
大
宮
暉
沖
＿
全
（

京
都
と
大
阪
府
の
近
隣
県
が
、
増
加
率
の

上
位
を
し
め
た
。

で
は
埼
玉
、
千
葉
、
滋
賀
、

奈
良
な
ど
東

人
か
ら
五
万
七
千
人
へ
さ
ら
に
増
え
た
。

②
日
本
人
の
出
国
超
過
数
が
八
八
年
五
万

四
千
人
、

八
九
年
四
万
五
千
人
、
九
0
年

二
•
六
％
で
、

過
去
最
高
を
更
新
。
県
別

の
人
国
超
過
数
が
、
九
0
年
の
三
万
二
千

六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
の
割
合
は

の
増
加
率
を
上
回
っ
た
の
は
、
①
外
国
人

次
ぐ
戦
後
二
番
目
の
低
い
伸
び
だ
っ
た
。

今
同
〇

・
0
I

ポ
イ
ン
ト
だ
け
九
0
年

三
五
％
で
、
九

0
年
の
0
•
三
四
％
に

住
者
全
員
が
対
象
に
な
る
。

の
一
億
二
千
四
百
四
万
人
。
増
加
率
は

0

出
。
国
籍
に
関
係
な
く
三
ヵ
月
以
上
の
居

た
。
総
人
口
は
前
年
よ
り
四
十
三
万
人
増

一
九
九
一
年
十
月

一
日
現
在
の
日
本
の
推
計
人
口
を
発
表
し

九
一
年
一

0
月
現
在

総
務
庁
推
計

推
計
人
口
は
、
国
勢
調
査
の
数
値
に
出

生
、
死
亡
、
出
人
国
者
数
を
加
減
し
て
算

総
務
庁
は
三
十
日
、

老
年
者
割
合
、
最

高
に

力
需
給
は
多
少
、

緩
み
な
が
ら
も
全
体
と

（
毎
日
新
間

一
九
九
ニ
・
三
・
ニ
十
四
）

ポ
イ
ン
ト
上
が
り
二
•
四
％
と
な
り
労
働

だ
っ
た
の
が
、

完
全
失
業
率
は
九

0
年
に
ニ
・

二
0
0
0
年
に
は
0
•
三

二
年
度
か
ら
五
カ
年
の

策
基
本
計
画
」
を
夏
を
め
ど
に
策
定
す
る
。

「
第
七
次
雇
用
対

-
%
 

労
働
省
は
こ
の
結
果
を
も
と
に
一
九
九

•
九
％
に
上
が
る
。

そ
う
高
ま
る
。

年
齢
層
の
割
合
は
二

0
1
0
年
に
は
二
六

•
三
％
と
な
り
、
労
働
力
不
足
感
は
い
っ

歳
以
上
）

は
大
幅
な
増
加
を
続
け
る
。
高

0
年
に
は

0

一
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て

が
減
少
す
る
一
方
、
高
年
齢
層
（
五
十
五

し
て
引
き
締
ま
り
基
調
で
推
移
。

ニ
O
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出
身
国
を
問
わ
ず
、
積
極
的
に
受
け
入
れ

レ
ッ
ト
パ
ッ
カ
ー
ド
な
ど
同
国
に
拠
点
を

大
学
に
ポ
ス
タ
ー
を
張
り
出
す
な
ど
し
て

開
発
庁
が
主
催
し
、

•
七
％
と
、

過
去
最
低
を
更
新
し
た
。
ま

都
道
府
県
別
の
人
口
増
加
率
は
、
①
埼

玉
県
（
一
・
ニ
―
%
）
②
千
葉
県
(
-
.

海
外
で
人
材
募
集
作
戦

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
官
民
挙
げ
て
、
海
外

で
の
人
材
募
集
に
乗
り
出
す
。
十
四
日
か

ら
英
国
で
大
学
生
、
大
学
院
生
を
集
め
て

ソ
ニ
ー
や
ヒ
ュ
ー

持
つ
企
業
の
人
事
担
当
者
が
同
行
し
て
、

面
接
、
採
用
を
す
る
。
人
口
増
加
を
図
る

同
国
は
、
未
熟
練
労
働
者
の
流
入
に
歯
止

め
を
か
け
る
一
方
で
、
大
卒
に
つ
い
て
は

希
望
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
約
千
五
百

人
が
応
募
、
欧
米
出
身
の
学
生
も
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
。

工
学
部
の
学
生
だ
け
で

な
く
、
経
済
学
、
会
計
学
な
ど
が
専
攻
の

学
生
も
対
象
。
採
用
に
出
か
け
る
の
も
石

市
で
延
べ
八
日
間
か
け
て
開
く
。
事
前
に
、

開
く
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア
が
第
一
弾
。
経
済

グ
ラ
ス
ゴ
ー
、

J

の
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア
は
、

（
毎
日
新
聞

一
九
九
ニ
・
三
•
三
十
一
）

官
民
協
力
し
、

（
松
島
み
ど
り
）

面
接
・
採
用ロ

ン
ド
ン
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
三
都

て
い
く
方
針
だ
。

人
口
増
図
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

こ°t
 

、
こ
っ
t
 

(
O
•
六
一
％
）

の
順
だ
っ
た
。

た
戦
後
生
ま
れ
の
割
合
は
、
六
三
・
ニ
％

十
万
人
。
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
一
七

年
少
人
口

（
十
四
歳
以
下
）

は
二
千
百
九

老
年
人
口
（
六
十
五
歳
以
上
）
は
千
五

百
五
十
八
万
人
で
、
五
二
年
以
来
の
増
加

傾
向
が
続
い
た
。
生
産
年
齢
に
達
し
な
い

社
会
増
の
人
数
が
増
加
し
た
た
め
。

三
万
人
、
九
一
年
一
万
九
千
人
と
減
っ
て

き
た
の
二
つ
の
要
因
で
、
自
然
減
と
比
べ

•
八
七
％
）

奈
良
県

(
O
・
九
七
％
）
⑤
茨
城
県

(
O

の
順
で
多
く
、
逆
に
人
口
が

減
っ
た
の
は
十
七
県
。
八
六
年
以
降
、
減

少
県
は
毎
年
十
県
を
超
え
て
い
る
。

自
然
増
加
率
の
上
位
県
は
、
①
沖
縄
県

(
O
・
九
―
%
）
②
埼
玉
県

(
O
•
五
三

%
）
③
神
奈
川
県

(
O
•
五
0
%
）
。
社

会
増
加
率
は
①
埼
玉
県

(
O
•
六
九
％
）

②
奈
良
県

(
O
•
六
六
％
）
③
千
葉
県

0
五
％
）
③
滋
賀
県

(
O
・
九
八
％
）
④
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発
の
両
立
に
、
人
口
問
題
を
重
視
す
べ
き

油
会
社
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社
、

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
、
市
役
所
と
様
々
だ
。

こ
れ
ま
で
、
民
間
企
業
が
留
学
生
協
会

の
多
国
籍
企
業
が
あ
り
、
仕
事
の
機
会
は

豊
富
。
仕
事
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
人
が
集

（
ジ
ュ
ネ
ー
プ
）

「
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ

ア
ジ
ア
系
で
な
く

は
十
日
、

境
開
発
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
事
務
局

「
環
境
と
開

六
月
に
プ
ラ
ジ
ル
で
開
か
れ
る
国
連
環

を
総
合
的
に
取
り
扱
う
政
策
プ
ロ
グ
ラ

〔
地
球
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
が
提
案

配
布
し
た
。
同
事
務
局
は
「
人
口
と
環
境

だ
」
と
の
見
解
を
ま
と
め
、
各
国
政
府
に

人

n
抑

制

に

90

億
ド
ル
必
要

先
進
国
は
半
額
負
担
を

生
産

(
G
D
P
)
 
は
一
万
砧
（
約
百
三
十

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
一
人
当
た
り
国
内
総

ま
る
は
ず
」
と
期
待
し
て
い
る
。

い
る
。

解
放
的
な
移
民
政
策
を
と
る
こ
と
に
し
て

と
と
も
に
、
技
術
の
あ
る
人
に
限
っ
て
、

て
も
歓
迎
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
三
千
も

第
一
の
ね
ら
い
だ
が
、

る
ア
ジ
ア
系
の
人
々
に
来
て
も
ら
う
の
が

長
は

「
欧
米
で
勉
強
し
た
り
、
働
い
て
い

づ
く
も
の
。
経
済
開
発
庁
の
ハ
ウ
産
業
局

万
人
だ
が
、
二

0
三
0
年
ご
ろ
に
は
、

四

ル
マ
ン
パ
ワ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
基

昨
年
秋
に
決
め
た

い
る
。

と
米
国
で
も
フ
ェ
ア
を
開
く
こ
と
に
し
て

は
初
め
て
。
今
年
中
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

こ
と
は
あ
っ
た
が
、
政
府
が
乗
り
出
す
の

に
出
向
い
て
人
材
募
集
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く

る
給
与
格
差
が
大
き
い
国
柄
の
た
め
、
大

卒
の
初
任
給
の
相
場
は
、
技
術
系
が
二
千

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
砧
（
約
十
六
万
円
）
、
経

理
や
人
事
な
ど
の
管
理
部
門
が
千
六
百
‘
ソ

ン
ガ
ポ
ー
ル
砧
（
約
十
三
万
円
）

で、

日

本
と
の
差
は
、
比
較
的
少
な
い
。

同
国
の
人
口
は
、
現
在
、
約
二
百
七
十

百
二
十
万
四
百
四
十
万
人
の
人
口
を
目
指

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
内
で
、
子

供
を
三
人
以
上
産
め
ば
税
制
上
の
優
遇
措

罹
を
講
ず
る
な
ど
の
多
産
奨
励
策
を
取
る

（
朝
日
新
聞

一
九
九
ニ
・
三
・
十
三
）

ム
」
の
実
施
の
た
め
、
年
間
約
九
十
億
砧

の
投
資
が
必
要
と
の
新
試
算
も
公
表
、
そ

の
約
半
分
は
先
進
国
が
負
担
す
べ
き
だ
と

柳
潔
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
と
、
学
歴
に
よ

が
ヽ

ソ
ニ
ー
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
人
の
滝

コ
ン

三
万
円
）
強
で
、

日
本
の
四
割
程
度
。
だ
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国
申
請
者
全
体
の
二

・
O
％
に
達
し
て
お

外
国
人

1
5
B
B人
の
入
国
拒
否

ジ
ェ
ン
ダ

21

（
二
十
一
世
紀
行
動
計
画
）

原
案
の
中
で
、

の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
最
終
準
備
会
合

で
提
案
さ
れ
た
。

ま
で
）

る
事
務
局
案
は
、
百
十
五
ヵ
国
が
参
加
し

先
進
国
に
ら
る
途
上
国
主
権
へ
の
介
入
の

恐
れ
か
ら
、
具
体
化
し
な
か
っ
た
。
南
北

問
題
の
構
図
の
中
で
難
航
す
る
地
球
サ

「
人
口
動
態
と
持
続
可
能
性
」
と
題
す

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
会
中
（
四
月
三
日

同
事
務
局
は
こ
れ
ま
で
、
年
間
約
千
ニ

百
五
十
億
誌
が
必
要
と
見
込
ま
れ
る
ア

「
過
度
の
消
費
と
人
口
の

増
加
は
、
地
球
レ
ベ
ル
で
生
態
系
の
保
全

を
脅
か
す
」
と
指
摘
。
各
国
家
の
自
主
的

な
行
動
を
求
め
て
い
た
。

今
回
の
提
案
は
こ
の
考
え
を
さ
ら
に
進

め
、
①
人
口
動
態
と
地
球
環
境
の
変
化
の

相
関
関
係
の
解
明
②
人
口
と
環
境
を
総
合

法
務
省
は
二
十
六
日
、
成
田
、
羽
田
、

大
阪
、
名
古
屋
の
四
空
港
で
昨
年
十
一
月

中
旬
か
ら
十
二
月
初
旬
に
か
け
て
実
施
し

た
上
陸
（
入
国
）
審
査
強
化
期
間
の
結
果

を
ま
と
め
た
。
外
国
人
の
不
法
就
労
を
未

ミ
ッ
ト
準
備
は
こ
れ
に
よ
り
新
た
な
段
階

に
人
っ
た
。

提
言
し
て
い
る
。
人
口
抑
制
の
提
案
は
、

的
に
扱
う
政
策
の
策
定
③
地
域
レ
ベ
ル
で

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
世
界
の
環
境
行

動
目
標
に
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。

具
体
的
な
行
動
の
積
み
上
げ
に
つ
い
て
、

年
次
目
標
を
示
し
た
点
が
大
き
な
特
徴
。

人
口
増
加
が
環
境
破
壊
に
つ
な
が
り
や
す

い
地
域
の
選
び
出
し
や
、
人
の
生
活
の
変

化
を
科
学
的
に
評
価
す
る
作
業
を
三
年
以

内
に
実
現
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。

こ
の
目
標
実
現
の
た
め
の
資
金
は
、
研

究
と
情
報
開
発
に
年
間
一
千
万
誌
、
計
画

策
定
に
年
間
九
千
ガ
砧
。
ま
た
、
自
然
資

源
の
持
続
的
利
用
と
人
口
抑
制
、
生
活
の

質
向
上
を
総
合
的
に
確
保
す
る
地
域
レ
ベ

「
一
九
九
三
年
か
ら

ル
計
画
の
実
行
に
、

二
0
0
0
年
ま
で
に
年
平
均
約
九
十
億
砧

が
必
要
」
と
算
出
し
、
先
進
国
が
約
五
O

％
を
負
担
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

（
毎
日
新
間

一
九
九
ニ
・
三
・
十
一
）

然
に
防
ぐ
の
が
目
的
で
、
旅
券
や
査
証
の

偽
・
変
造
、
観
光
客
を
装
っ
た
人
国
の
虚

偽
申
請
を
中
心
に
期
間
中
に
千
五
百
八
十

八
人
の
外
国
人
の
人
国
を
拒
否
し
た
。
人
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今年予定されている環境に関する国際会議

称

エネルギーと環境に関するハイレベル地域セミナー

日米財界人環境フオーラム専門家会議

淡水問題に関する国際会駿

米州開発銀行 (IDB)環境セミナー

国連環境計画 (UNEP)管理理事会第 3回特別会合

気侯変動に関する政府間パネル (IPCC)第1回全体会合

第6回 UNEP生物学的多様性条約交渉会議

第4回世界国立公園・保護地域会議

第5回気候変動枠組条約交渉会諾

第8回ワシントン条約締約国会議

第32回海洋環境保護委員会

環境I:開発に関する国連会議 (UNCEO)第4回準備会合
地球環境資金賢人会議

名

拡大ブルントラント会蟻

熱帯木材機構 (ITTO)第12回理事会

ローマクラブ福岡会巖

第7回UNEP生物学的多様性条約交渉会議

UNEP生物学的多様性条約外交会議

グリーンプレス（環境と開発に関する国際プレス会議）

UNCED世界都市フォーラム

環棧と開発に関する国連会議 (UNCED・地I求サミット）

国際環境技術博覧会

92グローバルフォーラム

第15回世界エネルギー会議

環境法に関するリオ国際会議

列国議会同盟会議

モントリオール議定書第4回締約国会合
ロンドン・ダンピング条約第15回締約国会説

第33回海洋環境保護委員会

ITTO第13回理事会

間

1月6-9日

1月7日
1月26-31日

1月27-29日

期

2月3-5日

2月13-15日

2月6-15日

2月10-21日

2月18-28日

3月2-20日

3月2-6日

3月2日-4月3日

4月15-178

4月下旬
5月6-148

5月11-16日

5月11-158

5月18-20日

5月20-24日

5月28-29日

6月 1-12日

6月6-128

6月 1-12日

9月20-25日

10月28日-31日

10月

II月

11月

11月

11月

（産経新聞

場 所

コロンボ

サンフランシスコ

ダブリン

名古屋

ナイロビ

ジュネーブ

ナイロビ

カラカス

ニューヨーク

京都

ロンドン

ニューヨーク

東京
ロンドン

カメルーン

福岡

ナイロビ

ナイロビ

ベ0オリゾンテ

クリティパ

リオデジャネイ 0

サンパウロ

リオデジャネイ 0

マドリード

リオデジャネイ 0

ブラジリア

未定

未定

ロンドン

横浜

大
阪

1992• I・I)

が
続
い
て
い
る
。

人）、
ラ
ン
人
が
九
百
八
十
四
人
で
圧
倒
的
に
多

（
二
百
人
）
、
韓
国
（
百
五

（
八
十
七
人
）

マ
レ
ー
シ
ア

な
ど

＜ ヽ

タ

イ

・
ニ
％
）

（
日
本
経
済
新
間

一
九
九
ニ
・
一
・
ニ
十
七
）

を
大
き
く
引
き
離
し
た
。

（九

国
籍
別
で
は
査
証
を
免
除
さ
れ
て
い
る
イ

性

（
百
九
十
六
人
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

み
る
と
、

男
性
が
千
三
百
九
十
二
人
と
女

偽
申
請
が
千
三
百
八
十
七
人
と
全
体
の
八

人
国
を
拒
否
さ
れ
た
外
国
人
の
内
訳
を

七
•
三
％
を
占
め
た
。

旅
券
な
ど
の
偽
・

変
造
は
百
七
十
人
だ
っ
た
。
空
港
別
で
は
、

成
田
が
八
三
・
八
％
を
占
め
、

ず
観
光
で
の
入
国
を
申
請
す
る
な
ど
の
虚

い
る
の
が
目
立
つ
。

就
労
を
目
的
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

りヽ

イ
ラ
ン
人
が
全
体
の
六
割
を
占
め
て

拒
否
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

日
本
で
の
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人
。
不
法
就
労
者
の
総
数
は
十
万
人
を
超

る
イ
ラ
ン
人
の
不
法
就
労
対
策
と
し
て
は
、

湾
岸
危
機
の
影
響
で
急
速
に
増
え
て
い

続
い
て
い
る
。

自
民
党
幹
部
や
閣
僚
の
視
察
ラ
ッ
シ
ュ
が

「
民
間
の
人
か
ら
通
報
が

「外 （稲

む
し
ろ
十
万
人
で
済
ん
で
い
る
と
い
う
見

「
不
法
就
労
対
策
の
有
効
な
道
は
な
い
。

政
府
は
単
純
労
働
者
の
受
け
人
れ
を
認
め

て
い
な
い
が
、
観
光
ビ
ザ
な
ど
で
働
く
不

法
就
労
者
は
今
や
十
万
人
以
上
と
い
わ
れ

る
。
政
府
・
自
民
党
は
治
安
維
持
の
面
か

ら
、
不
法
就
労
対
策
に
取
り
組
む
姿
勢
を

見
せ
始
め
た
が
、
不
法
就
労
が
人
手
不
足

の
日
本
経
済
を
支
え
て
い
る
面
も
あ
り
、

有
効
な
解
決
策
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

不
協
和
音
の
政
・
官
・
民

イ
ラ
ン
人
ら
が
就
職
情
報
の
交
換
に
集

ま
る
上
野
公
園
や
代
々
木
公
園
で
最
近
、

あ
っ
て
」
（
綿
貫
自
民
党
幹
事
長
）
と
い

う
よ
う
に
、
「
不
法
就
労
の
野
放
し
状

態
」
（
井
口
泰
・
労
働
省
外
国
人
雇
用
対

策
室
長
補
佐
）
に
不
安
を
抱
く
住
民
や
選

挙
民
の
声
が
行
動
を
促
し
て
い
る
。
綿
貫

幹
事
長
は
昨
年
十
二
月
の
視
察
直
後
、
宮

沢
首
相
に
会
っ
て
、
取
り
締
ま
り
を
直
談

判
し
た
が
、
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
な
い
。

昨
年
上
半
期

(
-
I
六
月
）
に
摘
発
さ

れ
た
不
法
就
労
の
外
国
人
は
約
一
万
二
千

か
ら
続
々
と
や
っ
て
く
る
外
国
人
労
働
者
。

「
経
済
大
国
」

日
本
に
、

ア
ジ
ア
諸
国

え
る
と
い
わ
れ
る
の
に
摘
発
さ
れ
た
の
は

半
年
で
わ
ず
か
一
割
。
人
国
管
理
局
戦
員

が
全
国
に
千
八
百
人
し
か
い
な
い
の
に
加

え
、
通
訳
不
足
、
摘
発
し
た
外
国
人
を
収

容
す
る
収
容
所
の
不
足
な
ど
体
制
の
遅
れ

が
主
な
原
因
だ
。
警
察
も
「
千
件
、
二
千

件
と
摘
発
し
て
も
退
去
強
制
処
分
に
で
き

る
態
勢
が
な
け
れ
ば
、
や
っ
て
も
仕
方
な

い
」
（
滝
沢
裕
昭
・
警
察
庁
外
事
一
課
課

長
補
佐
）
と
半
ば
あ
き
ら
め
口
調
。
逆
に

方
も
で
き
る
」
（
通
産
省
幹
部
）
と
の
本

音
も
聞
こ
え
る
。

第
三
次
行
革
審
の
「
世
界
部
会
」

盛
和
夫
部
会
長
）
は
昨
年
十
二
月
、

国
人
雇
用
状
況
の
効
果
的
把
握
に
資
す
る

た
め
の
制
度
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
」
と
、
入
国
・
在
留
管
理
制
度
の
見

直
し
を
求
め
る
部
会
報
告
を
ま
と
め
た
。

法
務
、
警
察
、
労
働
の
三
省
庁
も
昨
夏
以

来
、
局
長
レ
ベ
ル
の
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

だ
が
、
制
度
の
見
匝
し
ま
で
は
で
き
そ
う

に
な
く
、
連
絡
体
制
の
強
化
を
打
ち
出
す

の
が
せ
い
ぜ
い
だ
ろ
う
と
い
う
。

1
0
ガ
人
超
す
不
法
就
労
外
国
人

決
定
打
な
い
経
済
大
国
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も
あ
る
が
、

必
ず
し
も
一
枚
岩
で
は
な
い
。

単
純
労
働
者
を
受
け
入
れ
な
く
て
も
人
手

ぐ
観
点
か
ら
外
務
省
筋
に
は

「
開
国
論
」

働
力
節
約
に
よ
り
、

二
十
一
世
紀
ま
で
は

合
法
的
受
け
人
れ
に
よ
り
人
権
侵
害
を
防

活
用
、
過
剰
サ
ー
ビ
ス
見
匝
し
な
ど
の
労

は
動
か
な
い
。

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
配
慮
や
、

労
働
省
は
、
高
齢
者
や
女
性
労
働
力
の

い
う
よ
う
に
企
業
の
論
理
だ
け
で
は
事
態

い
る
」
と
苦
し
い
。

日
本
の
進
路
を
誤
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

み
、
党
と
し
て
の
意
見
を
決
め
ら
れ
ず
に

業
は
困
っ
て
い
る
が
、
庁
益
を
言
い
立
て

し
か
し
、
中
小
企
業
庁
幹
部
が
「
中
小
企

頼
ら
ね
ば
営
業
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

題
に
響
く
た
め
慎
重
だ
。
社
会
党
は

際
化
が
進
み
、
い
ろ
い
ろ
意
見
は
出
て
い

る
が
、
労
組
と
の
関
係
で
屈
用
問
題
も
絡 「国

建
設
現
場
や
飲
食
店
な
ど
は
即
効
薬
に

者
の
受
け
人
れ
が
直
ち
に
国
内
の
雁
用
問

部
）
と
い
う
わ
け
だ
。

後
遺
症
が
大
き
く
な
る
」

（
建
設
省
幹

に
な
っ
て
い
る
が
、

無
制
限
に
人
れ
れ
ば

「
単
純
労
働
者
は
、
人
手
不
足
の
即
効
薬

い
る
。
政
府
は
拒
否
の
理
由
と
し
て
、
①

国
内
労
働
者
の
失
業
増
加
、
②
低
賃
金
労

働
力
の
受
け
人
れ
に
よ
る
労
働
条
件
向
上

へ
の
弊
害
、
③
社
会
保
障
費
負
担
の
増
大

④
社
会
の
階
層
化
、
⑤
景
気
後
退
期
の
外

国
人
労
働
者
の
失
業
問
題
を
挙
げ
る
。

国
管
理
法
に
照
ら
し
「
不
法
」
と
な
っ
て

の
受
け
入
れ
を
認
め
て
い
な
い
か
ら
、
人

不
法
就
労
者
は
、
政
府
が
単
純
労
働
者

人
手
不
足
に
は
即
効
薬

止
に
慎
重
だ
。

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
外
務
省
は
協
定
停

（
ビ
ザ
）

と
の
間
で
効
果
を
上
げ
た

「
入
国
査
証

の
免
除
協
定
の
一
時
停
止
」
も

か
つ
て
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

一
方
、
野
党
・
労
働
界
は
、
単
純
労
働

〗
冒
[

主なアジア諸国がらの新規入国者の推移（単位・人）

1986 87 88 89 9岬

韓 国 132,604 158,625 270,226 524,072 675,956 
台 湾 279,901 318,122 343,525 449,608 557,631 
フィリピン 74,594 76,956 73,497 69,567 84,327 
中 国 48,413 56,469 87,264 64,251 74,264 
夕 イ 28,182 31,163 38,484 44,546 64,313 
マレーシア 44,341 38,601 43,726 51,653 54,849 
シンガポール 33,208 34,981 33,977 36,802 41,910 
香 港 31,126 28,749 27,089 29,860 36,481 
イ ラ ン 15,904 19,818 14,090 16,282 31.289 
インドネシア 30,663 23,257 20,197 24,706 30,947 
イ ン ド 17,170 17,805 18,192 17,654 16,724 
パキスタン 12,881 11,605 19,106 5,938 4,293 
パングラデシュ 4,214 5,660 13,994 2,742 2,427 
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合
わ
せ
た
九
ヵ
月
間
の
研
修
期
間
を
終
え

た
研
修
生
に
技
能
評
価
を
実
施
し
、
合
格

し
た
場
合
に
一
年
三
ヵ
月
の
技
能
実
習
を

認
め
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
。

日
本
の
滞
在

は
最
長
二
年
間
に
限
定
さ
れ
る
が
、
実
習

と
い
え
ど
も
完
全
な
就
労
で
、
労
働
関
係

（
三
ヵ
月
）
と
実
務
研
修
（
六
ヵ
月
）
を

日
本
語
な
ど
の
勉
強

新
研
修
制
度
は
、
昨
年
十
一
月
に
労
働

三
月
末
ま
で
に
は
政
府
案
を
固
め
た
い
考

え
だ
。

企
業
の
労
組
を
抱
え
る
一
般
同
盟
（
大
木

明
石
会
長
）
は
、
先
ご
ろ
「
高
齢
者
や
女

近
藤
労
相
は
二
十
三
日
、
現
行
の
外
国

人
研
修
制
度
と
は
別
に
、
九
ヵ
月
間
の
研

修
終
了
後
に
一
年
三
カ
月
間
の
就
労
を
認

め
る
新
た
な
外
国
人
研
修
制
度
を
導
人
す

る
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。
昨
年
十
二
月

の
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
（
第
三
次

行
革
審
）
答
申
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
技
能

実
習
制
度
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
事
実

上
の
外
国
人
労
働
者
受
け
人
れ
策
。
労
働

省
と
し
て
は
、
関
係
省
庁
と
協
議
の
う
え
、

み
切
っ
た
。

（
毎
日
新
間

法
令
が
適
用
さ
れ
、
賃
金
や
安
全
衛
生
面

で
日
本
人
と
同
等
の
待
遇
が
保
証
さ
れ
る

の
が
特
徴
だ
。

た
だ
、
研
修
を
受
け
ら
れ
る
職
種
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
は
労
働
省
が
認
定
し

て
い
る
百
三
十
三
の
技
能
検
定
戦
種
な
ど

に
限
定
し
、
受
け
人
れ
総
枠
に
も
上
限
を

設
定
す
る
方
針
。
研
修
生
の
帰
国
は
受
け

人
れ
企
業
の
責
任
と
し
、
「
福
利
厚
生
・

帰
国
基
金
」

（
仮
称
）
な
ど
へ
の
積
み
立

て
も
検
討
す
る
。

者
は
受
け
入
れ
な
い
と
の
立
場
を
取
っ
て

お
り
、
労
働
省
も
「
新
制
度
も
技
能
移
転

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
労
働
力
不
足
を

捕
う
趣
旨
で
は
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
。

し
か
し
、
新
制
度
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
と

く
に
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
中
小
企
業

な
ど
を
中
心
に
外
国
人
労
働
者
の
流
入
の

増
加
は
必
至
で
、
今
後
法
務
省
な
ど
と
の

調
整
が
難
航
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

（
朝
日
新
聞

一
九
九
ニ
・
一
・
ニ
十
四
）

省
に
設
置
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
ま
と
め
た
。

政
府
は
こ
れ
ま
で
、
外
国
人
単
純
労
働

外

国

人

、

研

修

終

え

た

後

年

3
ヵ

月

ー

就

労

性
の
活
用
の
み
で
は
恒
常
的
に
人
手
不
足

一
九
九
ニ
・
一
・
ニ
十
六
）

を
受
け
人
れ
る
運
動
方
針
案
の
発
表
に
踏

は
足
り
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
中
小

が
続
く
」
と
、
制
限
つ
き
で
単
純
労
働
者
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人
国
禁
止
者
の
う
ち
、
旅
券
や
査
証
の

偽
造
、
変
造
が
判
明
し
た
人
も
前
年
の
二

•
六
倍
の
六
千
二
百
四
十
九
人
、
半
数
以

や
っ
て
来
た
人
も
い
た
。

フ
リ
カ
南
部
の
王
国
・
レ
ソ
ト
な
ど
か
ら

翌
20000 

15000 

10000 

50001 

は
カ
リ
プ
海
の
島
国
・
バ
ル
バ
ド
ス
、

ァ

入国禁止者の推移

カ
国
で
全
体
の
八
二
％
を
占
め
た
。
他
に

1987年 88 89 90 91 

レ
ー
シ
ア
人
三
千
八
百
二
人
の
順
で
、

外
国
人
研
修
制
度
の
拡
充
を
検
討
し
て
い

五
人
、

タ
イ
人
五
千
八
百
七
十
六
人
、

マ

国
籍
別
で
は
イ
ラ
ン
人
が
七
千
三
百
十

な
っ
た
就
労
を
事
実
上
認
め
る
方
向
で
の

労
働
省
は
現
在
、

研
修
と
セ
ッ
ト
に

に
ニ
・
一
倍
に
増
え
た
。

い
」
と
述
べ
た
。

一
昨
年
の
九
千
六
百
六
十
九
人
か
ら
一
気

具
体
的
措
置
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

れ
た
外
国
人
は
延
ベ
ニ
万
七
百
二
十
九
人
。

「
不
法
就
労
目
的
」
と
判
断
さ
れ
、
成

田
空
港
で
人
国
を
拒
否
さ
れ
た
外
国
人
が

が
二
十
日
、
東
京
入
管
成
田
支
局
の
ま
と

め
で
分
か
っ
た
。
過
去
最
高
だ
っ
た
前
年

の
二
倍
以
上
と
い
う
急
増
ぶ
り
。
イ
ラ
ン

人
が
前
年
の
五
倍
に
も
増
え
て
い
る
ほ
か
、

「
金
満
ニ
ッ
ポ
ン
」
を

上
は
タ
イ
人
だ
っ
た
。
ま
た
、
観
光
目
的

な
の
に
所
持
金
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
り
、

「
出
稼
ぎ
目
的
」
と
判
定
さ
れ
た
ケ
ー
ス

近
藤
労
相
は
二
十
日
、
東
京
都
内
で
外

国
人
労
働
者
の
実
情
を
視
察
し
た
後
、
記

者
団
と
懇
談
し
、
「
不
法
就
労
者
だ
か
ら

れ
な
い
。
撒
業
訓
練
と
い
う
形
で
機
会
を

与
え
て
、
正
常
化
と
い
う
か
、
や
み
の
形

で
な
く
、
公
の
形
で
就
労
さ
せ
る
な
ど
の

人
管
支
局
に
よ
る
と
、
人
国
を
禁
止
さ

に
し
た
。

め
ざ
し
て
や
っ
て
来
る
実
態
を
袢
き
彫
り

上
げ
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し

国
籍
は
全
部
で
八
十
ニ
ヵ
国
に
上
り
、
棋

界
中
の
労
働
者
が

と
い
っ
て
強
制
的
に
日
本
の
生
活
を
取
り

不
法
就
労
者
に
研
修
制
度
活
用
も

昨
年
一
年
間
に
二
万
人
余
に
上
っ
た
こ
と

も
多
い
。

行
き
先
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
り
し
て
、

前
年
比

2
倍
以
上
の
急
増

入
国
拒
否
、
巳
万
人
超
す
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増
を
踏
ま
え
、
就
労
目
的
で
入
国
す
る
外

国
人
を
扱
う
行
政
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
国
の
十
五
省
庁
と
地
方
自
治
体
な
ど

調
査
は
、
国
内
の
外
国
人
労
働
者
の
急

し
、
行
政
機
関

修
を
実
施
し
て

い
た
。

ヽ

し
カ

様
々
な
実
務
研

ど
を
勧
告
す
る
。

答
申
し
た

た
め
、
職
種
別
の
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
指
針
）
策
定
や
、
臨
時
行
政
改
革
審
議

会
（
第
三
次
行
革
審
）
が
昨
年
十
二
月
に

「
技
能
研
修
制
度
」
の
創
設
な

業
や
ホ
テ
ル
内

五
十
一
機
関
が

縫
製
、
溶
接
作

合
）
の
う
ち
、

外国人研修生の国別新規登録者数

生
制
度
が
不
法
就
労
の
隠
れ
ミ
ノ
と
さ
れ

か
ね
な
い
実
態
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
同
庁
は
十
六
日
、
法
務
省
な
ど

関
係
省
庁
に
対
し
、
研
修
条
件
の
改
善
の

三研修実施機

関（企業、組

国別＼＼年 昭和61昭和62昭和63平成元 平成2

Iマレイーシビ'号他ン'l:I り刊II 開2, 

そフ のリ 6, ;: ,、.

'0  

に
な
っ
た
。
人
手
不
足
の
背
景
に
、

研
修

全
体
の
六
四
•
四
％
を
占
め
た
。

に
関
す
る
実
態
調
査
」

「
外
国
人
の
就
労

の
結
果
で
明
ら
か

シ
ア
、

ど
で
目
立
っ
て
い
る
こ
と
が
、
総
務
庁
が

る
が
、
労
相
の
発
言
は
、
条
件
に
よ
っ
て

は
不
法
就
労
者
を
こ
れ
ら
の
制
度
に
取
り

研
修
生
の
受
け
入
れ
悲
準
を
定
め
た
法
務

省
令
に
違
反
す
る
ケ
ー
ス
が
民
間
企
業
な

十
五
日
付
で
発
表
し
た

な
い
」
と
述
べ
、
就
労
が
認
め
ら
れ
て
い

る
日
系
人
も
研
修
制
度
に
取
り
込
む
べ
き

だ
と
の
考
え
を
示
し
た
。

（
朝
日
新
聞

一
九
九
ニ
・

•
二
十
一
）

を
対
象
に
初
め
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
平
成
二
年
の
外
国
人
研
修
生
の
新

規
人
国
者
数
は
三
万
七
千
五
百
六
十
六
人

で
、
昭
和
六
十
一
年
の
一
万
四
千
三
百
八

十
八
人
に
比
べ
約
ニ
・
六
倍
に
急
増
。
こ

の
う
ち
、
中
国
、
タ
イ
、
韓
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ジ
ア
五
カ
国
で

今
回
調
査
し

た
民
間
の
五
十

の

接

客

な

ど

（
法
務
省
調
べ
、
単
位
・
人
）

マ
レ
ー

は
低
貨
金
で
研
修
生
を
働
か
せ
る
な
ど
、

外
国
人
研
修
生
制
度
の
名
目
で
実
際
に

「
研
修
」
隠
れ
ミ
ノ
に
低
賃
金

者
で
人
れ
る
の
で
は
な
く
、

研
修
生
と
し

ま
た
、

「
日
系
人
と
い
え
ど
も
単
純
労
働

込
む
考
え
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
だ
。

て
の
受
け
人
れ
を
本
格
化
さ
せ
ね
ば
な
ら
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求
め
て
広
東
省
に
な
だ
れ
込
む

”
盲
流

と
現
地
電
は
伝
え
る
。
盲
流
は
一
九
八
八

「
こ
と
し
は
中
国
の
農
村
部
か
ら
戦
を

（
マ
ン
リ
ュ
ウ
）
“
が
と
く
に
ひ
ど
い
」

押
し
寄
せ
る
＂
人
口
津
波
“

経
済
格
差
か
生
み
出
す
南
北
問
題

れ
に
よ
る
と
、
中
国
の
土
地
資
源
の
絶
対

に
よ
る
指
導
が
不
十
分
の
た
め
研
修
の
終

了
時
期
が
あ
い
ま
い
で
、
研
修
生
の
技
能

が
上
達
し
て
も
、
月
三
万
円
八
万
円
の
低

額
で
就
労
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
疾
病
保
険
に
加
人
し
て
い
な
い

（
三
機
関
）
、
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い

（
十
六
機
関
）
、
常
勤
戦
員
の
総
数

の
五
％
を
超
え
る
人
数
の
研
修
生
を
受
け

入
れ
て
働
か
せ
て
い
た
（
四
機
関
）
な
ど

の
違
反
も
目
立
っ
た
。

31
日
付
の
香
港
の
中
国
系
紙
「
文
雁
報
」

に
よ
る
と
、
中
国
科
学
院
自
然
資
源
総
合

考
察
委
員
会
は
最
近
、
国
内
の
耕
地
や
食

糧
生
産
の
能
力
な
ど
か
ら
中
国
が
養
う
こ

と
の
で
き
る
人
口
の
限
界
は
十
六
億
人
前

後
、
と
の
結
論
を
出
し
た
。

同
委
員
会
は
「
土
地
資
源
生
産
能
力
と

人
1
1
積
載
研
究
」
を
進
め
て
き
た
が
、
そ

【
香
港
31
日
11
杉
江
弘
充
】

中
国
の
人
口
16億
が
限
界

一
九
九
ニ
・
一
・
十
六
）

な
い

こ
の
た
め
勧
告
で
は
、
法
務
省
な
ど
関

係
省
庁
に
対
し
、
①
研
修
制
度
の
実
態
把

握
の
強
化
②
研
修
職
種
ご
と
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
、
研
修
期
間
、
研
修
手
当
な
ど
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
③
一
定
の
研
修

後
、
研
修
生
が
働
き
な
が
ら
技
能
を
習
得

で
き
る
新
制
度
の
創
設
④
研
修
成
果
の
評

価
方
法
の
検
討
⑤
研
修
生
の
身
分
な
ど
研

修
計
画
の
審
査
徹
底
な
ど
を
求
め
る
。

（
読
売
新
間

数
量
は
大
き
い
が
、
一
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
少
な
い
。
山
地
が
多
く
て
平
地
が

少
な
い
。
耕
地
面
積
は
小
さ
く
利
用
し
に

く
い
土
地
が
多
く
、
土
壌
退
化
が
激
し
い
。

こ
の
た
め
、
農
業
の
生
産
力
を
継
続
し
て

向
上
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
槌
え
る
人
口
の

限
界
は
二

0
0

0
年
段
階
で
ロ
一
億
七
七

0

0
万
人
、
―

1
0
二
五
年
で
は
一
五
億
4

八
0

0
万
人
で
あ
り
、
最
高
は
一
六
億
人

前
後
。
一
七
億
人
以
上
は
不
可
能
、
と
の

結
論
に
達
し
た
。

（
産
経
新
間

九
九
ニ
・
一
•
一
）
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職
を
失
っ
た
出
稼
ぎ
労
働
者
は
、

そ
れ

（
石
橋
武
之
）

企
業
が
大
量
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
。

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

も
い
え
、
も
う
―
つ
の
人
口
問
題
を
抱
え

稼
ぎ
農
民
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う

一
時
は
生
産
も
飛
躍
的
に
向

制
定
に
踏
み
切
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

上
海
市
は
新
た
に

盗
や
盗
み
な
ど
の
犯
罪
が
多
発
し
、
し
ば

し
ば
社
会
不
安
を
引
き
起
こ
す
。
そ
こ
で

「
収
容
送
還
条
例
」

の

八
二
年
、
人
民
公
社
が
廃
止
さ
れ
、
農

民
の
自
主
性
に
ま
か
せ
る
農
業
請
負
制
に

移
行
し
た
。

上
し
た
が
、
も
と
も
と
少
な
か
っ
た
土
地

が
家
族
数
に
応
じ
て
分
配
さ
れ
た
結
果
、

ご
く
小
規
模
の
零
細
農
家
に
な
っ
て
し
ま

い
、
二
億
人
と
い
わ
れ
る
膨
大
な
余
剰
人

口
の
存
在
が
社
会
問
題
化
し
た
。

そ
の
後
、
経
済
改
革
に
よ
っ
て
郷
鎮
企

業
（
地
方
の
中
小
企
業
）
が
次
々
に
誕
生
、

余
剰
人
口
は
他
業
種
に
吸
収
さ
れ
た
。
し

か
し
、
加
熱
ぎ
み
の
経
済
は
一
転
、
引
き

締
め
が
始
ま
っ
た
八
八
年
後
半
か
ら
郷
鎮

こ
そ
盲
目
的
に
沿
岸
都
市
に
殺
到
し
た
の

で
あ
る
。
な
か
で
も
彼
ら
が
多
く
働
い
て

今
回
の
人
口
津
波
は
郡
小
平
氏
が
最
近
、

経
済
特
区
視
察
に
訪
れ
た
ば
か
り
だ
け
に

「
仕
事
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

観
測
が
ロ
コ
ミ
で
広
が
っ
た
た
め
と
み
ら

れ
る
。
広
東
省
は
、
湖
南
、

情
報
ま
で
あ
る
。

（
毎
日
新
間

四
川
省
な
ど

農
民
が
大
量
に
出
て
く
る
省
と
話
し
合
い
、

食
い
止
め
策
を
す
す
め
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
広
州
駅
周
辺
は
常
時
、
五
万
人
の
出

盲
流
の
背
景
は
、
経
済
発
展
の
著
し
い

沿
海
部
と
内
陸
部
の
収
入
格
差
に
あ
る
。

こ
れ
は
中
国
国
内
の
新
た
な
南
北
問
題
と

一
九
九
ニ
・
三
・
ニ
）

れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

人
（
八
八
年
末
現
在
）
と
い
う
数
字
が
そ

そ
の
数
が
増
え
る
に
つ
れ
、

タ
ク
シ
ー
強

上
海
市
に
大
量
に
流
れ
込
ん
だ
。
盲
流
は

の
こ
と
で
あ
る
。

昨
年
夏
、
江
蘇
•
安
徽
両
省
が
大
水
害

に
見
舞
わ
れ
た
時
も
被
災
農
民
が
近
く
の

車
で
都
会
に
押
し
寄
せ
る

”
人
口
津
波
“

に
農
民
が
雁
用
の
あ
て
の
な
い
ま
ま
、
列

年
ご
ろ
か
ら
発
牛
し
た
現
象
で
、
農
閑
期

道
沿
線
に
あ
る
外
国
と
の
合
併
企
業
だ
。

と
く
に
深
訓
は
八
0
年
、
社
会
主
義
国
が

労
働
力
だ
け
を
投
人
し
、
資
本
主
義
を
管

理
す
る
”
経
済
特
区
“
に
指
定
さ
れ
て
い

る
だ
け
に
、
彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
魅
力
は

大
き
い
。
特
区
に
限
っ
て
い
え
ば
、
常
住

人
口
三
十
二
万
人
に
対
し
、
一
年
以
上
居

住
し
た
暫
住
戸
口
の
登
録
者
が
四
十
六
万

い
る
の
は
、
広
州
市
と
深
訓
市
を
結
ぶ
鉄
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フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が

そ
の
大
部
分
は
不
法
就
労
者
と
み
ら
れ
て

六
万
人
。
前
回
調
査
の
二
年
七
月
に
は
十

万
人
あ
ま
り
だ
っ
た
か
ら
、
わ
ず
か
十
ヵ

月
間
に
一

•
五
倍
に
急
増
し
た
計
算
。
そ

の
後
も
、
増
加
傾
向
に
変
わ
り
は
な
く
、

い
る
。
国
籍
別
で
は
、

最
も
多
く
、
約
ニ
ガ
七
千
人
。
次
い
で
韓

国
人
（
二
万
六
千
人
）
、
タ
イ
人
（
一
万

者
は
平
成
三
年
五
月
の
調
査
時
点
で
約
十

法
務
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、
不
法
残
留

イ
ラ
ン
人

14
倍
に

こ、

さ
ら

日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経

情
が
あ
る
。

（
第
三
次
行
革
審
）

の
答
申
を
受
け
、
技

足
。
特
に
中
小
企
業
や

3

k

き
た
な
い
、
危
険
）
と
呼
ば
れ
る
職
場
で

（
き
つ
い
、

長
）
を
設
置
、
七
月
を
め
ど
に
総
合
的
な

人
も
含
ま
れ
て
い
る
。

経
済
大
国
・
日
本
に
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど

か
ら
押
し
か
け
て
来
る
外
国
人
労
働
者
。

員
会
」

増
に
、
自
民
党
は
「
外
国
人
問
題
検
討
委

（
座
長
•
平
沼
赳
夫
政
調
副
会

対
策
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府

も
、
臨
時
行
政
行
政
改
革
推
進
審
議
会

術
研
修
を
終
え
た
外
国
人
に
一
定
期
間
の

就
労
を
認
め
る
制
度
の
本
格
的
な
検
討
に

着
手
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
法
務
省
は
不

法
就
労
者
の
取
り
締
り
の
強
化
に
乗
り
だ

す
が
、
急
増
を
止
め
る
有
効
な
決
め
手
は

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
現
状
だ
。

不
法
就
労
者
急
増
の
理
由
と
し
て
大
き

い
の
は
、

日
本
国
内
の
慢
性
的
な
人
手
不

は
深
刻
で
、
経
営
者
は
不
法
就
労
と
知
り

つ
つ
、
雁
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
事

一
部
の
中
南
米
諸
国
な
ど
他
地
域
か
ら
の

全
般
的
に
ア
ジ
ア
諸
国
が
圧
倒
的
に
多
く
、

こ
れ
に
伴
う
不
法
就
労
者
の
あ
ま
り
の
急

時
点
と
比
べ
、
十
四
倍
に
急
増
し
て
い
る
。

急
増
対
策

決
め
手
な
く

九
千
人
）

の
順
。
イ
ラ
ン
人
は
総
数
で
は

一
万
人
あ
ま
り
と
少
な
い
が
、
前
回
調
査
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（九
0
年
度
）
に
過
ぎ
ず
、
農
村
的
色
彩

「
在
宅
死
」

だ
っ
た
人
は
四
人
に
一
人

で
自
宅
の

年
度
版
「
健
康
マ
ッ
プ
」
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者

”
畳
の
上
“

で
死
を
迎
え
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
在
宅
死
の
割
合
は
一

世
帯
当
た
り
の
部
屋
数
や
人
数
が
多
い
ほ

ど
高
い
と
い
う
相
関
関
係
も
示
し
て
い
る
。

ま
た
老
人
一
人
当
た
り
入
院
日
数
は
前
年

度
比

0
•
三
日
滅
の
平
均
二
十
二
日
で
、

原
生
省
は
二
十
二
日
付
で
、

一
九
九

我
か
家
で
死
ね
な
い
都
会
人

め
、
政
府
は
単
純
労
働
者
受
け
人
れ
に
慎

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
得
ら
れ
て
い
な
い
た

（
読
売
新
間

一
九
九
ニ
・
三
・
十
八
）

の
濃
い
地
域
で
多
く
、
都
市
部
で
少
な
い

効
な
解
決
策
が
今
の
と
こ
ろ
な
く
、
国
民

を
懸
念
し
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
有

ど
に
必
要
な
社
会
的
コ
ス
ト
の
増
加
な
ど

域
で
は
多
数
の
外
国
人
の
野
宿
な
ど
に
よ

る
治
安
上
の
問
題
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。

他
方
、
経
営
者
が
低
賃
金
で
劣
悪
な
労
働

条
件
を
強
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
外
国
人

の
人
権
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
将

来
の
問
題
と
し
て
①
生
活
習
慣
、
宗
教
の

違
い
に
よ
る
社
会
的
摩
擦
の
増
大
、
②
多

数
の
外
国
人
労
働
者
に
よ
る
日
本
人
労
働

者
の
失
業
、
③
国
民
健
康
保
険
や
教
育
な

こ
う
し
た
事
態
を
憂
慮
し
た
自
民
党
は

外
国
人
労
働
者
問
題
を
治
安
、
社
会
福
祉

な
ど
幅
広
く
討
議
し
、
総
合
的
な
対
策
を

検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
法
務
、
警
察
、
労

働
の
三
省
庁
が
定
期
的
な
会
合
を
開
い
て

今
後
の
対
応
を
協
議
中
だ
。
さ
ら
に
法
務

省
は
、
研
修
後
の
一
定
期
間
の
就
労
を
認

め
た
制
度
を
、
現
在
策
定
中
の
出
人
国
管

理
基
本
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
だ
。

回
に
増
や
す
な
ど
厳
し
く
対
応
し
て
い
く

方
針
だ
。

た
、
法
務
省
人
管
局
は
、

回
だ
っ
た
不
法
残
留
者
取
り
締
ま
り
を
六

こ
れ
ま
で
年
三

不
法
就
労
者
の
急
増
に
伴
い
、

一
部
地

ば
母
国
の
家
族
全
員
が
一
年
間
暮
ら
せ
る

と
い
う
こ
と
も
、
不
法
就
労
が
減
ら
な
い

大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

イ
ラ
ン
と
の

留
者
が
急
増
し
て
い
る
イ
ラ
ン
人
労
働
者

済
格
差
が
大
き
く
、

日
本
で
数
か
月
働
け

査
証
（
ビ
ザ
）
免
除
措
置
を
四
月
十
五
日

か
ら
一
時
停
止
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
ま

菫
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
特
に
不
法
残
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大
阪
一
七
•
四
％
▽
福
岡
一
七
•
六
％
な

ど
の
順
で
、
人
口
の
多
い
都
市
部
で
低
い

人
数
（
平
均
三
・
ニ
ニ
人
）
や
室
数
（
同

四
・
七
二
室
）
、

一
人
当
た
り
畳
数
（
九

・
ニ
畳
）
と
の
相
関
関
係
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
例
え
ば
室
数
で
は
多
い
順
に
①
富
山

六
•
五
七
室
、
②
滋
賀
六
・
ニ
三
室
、
③

福
井
六

•
O
六
室
逆
に
少
な
い
順
で
は
、

①
東
京
三
•
四
五
室
、
②
神
奈
川
四

·
O

ま
た
在
宅
死
割
合
と
一
世
帯
当
た
り
の

三
日
。
少
な
い
順
で
は
長
野
十

多
い
順
で
は
、
①
北
海
道
三
十
八
•
八
日
、

②
熊
本
三
十
八
•
五
日
、
③
高
知
三
十
八

日
、
山
形
十
二
•
五
日
、
静
岡
十
三
•
八

日
な
ど
で
、
北
海
道
と
長
野
と
で
は
約
三

・
ニ
倍
の
格
差
が
あ
っ
た
。

（
毎
日
新
聞

一
九
九
ニ
・
三
・
ニ
十
三
）

傾
向
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、

老
人
一
人
当
た
り
人
院
日
数
は
、

能
」
と
み
て
い
る
。

病
院
死
と
在
宅
死
と
の
比
率
の
逆
転
は
可

海
道
一

0
•
八
％
▽
東
京
一
三
・
九
％
▽

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

-゚
％
な
ど
の
順
。

逆
に
低
い
の
は
北

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
な
ど
の
在
宅

▽
長
野
四
一

-
％
▽
三
重
、
和
歌
山
四

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

と
最
も
高
く
、
次
い
で
新
潟
四

七
％

府
県
別
に
み
る
と
、
山
形
が
四
三
・
九
％

の
は
十
四
万
六
千
七
十
八
人
で
、
在
宅
死

割
合
は
全
国
平
均
で
二
七
•
三
％
。
都
道

め
て
分
か
っ
た
。

ト
―
・
一
人
。

こ
の
う
ち
自
宅
で
亡
く
な
っ
た

高
齢
者
は
全
国
で
五
十
三
万
四
千
六
百
四

関
係
が
み
ら
れ
た
。
個
室
が
確
保
で
き
ず

九
0
年
度
に
死
亡
し
た
七
十
歳
以
上
の

割
合
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
、
強
い
相
関

初
め
て
ま
と
め
た
。

で
、
今
回
が
八
回
目
。
在
宅
死
の
割
合
は

業
を
進
め
る
際
の
目
安
と
す
る
た
め
、
健

康
診
断
率
な
ど
同
事
業
の
進
展
状
況
を
市

町
村
別
、
都
道
府
県
別
に
ま
と
め
た
も
の

健
康
マ
ッ
プ
は
地
方
自
治
体
が
保
健
事

全
国
平
均
は
4
人
に

1
人

前
年
度
に
続
き
減
少
し
た
。

五
室
、
③
大
阪
四
・

介
護
す
る
家
族
が
い
な
い
こ
と
の
多
い
都

市
部
で
は
、
在
宅
死
が
少
な
い
こ
と
が
改

同
省
は
訪
問
看
護
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

市
町
村
で
は
在
宅
死
割
合
が
六
割
に
達
し

「
訪
問
看
護
や

在宅死の割合<1990年度＞
（全国粗道府畏別、 70慶以上） Ji嶋

一
八
室
な
ど
在
宅
死

［コ 25%未満
にこI25-30%未満
皿皿 30-35%未溝
Eコ35-40%表鵠一40%以上
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3 2 2 2 

.,, 
月 月 月 3 月

゜
， 26 25 月 24

日 日 日 I 日 J> 
日 ＼ ． 

---------------- -- - --.. -- ----- -- --- m 
働ンイ 9 事提ゴ 席 F ゴ 者 7 事 A 門口関 A ベ 謡
カドド 9 業出工於 王 P 人於会第於業 P 家問す チ 卜
移ネ，， 0 内 .. 偉 P ロ・・議 8 .. D と題る A ナ

動シ日年容 iホ 副 D とホし 回ホ A 交議ア F ゴム

“ア本代・・ テ 議-間テ開人テ 流貝ジ P ク人
へ韮nn のの (1) 度日 Jレ 長運発ル催ロル A 他懇ア P ロ
和~ 地展出 二 他営に二 とニ F ゜談国 D フ
文 域望版 本 ユ 5 委関ユ 開ユ p 会会 10 オ開

・ (3) 開 I,, 船， カ貝す I 発 I p メ議周ン発
英森発 日 舶 オ 国会るオ にオ D ン貝年国事
文料と“本 振 I ヽ L

ア I 関 I 10 バ代式会情
~ 収人への 典 夕 I 開ジタ すタ 周 I 表典副視
艇口和地 会 ニ P 催アニ るニ 年 と者 ‘議察
. ,, 文域 補 会 p 議会 ア会 記 懇会第長議
秤疋へ・開 助芦甜兌 F 貝議 ジ議 A ふ：、 談議 8 他貝

供日英発 : 場
ヽ

フ場 ア場 式 ゜に回 5 団

＇，・文と 心JG G ォ 国 典 人参人名受
ア英-人 C I 会 並 口加日ジ入
ジ・ ロ了 p ラ 議 ぴ ゜と ~ 

ア中 (2) I 閂 p ム 貝 に 開国開 A グ
の・ス D ヘ 代 記 発際発 P エ
巫カ イ フ一 1 L 書 出 A 表 念 専人に D ン
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《会員の特典》

0会費や寄付金には特定公益増進法人と

しての認可を受けているため、免税措

置がとられています。

O季刊誌 rアジアー人口と開発」や研究

書等が送られます。

0人口と開発に関する海外情報が得られ

ます。

賛助会費 lロ 5 0, 0 0 0円（年額）

免税措置：当法人は、所得税法施行令第

2 I 7条第 1項第3号及び法

人税法施行令第77条第 1項

第3号に掲げる特定公益増進

法人です。

＜申込先＞

〒100東京都千代田区永田町2-10 

永田町TBRピル 710号室

財団法人 アジア人口•開発協会

(AP DA) 

TEL 03-3581-7770 

FAX 03-3581-7796 

2
 

人
口
問
題
は
‘
一
工
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
一
年
の
批
界
人
口
は
Ji
十
四
億
人
、
そ
の
う
ち
ア
ジ
ア
の
人
口
は
約
六

0
％
を

占
め
る
一
―
争
十
―
一
億
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
朴
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
咽
を
及
は
し
ま
す
。

世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
シ
ア
人
口
の
行
方
か
、
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
拇
っ
て
い
る
I

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
て
叫
ば
れ
て
い
る
“
環
境
問
題
＂
も
、
人
口
の
増
加
か
大
き
な
恨
本
原
因
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
‘
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
て
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

沌
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
‘
も
う
こ
れ
以
上
放
沼
で
き
な
い
共
リ
ャ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
て
は
煤
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
‘

H

本
な
ど
の
よ
う
に
‘
こ
れ
以
上

f
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
か
ふ
え
て
い
る
地
球
‘
こ
の
こ

と
か
も
た
ら
す
高
令
化
現
象
に
伴
う
労
慟
jJ
不
足
や
福
祉
費
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な

社
会
・
経
済
間
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
恨
源
は
‘
す
べ
て
”
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

A
P
D
A
（
ア
プ
タ
）
は
‘
官
民
及
ひ
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
Jj
策
を
さ
く
り
協
調
す
る
た
め
‘
日
夜
‘
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
je+
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

額
い
い
た
し
ま
す
。

A

P

D

A
賛

助

会

員

I

ご

入

会

の

お

願

い

I 
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監 理

平

成

三

年

十

二

月

三

十

一

日

事

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

事
~
斎
田
慶
四
郎
的
エ
イ
ジ
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
監

依
田

直

電

力

中

央

研

究

所

理

事

長

オ<
林

一
久

叩

日

本

原

子

力

産

業

会

議

専

務

理

事

本

多

健

房

野

夏

明

的

経

済

団

体

連

合

会

常

務

理

事

京

都

大

学

工

学

部

教

授

広

瀬

次

雄

花

村

仁

八

郎

西

野

世

界

家

族

計

画

国

際

協

力

財

団

事

務

局

長

杏

林

大

学

教

授

国

際

協

力

事

業

団

理

事

叩

経

済

団

体

連

合

会

相

談

役

闘
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
事
務
局
長

武

田

修

三

郎

東

洵

大

学

工

学

部

教

授

須
之
部
贔

桜

井

新

衆

議

院

議

貝

斎

藤

伸

雄

和

光

証

券

株

式

会

社

取

締

役

相

談

役

斤
l
、J

泰
男

小

林

和

正

日

本

大

学

人

口

研

究

所

顧

問

黒

田

俊

夫

日

本

大

学

人

口

研

究

所

名

誉

所

長

川

野

重

任

束

京

大

学

名

誉

教

授

鹿

野

道

彦

衆

議

院

議

貝

翁

久

次

郎

闘

原

生

年

金

事

業

振

興

団

理

事

長

事
~
内
村
良
英
的
大
日
本
水
産
会
会
長

長

理
事
長
代
行
~
前
田
福
三
郎
日
本
電
波
塔
株
式
会
社
代
表
取
締
役
杜

顧
問
・
理
事
~
田
中
龍
夫
闘
国
際
学
友
会
会
長

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
。
開
発
協
会
役
員

====名>====・======・ぢヽ出…タ--~,-=的--心=====·=====,ぢ紅夕紅-.<==・ぢ'""'""'""'=・沢匹ジ的ジ
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九 九 十九
七 七 • 七
四 四 十三

四 I 
四 I~ 

十 I・ 
孔 八-'.... ------------------ ---- ---------- ----

一

弓 シ ア

宜 食 衆国 ア ジ

゜ ゜
言 糧 森 際 そ 国 ‘ア

プ 人要各八書 と 世参人 官 W卜',, の阿佐岸会 フ 人

を ロ 請国 月 署 人 界超 ロ 庁 他部藤 議 イ ロ
と す政及名 ロ で党問 レ 昭 信貝 リ 事
る 食 る 府び ．． に 初派題 マ I 吾隆介へ ピ情
糧五に 十 佐 関 の議議 ス 9ゞ ヽ 日 ン 視し一 、一、

と 問項現ー藤 す 試貝 貝 コ I 山 団 本-霞nヽ

を 題 目 実 月 る みー懇 ミ 崎長- 団

要解か 的の隆 宜 で一 談 関 ↓ -曳 - 派

請決 ら 且枇 言 あ 九会 係 男 逍

し の成つ 界 b る 名
b 

等 ィ ‘田 ヘ

た 為 る 果 人 ゜ で設 デ 加 中 イ
9旦土• ヽ

゜敢 ロ 国 発立 イ 藤龍 ン

言 国 な へ連 足- ン シ 夫 ド
文連 諸 食 於式 0 L,ヱ、 グ ヅ

゜ に 政糧 ．．曲’‘ 長 ス 工 八 夕

リ 策会 国 ．． ‘田 イ
I を 議 連 岸 花 貞
タ 採に 本 村 義 イ
I る 先 部 倍 仁 ン

シ よ lL - 介 八 ド
ツ う） ち ‘ 郎 ネ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
日

．
 
開
発
協
会
発
足
並
び
に
議
員
括
動
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几九 九 八 几

七 七 七
只七 四 十四

I 
九

十九 十
I 
八

八
二

- I~ 

~ ~ 

ン-- 中 7 7 

゜
甑 国ル南 参 I 常斉 第

を 先 u 大問吉安岸 会 ‘米 加 p 森藤

結進 N 米団寺係 議ア 家 国 u 芳邦 回

成国 F 佐へ -f 信貝 メ 族 " 列 夫吉

さ に p 武十宏 藤介へ リ 計 提 ゴ佐六 国 国ヘ

せ も A 郎六 、 土ロ - 八 力 画 唱 食藤 I 議 柏 7じ 際

る
、一 ‘名 他 ‘団名 ‘視 ゜椛 五会 原厚 人

ベ 述‘’ 名 花- 相長-力 察 と 陪 カ 同 ヤ生 ロ
＜ 上 ‘村 田 ヽ ナ 団 人代国盟 ス 大

L、
本

‘国事仁 耕 ダへ ロ 議 会 ‘臣 議

各に 務 八 作佐 --- メ 間士 議 中- ’一

国 も 局 郎 ‘藤 ヤ 題
L 

沢
,.,1 .• ‘五 阿 シ L 伊八

法人名 他 部隆 コ ラ 登 田

府 日 昭 イ ヘ 子 貞 -
議問 吾住 コ ス 於 義総於

貝 題 ロ ．． 他 ‘勢 ．． 
に 議 福栄 ン ノゞ 東 佐 プ

呼貝 岡 作 ビ ン 藤四 力

び グ 義
ヽ

ア ク 五 レ

か Iレ ヌ_¥/文_ 
ヽ

構 隆〇 ス

け I プ 想 京 'O  卜

た プ ラ を - 人‘
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几 -j- 九 九 十 九
七 七 七 二七
几 十 八 ニ八 七

＇ !・ 五Iヽ

I 
八

I 
十

十
I 

十 十
七 ＝ - 十 -__ , 
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7 7 

日 I 日 I 

゜゚
参 人

゜ ゜
日 参 人

゜
本 p 

゜
本 p 予 運 加 口 国議一

本側 加国
ロ

ゴ侃lj

゜
開 側

゜
算営 国 と 際貝 九 と

宜 参 p 催 参 p 委 ．． 開 議へ七 ．． ．． 開

言加 国 国加 田 貝 四 メ 米 発 貝 の 七 佐 日 発
L 
者 際 、．者 際 メ 十 キ 列 会呼年 藤

ヽ
先

の ．． L云、 。．． ;云~ ン 名 シ 英 I 国 議 び九 米 進
給佐 議 主佐 議 ノゞ - コ

ヽ

第 国 の か 月 隆
ヽ
国

案藤 準 催 藤 池 I ‘加 L云、 開 け の ‘英 会

作 備 機 備 国 日 プ‘議 催 ゜中 和
ヽ
へ議

成陛 委 関 隆 委 ‘本 ラ西 回 貝 に 南 田加 ロ L 

貝 貝 ° ヘジ独国へ つ 米耕
ヽ ン

゜
他 会

゜
他 ぎ,~ 参十ル, I し、 視作西 ド

会
L 

議 加名‘イ 際 p て 界" ‘独
ン

議 題 国-コ ンム本、 。 討 に 土へ- /ヘ
規 -第 etc 於 第 ‘ ロド 議 p 議 弓I井五 ボ
定 於三 ．． 0 ン 、準- ゜ 続 た 力 ン

．． 回 に チ 但l 議 ピス 備 東 き か 国

゜
メ ヽ つ ユ ヽ 事 アリ:京 各子 ．． ベ

日 キ し、 二 日 ヘラ会 国 十 ｝レ

程 シ て ジ 程 九 ン I 議 立
.. , ・ リ
" 

etc コ ァ ヵ ヵ
L 

法 名 ン
、-・ -~- 国

ヽ
府 、-
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九 九 八 九

八 七

十

゜
九

I~ 
I ,. ，、
十九 九 i 八

`—’ ,_, 

~ ~ 

一'
-, 

ti 参 会査 日 参 I 

゜
本 加 議源 森 本 }JIT p 

間 日 側 国 L ロ え 人 側 国

゜催 本 ．． '' 人 ン る LJ ．． ．． p 

を は 佐 ピ シ ロ か ョ ボ に 問柏 岸 総他六 国し一

” 
提 ォ 藤 ン ン 開 I の コ で到 題 原 勢 ‘十 際

案 ブ ガ 開 九 九 か ロ
'土冒 ロ 開 つ議ヤ 伯 国 四 A 旦 ヰ

' ザ隆 イ ポ 凡" 八 八 れ ツ —c; ン 催 た 貝 ス 介五連 力 議ロ

合 I ン I に た ノく に ボ
0 

の グ ‘五 各 国ヒ

コ思ヤユ、 9 ゞ 住 ド ）レ 関 年 年
C 

よ 宜 でル 佐〇 機

を I ネ す I・ 十 ア り ⇒ I 藤名 関ロ

取 と 栄 シ マへ る 二十 七 ン`` ‘“ u プ
付 し 作ア レ 於 ア 月 月 月 月 ア 採 N 隆 I 

け て I ．． セ の 九択 F 結 p 
、-、

た 参井五 シ ク ア ヘ ヤ ブに 仏 中 於 ケ 各 八 p 成 石 p 、-、

゜加 上 力 ア ア ン 予 ネ ラ 於 ‘国 て 二 大一 A 国 本 F 於

を 普国 ラ 国 、疋ら ィ ン‘ゞ て ス の ヤ 陸年 に 等 ．． 

し 方- 夕 ル会 --- 口 Iレ 卜 北 の で 働十 茂 ス

イ ン 議 に の ラ → 凩鼻 ナ の ァ 苔 五 リ
北

フ 貝 於 ') ス に イ 人 フ か 力 中 ラ
京

フ I 代 て オ プ於 ロ 「l '} け 国 村 ン
会 ィ ル表 テ I て ビ

L、ヵ を 啓 ヵ
議

ーぷ

リ ‘ー’ 者 ジ ｝レ に 議 コ 超 -
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六九 九 九 九
八 八 八 八+ ... 心

゜）し
＝ 十

I 
＇ ノ‘

十 I・ 

' 
佐 第

一
ゴ

日 参第 人 ア 藤 参一人 佐 R 人

本 加ニ ロ 0 ド

゜
加 阿 口

゜
藤 口

側 国 回 と を 地ーバ隆 政 国運 と 開 中 と
'' " 運間 ff: 域）し イ 代 治 ．． 営開 催隆オ［開

土佐他 日 営 発 務 I 七ザ議 マ El 委発 地 ‘合発

井藤 本委に と p 九 I ± イ レ 本貝 に 北井 会に

た u ‘貝 閃 す

゜
年契

I 
テ I ‘会関 凩 J: 関
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H本の人LJ転換と農村開発

emographic T rans1t1on 111 Japan and Rural Deve-

lopment (英語版）

昭和58年度I , 中華人民共和国人口家族叶画基礎調査報告書 . . s"'"" "',,m,,, ,,, Li"'"'s" """'"" ,, c,, ,,,- I 
Basic Survey 011 Population and Family Plannmg Rural Areas -Data - All the households of two j 
in the People's Republic of China (英語版） villages in Jilin Provmce surveyed by questionnaires 

生育率和生活水平芙系中 H合作澗壺研究根告お
（英語版）

（中国語版） 芙干中国衣村的人口生育率与生活水平的渭在扱告 i 
一対干吉林省丙介村逍行全戸ffli談凋在的坊果一

！昭和59年度 汽寸堪＝（中国語版） l 
! 1 . アジア諸国の農村人口と農叢開発に関する調査報告書

5. スライド 日本の農業、農村開発と人口
インド国

ーその軌跡― （日木語版）

! l Report on the Survey of Rural Population and Agricultural & Rural Development and, Population 
Agricultural Development in Asian Countries 

India (英語版）
in Japan (英語版）

日本衣パ村的友展和人口的推移（中国語版）

I , •• ：イ｀諸国等人口• 開発基礎調壺報告書 ~::'.>:::::: ~·;;:;; ~ ィ'."'.";'『~~~~,~= I 
Report on the Basic Survey of Population and Deve- (以 1-.4カ国版スライドは、日本産業教育スライトコ ！ 
lopment in Southeast Asian Countries ンクールにて優秀賞を受賞しました。）

Thailand 
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！ 昭和60年度 Urbanization and Development in Japan (英語版） ！ ! 5會日本の人LI都市化と開発

l l 1. アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調布報告書
6. バンコクの人口都市化と生活環境• 福祉調在 i 

タイ国＿

Th,;Smd {英語版） 7~'; 版;;&~kok """ I I 
—ーデータ編

Report on the Survey of Rural Population and 
Survey of Urbanization, Living Environment and 

Agricultural Development in Asian Countries 

！ ! 2 東南ア汀諸国等人口• 開発基礎調企報告書 7 スライト ！ 
! ―イント国 日本の都市化と人口（日本語版）
Report on the Basic Survey of Population and 

Urbanization and Population m Japan (英語版） ！ ! Development in Southeast Asian Countries 
India 

！ 日本的城市化与人口 （中国語版） ！ 
l U(~a:s卜~s~, ~a;;;e)ndudukan Di Jepang l 
! 
3. 中華人民共和国人口• 家族計画第二次基礎調沓報告書

! 
Basic Survey (II) on Population and Family Planning 

! in the People's Republic of China ！ l 生育率和生活水平芙系第二次中日合作渦査研究根 昭和 6(年度

告お （中国語版） 1 アンア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告書 l 
-―インドネシア国I 4 . ネパール＋．．国人口• 家族計画某礎調脊 Report on the Survey of Rural Population and 

Basic Survey Report on Population and Family l Planning in the Kingdom of Nepal (英語版） Av C oH "'"'. ""~"'""""'m A,;,o°'""'"'" I 
――Indonesia一（英語版）-~~~=n~~~v-~~~~~-n~~~~~~-n~~~=n~~~~~~~=n=n~~~~v-v,n」
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! 2. 東南アジア諸国等人口• 開発基礎調企報告書 7. ネパール王国人口家族計画第二次甚礎調在

! ―イントネシア国 Complementary Basic Survey Report on Population ! 
! Report on the Basic Survey of Population and and Family Planning m the kingdom of Nepal ! 
・Development in Southeast Asian Countries 

---Indonesia (英語版）

3. 在日留学生の学習と生活条件に関する研究

ー一～人的能力開発の課題に即して

昭和62年度

］．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調鉦報告書

中華人民共和国—

I , 日本の労慟力人口と開発 ~;;.:,.::~ 冒二:,:二゚::,'.'.:"t::"ご二:::'
Labor Force and Development in Japan (英語版） ~—-China (英語版） l 

! 5. 人口と開発関連統計集 i 
! 2. 東南アジア諸国等人口• 開発碁礎調在報告書 ! ! Demographic and Socio -Economic Indicators on —ー中華人民共和国一一
Population and Development (英語版） Report on the Basic Survey of Population and 

! 
! 

! 6. スライド 日本の産業開発と人口 Development in Southeast Asian Countris 

China (英語版）
― その原動カ・電気~ （日本語版） ！ 
Industrial Development and Population in Japan I 3. アジア諸国からの労働力流出に関する調杏研究報告書
--The Prime Mover -Electricity~( 英語版）

フィリビン国
H本的戸曲友展与人口

其原功力 曳代

！ 
- ― （中国語版） 4. 日本の人口と農業開発

Pembangunan Industn dan kependudukandi Jepang ! — Penggerak Utama-Tenga Listrik 
Population and Agricultural Development in Japan -

（英語版）
（インドネシア語版）
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5. ネパールの人口• 開発・環境 Report on the Basic Survey of Population and 

Population, Development and Environment in Nepal Development in Southeast Asian Countries ! I (英語版） China―（英語版） ！ 

6. スライド！ 日本の人口移動と経済発展（日本語版） 3. □9悶からの労慟力流出に関する調査研究報告書
I'Oo  Mwo<o, Mos=m<>< mO Frn,omC "=loo I menl m Japan (英語版） 4 . 日本の人口と家族 l 

I {~ 三~~~ニ:;;三::;::二~Elmom,al S , : ア::::ロニ::開::'"'1二｀仔版） 1 
Demographic Transition and Development in Asian j 

I , トルコ国人口家族計画基礎調査 c: ~n~;,1 - o~mew sol SCa<lsrieal Tables― i 

昭和63年度 6 スライト l 
1 . アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調究報告書 H本の人口と家族（日本語版）

ネパール国~ Family and Populatton m Japan 
Report on the Survey of Rural Population and Asian Experience~( 英語版）

Agricultural Development in Asian Countries 日本的人口与家庭（中国語版）

~Nepal ―（英語版） Penduduk & Keluarga Jepang (インドネシア語版）

I , 東南ア汀諸国等人口 開発基礎調壺報告書 I , ヘルー共和国人口家族叶画基礎調企 ！ 
一叶中華人民共和国~一
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! ！ 平成元年度 Aging in Japan・・・・-Challenges and Prospects- ! 
（英語版）

I ' アノノア、三り戸門；と農業開発に関する調在報告書 辺人高齢化社会的日本止面,,品挑故 l ｝ 

I □三州::,,e~~~::,e'.f ><mill ::; 『::::-=' ',: こ二三゜~;~ニ:佳tニニ版） l 
6. アジア諸国の農業開発 -5ヵ国の比較

2. 東南アジア諸国等人口・ 開発基礎調在報告書 Strategic Measures for the Agncultural Development 

ネパール国＿ Comparative Strudies on Five Asian Countnes--

Report on the Basic Survey of Population and (英語版）

Development in Southeast Asian Countries 

Nepal (英語版）

3. アジア諸国からの労動力流出に関する調在研究報告書

—ーマレーシア国＿

4 . 日本の人口構造変動と開発

ー一高齢化のアジア的視点

Structural Change in Population and Development 

平成 2年度

1 . アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

フィリピン国

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Development 

（英語版）

~Philippine—… 

- Japan's Experience in Aging (英語版） 2. 束南アジア諸国等人口・ 開発基礎調在報告書 -

! 

I , ::, イ~~会への日本の挑戦 ::::,,::,..''.: こ;,'.ea'.::二゚;,,::;,ご"=.,,, I ！ 
バングラテシュ

-~~~---~----~-----~~---v~~~~-~~~~~v~~~-~~~-」l 生きかいのある老後を目指して （日本語版） Bangladesh---(英語版）
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